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離島の自然と生献2)を地理巡検記第9栂として刊行することIこなったo石田寛先生からバ トン
タッチを受けたのが第5梅の ｢山と高原の地理｣からであるから5冊目になる｡その石田先生は
来年 3月広島大学を定年で御退官になるが,広島大学Iこ移 られて後も折Iこ触れて和頼漣をいただ
いたo改めて感謝の忠を表 し,御礼申し上げると共Iこ.今後とも大所高所からの御指導と勧協力
をお願い申し上げる次第である｡
ここには昭和52年度の対馬.昭和53年度の佐渡.昭和54年度の五島への適榛のレポー トを雑め
た｡また･紙数の朗係で多くをもり込めなかったが卒共生の寄稿として昭和47年卒発と同時lこ祖
国を後にしてから6年間,全くの外国の巡検を140ヶ国(こわたって行った成果の 1部の森康成氏.
引つづき南西アジアに執念をもやす山川靖仁氏.新たな挑戦を外国 に試みた水元繋氏のものを収
めた｡
あ ま
対馬では海士の漁法や漁村が印象深かったし,佐渡では美しい海岸と民宿をはじめた柵村のた
たづまいが昨日のように脳裡Iこ浮かぶ｡五島では島なるが故に残された古い村の生活と,このよ
うなところIこまでと思われる養殖lこ窮地を切開こうとしている漁村の姿がいたいたしいほどであ
った03つの海(こ而する村村には所こそ変れ.盗らない自然と喜怒哀楽をともにした村の生活が
あった｡私たちは期間こそ短かったがその生活にふれることができたことはありがたいことであ
ったOこのような経験はこれから後に社会を考えていくにしても.また村や漁村を教えていくに
しても必ず生きてくるであろうし,生かさなければならないであろうo
それ(こつけてもいつものことではあるが.それぞれの市町村役場,教育委員会,馳係の官庁.
串薬所及びお忙しいところを私たちの聴取調査~のために御協力いただいた方々fこは何とお礼を申
し上げてよいかその言葉を知らないo役場のあの係で.あの海岸で,あの家の縁側でと思い出は
つきない0-人一人についてのお名前は記さないけれども心からお礼を申し上げる次第である｡
最近の卒集絵文の 1つの傾向として,上削 こ耗計故字を用いるだけでなく,辞細な塵取調査やア
ンケー ト諏重を行うよう(こなったことがあげられる｡ l人ではどうしようもないので加勢を転ん
で集団で対象地に乗込んで一斉iこ聴収蹄登をするというやV)方であるoこのような動機をきくと
地理巡検の詞丑が契機となったものが多いoグ)L,-プで計画を立て国立背年の家やユースホステ
ルを利用して巡検を彼等自身で行うようになったのも.地理巡検がやみつきになり,実地調査や
実地見学に生きがいを感ずるようになったことIこよるものであろうQフィール ド･サイエンスと
しての未知の土地でわからないものを胸をおどらせて.取組み. lつ1つと解いていく離醐味
解されてきている表われであろうb
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対 馬 全 島
(l)対馬の地形概観
対馬は南北細Okm,東西約15kqの細長い島で,わが国の北々酉に位恒しているO画商は682
Liで,佐渡島,奄美大島につぐ大きさである｡
対馬は主として第三紀層からなる地塁山地で.摂南約400mの降起草平原の山容を星し, こ
れを刻む河谷は壮年期の渓谷をつくっている｡両度からみると,南北の方向に2つの山と2つ
の谷をもつ大鼓に似て.その振幅は南から北に次官に小さくfj:り.浅茅湾沿岸では2001n以下
となる｡ ここで北では再び高度を増し.陸地は全体的に200m前後の山地となる｡このような
馬の長軸方向に直行する大政状の起状は.一種の大福曲的な地殻運軌の表現とも見なされるが.
南部の下県地方の商い山地は7t閏岩及び揚皆等の竪腔な岩石からなり,上県の主な高地も扮岩
からなって.侵蝕墓による地表の高低化を考えることも必要である.
河川についていうと.対馬における大きな河川は上母に多く,概して上島の河川は下島のそ
れと比べて河川密度が大である｡これは上馬金成が政密在官第三紀の砂岩 ･頁岩で被われ不透
水性であるためと思われるQ河口部は深く湾入している｡下島の河川は勾配はかなり急で,谷帽
は挫く.河川沿岸の耕地が帯状に細長く分布し.その面掛 まわずかである｡また.河口部は湾
入が少ない｡南北に連なる主分J(界が糞に偏っているため.河川は西側では比較的濃やかに統
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礼.東側では短小な急傾斜をなし.谷底の平野は島の西側に広いものが多く,東側には纏めて
乏しい｡巌も,広いといっても島全体が現在下刻状態にあるために,埋概谷は河口附近の三角
州的小平野以外にほとんどみられず,曲流部においてさえ侵食平野の発達は甚だ不良である｡
海岸は,断崖絶壁又は急斜面が海に迫 り.しかもこれに大小の溺谷 (中央部の浅茅湾は曲型
的な商谷最観を展開している｡)が入り込み,海岸線は複雑で,すなわちリアス海岸であるO
対馬のリアス海岸には湾内にも河岸段丘に移化する狭い海成段丘の附者をみることができる｡
注意すべきことは,南谷又は谷壁には断片的であるが,これと同市度の段丘を発見することで
ある｡
対馬の面海岸は対称的ではなく,上島では西岸は東岸に比べ湾入に富み,下島では逆に西岸
は単鞠で東岸は敏雄である｡ここで,小出入を頼祝 して海岸線を考えた場合,直線海岸を見出
すことができる｡その方向は,上島では.本島を構成する中生層の走向と一致する,北東～西
南又は北 寛々一両々西であり,下島では南北で.走向とは必ずしも一致しない｡ これらの直線
海岸は断層海岸又はかつての断層海岸が波蝕によって若干後退 した形のものであろう｡対馬の
海岸の特長としては,また砂浜の発達が極めて貧弱なことも挙げられる｡
O今回調査したのは主に豆酸と厳原であるから,その地域について述べてある箇所を文献から
抜き出してみた｡
つ つ
☆豆 板
o下県西岸の豆醒崎より郷崎に連するほとんど南北の直線海岸も明僚な断層糠海岸で,地層
の走向に平行な.或いは少し斜行する多数の断層群を認めることができるoこれらの著 しい
断膚線海岸では,かつての断層崖を刻んだ谷が小型の湾入を生 じているが,豆醐崎～郷崎海
岸では,背後の山地が高く流域が広い為に,また海蝕作用も西風により強力に行われるらし
く, これらの湾は小平野に埋められ或いは砂洲や砂萌に閉されて,全島海岸秘中最も平滑に
近い状態になっている｡
o外洋に直接面する海岸においては北部地方を除いて,海岸段丘の駄定は園赦であるが,例
外的に鋲護湾口東岸の千俵蒔山の西斜面と豆眼湾頭京斜面に明僚な海岸段丘をみる.
o低位の河岸段丘は洲藻川 ･豆関川において見ることができるが, これに相当する低位の海
岸段丘は発見できなかったOただし,南端の豆醒湾の浅鞍浦において石英粗面岩を切る降起
海蝕台を発見することができた｡ (高さ海面上l.5m)
o対馬は砂浜が乏しいが,小範囲には北岸では不通浜近傍,南岸では豆酸浦海岸に見られるo
☆厳 原
o鶴舞崎～大崎海岸 (厳原港～尾浦々間)は,小出入を無視 して考えた場合,直線海岸とい
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図2 厳原付近の波蝕棚の馳壬地点 (①,⑦,⑳,◎で示す)
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える｡
参考文献
佐藤 久 ;r対馬の地形』
田山利三郎 ;r対馬の海岸並に海底地形概観』
(21波蝕棚の調査 ･浜の観察
厳原付近と豆駿において,波蝕棚面の観森と断面形の測丑を行なったo
断面形の測皿は-ンドレベルを使用して行ない, 高さは測且用ポールでセンチ単位で読みと
り,距離は巻尺で測定した｡このようにして得た波蝕棚の断面形は図3に示した｡
平均海面については.波蝕棚の測定時刻の海面高度を軌定し,これから潮位表 (標準港は下
関)によって平均海面の衝さを昇定した｡
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写 1-1 厳原①の全景
写 1-2 厳原0の波蝕欄 (傭面)
J十･
_ヽ
図 3-(I)
① 厳原海岸①の波蝕棚 (写 1-2)
厳原海岸①における波蝕棚の断面は,図3
の(川こ示す｡
この波蝕棚を構成する地質は有色鉱物の少
1まい花馳岩賓であり,汲蝕棚上Iこは鎖及び砂
はほとんどみられなかったQこの汲蝕棚の特
赦を列挙すると次のようになるC
⑧ 崖には縦方向の節理が入っているが,波
蝕櫛には同方向の節理はみられない｡
⑳ 商さは平均海面より約2.7mであるOこの
苗さは平均商潮位より高く,従って平常は,
高潮時でも海水をかぶることはないと思われる｡⑥海岸方向へはば水平に突き出している波蝕棚と後方にそびえたつ崖は.はば直角に交っ
ている｡
① 波蝕棚には凹凸がみられる.
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写 113 厳原◎の一部と蝦原①の全景 BZI3-(2)
① 厳原海岸①の地形 (写 1-3)
感原海岸の地形の断面図は鼠3の(2)に示す｡
この地形を構成している地質は花樹岩である｡疎はみられず,全体としてほおわんを伏せ
たように腕曲している｡また厳原①の崖と①の頂上は lTLぐらい後者が低いが連がっている｡
以下この地形の特徴を列挙する｡
⑧ 褒面には凹凸がほとんどなく,写真でみられるように,草がところどころ生えている｡
① 節理はみられない｡◎約30度ぐらい傾斜している｡
① 起点から15Tn前後の所にポットポールがところどころにみられる｡その中に水がたまっ
ているが,現在海水はそこまでは来ないので雨水と思われる｡
写 1-4 蝦席① (伽面)
① 厳原海岸①の波蝕棚 (写fZ5)
厳原海岸①における波蝕棚の断面は図3の(3)に示す｡
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この波蝕棚を構成する地質は花胸岩類であり,波蝕棚上には凍及び砂はほとんどみられな
かったOこの波蝕棚の特徴を列挙すると次のようになるO
④ 波蝕棚には凹凸がほとんどみられない｡
① ジョイントがみられる｡◎高さは平均海面より約1.7mであるO
写 1-5 蝦原④ (側面)
① 厳原海岸①の波蝕棚 (写 1-5)
この波蝕棚を構成 している地質は,花尚古
賓であるO海の方向に波蝕棚がつき出してい
る｡以下 この波蝕棚の特徴を列挙する｡
⑧ 海岸線に対 して直角方向に仏製がみられ
■▼
乞)o
(抄 起点から11-12Tnの地点と14-15mの地
点は,階段状に浸蝕 されている｡
◎ 起点から23mのところに高さ2仇ぐらい
の大きな凍が乗っているが,小さい政はみ られないoまた,波うち際にも大きな顔がみら
れる｡
① 波蝕棚の側面は写真 でみるように,政の小さなしぶきによって鋭利に浸蝕され,小さ
な穴が無数にあいている｡
写 116 豆酔海岸 (波蝕棚前半部)
⑤ 豆酸海岸付近の波蝕棚 (写 1-6,7)
写 117 重職溝岸 (正面)
この波蝕棚を構成する地質は頁岩であった｡故蝕棚上には,起点 13.5m～17.1Tnのところ
に小さな礎が多 くみられた｡以下,特徴を列挙すると次のようになる｡
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⑧ この付近の岩の走向はN5oEであり,傾斜は31oWである｡
① 波蝕棚の前半部はケスタ地形をなしているが,全体としてはほぼ水平であるoいわゆる
洗濯板状起伏の波蝕棚である｡⑥海の方向にむかって岩がつき出しているO
① ここでは, 市さ4mぐらいの差のある波蝕棚が2段になって作られている.
◎ 1段目の波蝕棚の高さは.平均高潮位より低いので.平常は,高潮時には海水をかぶる
と思われる｡
① 2段目の波蝕棚には.4TL上にノッチがみられる.これは,海水面が高かった頃に形成
されたと思われるOまた,ノッチの中には小さな礎がみられるノッチの深さは1.5mで,脂
は1,6TLである｡
この2段の海蝕棚については久根海岸にも同様なものがみ られる｡以下,久根海岸の説明と
して,文献を引用する｡
｢久根海岸には海崖下に300前後候斜する地層を切頭 して2段の海蝕台が存在 し,下位のもの
はケスタの地形を示 し,高潮時には海面下に没する｡然るには上位のものは比高 4mで,海面
下に没せず,注意すべきはこの海蝕台の割目の中に赤褐色の粘土が充壊 し.この中に円磯は,
しぶきによって運ばれたとは考えられず,この上位の晦蝕台は矢張り隆起海蝕台とみるべきで
ある.この隆起 を鼓せす る他の事実を久根川河口に近くで見ることが出来る｡即ち部落嚢に
河岸段丘あり,段丘藻屑の提出が見られる｡上層は巨磯,下値は細償,中間に粘土を挟む段丘
の高さは5mであるか ら,4Tn程度の陸地の隆起を想定 しても無理はない｡阿連の韮崎には成
層面走向N709E,傾斜N80℃)侵蝕洞があり,その周辺に狭い海蝕台を見る｡海面 11nの所にあ
り,若干の隆起を示す｡
以上の事実から推して下島西岸に於いては最近に壊大 41TLの隆起を示し,久根に於いて極大
その南北端は極小と見られる｡東海岸は不明だが洲藻川が参考となる.最後に問題になるのは
疑問の多い高浜の海岸段丘は論外として高さ50Tn以下の確実な海岸段丘の形成時代である｡勿
論低位の河岸段丘の形成前であることは疑 う余地がない｡
上述の引用より.豆酸崎の二段の海蝕棚と文献にみ られる久根海岸にみられる二段の海蝕棚
は,明らかに地形構造的に類似 しているO両方 とも上位の海蝕棚は,高潮時には,海面に没 し
ないが,下位のものは没する｡また.下位の海蝕棚はケスタ地形を示 し,上位のものとの高さ
の差は図4,5で示すように,どちらも4m程である｡これ らの海蝕棚は.文献で示されてい
るように,隆起海蝕棚とみられる｡これらの海蝕棚の形成時は,現在よりも海面が;.わかった時
代であると思われる0
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図4 久根海岸の海蝕柚
図5 豆敢崎の海蝕棚
く t1 --- - 二 二 ∴ __
① 小茂田における砂凍堤と浜
対馬の海岸地形の僻徴は断崖地象又は急斜面が海に迫り,しかもこれを横断して大小の溺
谷が入り込み.海岸線が複雑であるOまた砂浜の貧弱なこともその特徴である｡一言でいう
ならば リアス式海岸である.
対島の海岸は砂浜にとぽしいが,厳原からパスで約 1時間,対島西海岸には,元歳の役の
古戦場として知 られる小茂田浜がある｡浜は海水浴場としても利用されている.抄横堤は長
さ約 50071,高さ約 67nの所に小茂田神牡がある｡この外洋斜面には2段の浜汀段丘があり,
その汀線には見事な僕の連結が見られたO-写真14内陸斜面は松林と芝生とでおおわれてお
り,抄凍娘の背後には湿原も見られたO-等某15浜に打ち上げられた漂流物の中には朝鮮語
で文字の暫いてある洗剤の容器などもあり,いまさらながら対馬が朝鮮半島に近いというこ
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写 1-8 小茂田浜元蓮の役の小茂田浜
は古戦場として有名である.防塁の右
には小茂田神社がある｡
とを思い起こしたo
｢対島下島の西海岸に注 ぐ河川は河口の部分
に奥行の浅い湾入を有し,その湾頭にいずれも
砂凍礎の発達がある｡そして,どこの砂康堤も
南方に伸びており,その結果として河川は常に
徳の南鴇に開口している｣というCこれは,｢こ
の近海の沿岸流が商流している｣ことを示すも
のであると思う｡ (難波勢津子,山崎尚子,也
山由美子,浅井宏史)
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2.対 馬 の 歴 史 地 理
浅 茅 湾
(1)黒 瀬 城 ■
① 朝鮮式山城の位置とその外観
下県郡難知町竹赦部落の西北に黒願という部落がある｡浅茅湾のそのまた内の黒瀬湾を隔
てて,土地の人々に城山 (ジョウヤマ)と呼ばれている,険しい岩山がそびえている｡山城
虻はこの岩山に在り,この山の名もそれに基づいているOこの城山は北に山塊が突出し,西
に箕形浦がふかく湾入しており,東の洲軒輔はそれ以上にふかくいりこんでいる｡この城山
の最高峰は275メートルであるが,ほぼ同じ高さの山稜が南北につらなっていて,見るもの
に屋根のような感じをあたえる｡これは浅茅膚方面からはもちろんのこと,竹敷の方からも
はるかに望むことができるようだ｡
山塊は中世代の砂岩で険 しく,とくに北西の山頂は崖になっている｡山塊は西南に位置す
る立石山 (246メー トル)には連続 しておらず,その間には標高20メー トルの谷間がある｡
ここが城戸 (もしくは木戸)と呼ばれているところである｡
この谷間から洲辞,難知まで至り,箕形から加志に至る街道が通 じている｡そのうえに,
細い流れもあって箕形浦にそそいでいる｡この地形及び名称から考えてみると,当時の山城
に含まれた-廓にちがいないように思われるのである｡城戸の東には標高60メ-トルくらい
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の積部があり,ここの北東にはやや開けたところがあるO城山山塊の一部が黒瀬の部落の対
岸で呼崎となって突出しているところのすぐ南のところである｡ここの谷間には水田がすこ
しあって,その名を蔵内 (クラノウチ)と呼ぶそうであるOここも山城の-廓としてみなさ
れるのだろうか｡
山城は北に絶壁をもつ275メートルの峰を中心に営まれている｡この頂上からは脚下に浅
茅湾の浦々が望まれ,遠くには朝鮮海峡も望むことかできる｡山頂には平坦な場所があり,
城壁はこの山頂から北東方向にややさがりながら.絶壁のうえに築かれている｡この様子は
朝鮮 ･百済の聖興山城という山城によく似ているといわれている｡
城壁は北東にのぴ.北東の高地 (120-1401n)に至っている｡
① 城壁の様子
城壁の石積みの高さは1.5メートルか2メ-トルくらいである｡よくそろった割り石 (70セ
ンチ×70×30)を小積みにしており,基礎にはとくに大きな石をならべている｡
この石桜みはさらに北東にのび,山をくだる｡くだるにしたがって.高さをまし.およそ
6メートルばかりの高い石積みとなっている｡この石塁の一部は海上からも容易に望むこと
ができる｡
③ 三つの木戸
城山の中腹,標高50メ-トルほどのところにも城壁はあるO東から南にむかっている｡途
中には自然の崖を利用して頓石を省略 したところも多いようである｡この城壁は3つの谷を
ださこんでいる｡この谷間にそれぞれ,北から-ノ木戸,二ノ木戸,三ノ木戸と呼ばれるも
のがある｡この木戸は頂上の北方の鞍部から50メートルさがったところにあったと思われる
山城の館へとそれぞれむかうわけである｡
-ノ木戸は,はば北繋方向に梅にのぞむ｡城門の遺構はないのであるが.谷間に道があっ
て.ほぼその位置というのはわかる｡城門があったと思われる南にはやぐら虻のようなでっ
ぼりがある｡その様子は1.5-L8メー トルくらいのでっぼりで,その長さは9メートル,高さ
は6メートルくらいで,比較的整った切り石を交互に小口積みにしている｡西側の城の内部
からの高さは2メートルぐらいである｡それも綾やかな傾斜となっていたり,石段になって
いるので,内部からの昇降には便利である｡壁の厚さは基底で8メートルぐらいのものであ
ろう｡ (後に図により示す)
二ノ木戸は海を加にして門虻が残っている｡城壁は破損 している部分もあるが,外側の高
さは4.5メートルくらいで,内側は1.5メー トルくらいである｡城壁の天幅は 2メー トル.基部
は5メートル近いと思われる｡門の幅は 2メー トルくらいで,南側の門のところにはとびら
石①が残っていた｡このとびら石は直径が20センチ.深さ8.5センチくらいの穴が2つあけて
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あるものだったo門のところではないのであるが,もう一つとびら石があった.これにも同
じ大きさの穴が1つあけてある. (後に図で示す)
三ノ木戸は梅にほぼ南面しているO ここから約 8メートルで崖にぶつかり,この城壁の終
りとなっている｡もしくはこの崖から西方に上り地膚埠まで至るとも考えられると思われるo
城壁の高さは6.5メートル,天嶋は2メートル,底部は4メートル,そして城の内部からの有
さは67センチくらいである.門の幅は4メートJL,で中(こはいるほど狭くなっていて,北端は
3.2メートルである｡とびら石は虫側の門に2つ.西側の門に 1つあるoとびらは 3カ所にあ
ったというわけであろうか｡西側の門のところにあるとびら石には 2つ穴があいており,大
きさも先に述べた 2ノ木戸のものと同じである｡この2つ穴は門と平行に並んでいたものら
しい｡ (図で示す)
ニ ノ木 戸
.､決
-ノ木戸から
見た黒瀬滞
城 山 - ノ木 戸
? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ?ー ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ?
???
?
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① 城山が朝鮮式山城であるという由
この城山は一見,朝鮮式山城であることがわ
かる｡山稜をとりこんで,すこし低い所に石壁
をめ ぐらし,一つ及び二つ,三つの谷をださこ
んだ形式は高句藻の山城子山軌 大城山城.百
済の公山城,扶蘇山城,新羅の南山城,明徳山
城,仙桃山城,任那の主山城,威安山城,牧馬
山城などにみられるのである｡
我が国でも築前大野奴,肥前壊 (辛)城はこ
の形式である｡この二つの城が朝鮮式山城であ
るのは 『日本書紀』天智天皇四年 (665年)に
｢秋八月,達率答 春初 (タフホシュンショ)
をつかわして城を長門国にきづき,逮率憶礼福
留 (オクレイフクリュウ),連率四比福夫 (シ
ヒフクフ)を筑紫国につかわ して,大野および
壕の二城をきづかしめた｣
とあることから考えられる｡
① 城山成立の歴史的背景
天智天皇の 2年 (663)は百済をたすけて,唐の水運と白村江において戦い,我が国の軍
が惨放 した年である｡この戦いで百済は滅んだのであり,我が国の軍は百済の王族等ととも
に半島からひきあげたのであった｡当然,日本本国の防備を強化すべきときでもあったので
ある｡そして664年に対馬,壁岐,筑紫に防人棒火をおき.また筑紫に大境を築いて水をた
くわえ,いわゆる水城ができたのである｡そして665年に先に述べた長門,大野,軌こ亡命
者の指導のもとに築いたのである｡そしていよいよ.667年の11月に 『日本書紀 』にある
｢倭の国の高安の城,讃岐の国の山田郡の屋島の城,対馬の国の金田の城を築いた｣のであ
った｡
(2)国府の位置とその歴史
府は下県郡与良郷の東南にあるとされているO和名類策砂によれば下県の国府であるとして
いる.日本分形の図には府中にあると背いているo (府中は現在の厳原である｡)
一方海乗諸国記には古千とあり,鼠瞥編登頒必究には苛とあるO古千と苛は音がともに近 く
国府の略称と畢われるO府内というのは旧文軌 こあり国府として与良をあげているのは,与良
-14-
のもとの呼び名であるからだ｡中世には与良村といった｡
天武天皇の白鳳の十二年突未,与良を国府として桜川の南で営んでおり白鳳のはじめには
じめた所というoそののち,そのまま国府としてあった.北は南室村に境界を接し,城戸の
阿須の川のほとりまでで,西北は下原村に接し山までである｡西は有明の峰までで,東は海
までである｡南は久.田村と境界をなし遠祖の神禍までとする｡それが府の分しょである｡南
室村は国府a)北にあり,その距離は2里19町 (約10km)ある.下原村は府の西北にあり.距
離は2里2町 (a2k7n)ある｡久田村は府の南にあり,距離は18町 (約 2kh[)ある｡府と小茂
田村は東西に3里12町 (約13.3k汀)杏-だてている｡
白鳳中つくったところの役所はその名を伝えてなく纂磨3年戊辰に初めて執政寺と称して
いる｡それを後に横の御寺ともいう｡ (はまのおてら)ということは後にあるいは与良の院
といったのはこれのことなのであろうか｡
天安元年丁丑の6月25日大事府がはや飛脚をとはして京都-いってきた｡対馬島上県郡の
主張の ト部川知麻呂,下県立野の正峰ならびに従者10人,防人 (軍役人)六人を殺した｡｢文
徒実録｣
対馬島の賊徒により島司は殺され,その時の抽 (の)有点が筑紫より来てこれらを征伐し
た｡本朝年代,文徳実録にしるされているところによると,この年の秋7月辛亥に命令を大
事府にくだして,対馬島の賊の全ては身内をしりぞけて,入獄させ,また獄中で死亡 したが,
実は罪がなかった者の妻子を許した｡
天安2年戊寅閏2月庚賞立野の連の正峰を殺 し官舎や民宅を焼き払った者に対して,刑官
を通じ.その罪をとりしらべた｡
三代実録が伝えるところによると,この年12月戊子 8月乙未,太政官が論奏していうには
対馬島下県部の擬大領外少初位下の直の氏成,下県郡の凝少額無位の直の仁徳らがくにのう
ちの百姓らの首 (主)従17人を率いて.むはんをおこし守正七位下立野の連正卑および従者
の榎本の成年らを射殺した｡罪は皆斬られることになった｡みことのりして死一等を感じて,
これを連流に処 した｡去る10月10日以前に式によって,こうなったと天皇にいうべきであっ
た｡ところが文徳天皇の葬式をしてから,30日に足りないOまた皇太子は位についていず,
ともにったえたところでは正卒の乱には兵火で官舎や町の寺が焼けてしまい,2年戊買春に
なってこれ建て直した｡戊寅五月朔,大風暴雨で官舎,民屋ははなはだ,こわれてしまい,
苗は枯れてしまった｡6月11日早朝,白雲が浮んできて,天をおおったのは疋練 (ひつれん
--疋の練り絹)のようで北東から南西にまたがっていた｡人はこれを旗雲と呼んだ｡
また文徳実録の天安 2年の譜にみえている｡その後ふたたび建て直した｡ところがどこで
あったのか.廃されたのはいつのことなのか伝わっていない｡
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(3)国分寺の位置とその歴史
この寺はr津島紀等 』によれば,天平 9年 (737) (r封馬島誌j天平13年)塑武天皇の勅
令によって建立され,島分寺と呼ばれた｡その所有地は,厳原町西方の有明山すなわち根の前
山金石山の東塵から周東の支脈清水山の南麓一帯,有明山山鹿から東流する金石川の左岸に沿
った,現在の厳原中学校の地であるという｡寺の広さは東西約 3,400爪南北約50ないし2001n
に及ぶものであった｡この寺は大日如来を本尊としていた｡また.附属の経蔵および什器の収
蔵庫等は,川を隔てた南側の国府銀の山塵にあった｡
その後建立から120年を経た天安元年 (857)6月,上麟郡の凝主張 卜部川知麻呂,下林郡
の擬大領直宿主が見類300余人を率いて,畠守立野正等を襲撃し,正卑以下従者,防人等を投
書するという事件がおこり.この時川知麻呂等は正答の蝕に火をはIj:ったために,近接して構
築されていた島分寺をはじめとし寺舎全ても焼失してしまった｡翌 2年 (858)寺の再建に醸
し,国府獄の山麓に大日堂が建てられるが,こOj大E]堂こそ現在の西山寺である｡しかし,天
安2年の再建以後,寺は荒廃中絶 してしまい,そのまま600余年を経る｡対馬を国に復号した
室町時代の中期文明年間の頃 (1469-87)には,国分寺の通称が用いられていた｡
文明3年 (1471)守護宗貞国は実弟の甫庵宗睦和尚に国分寺を再興させた時,かつての寺
虻の西北隅に寺を建てた (r封属島誌』)Oまた,甫庵宗睦が真言宗から曹洞宗に改宗すると
同時に,国分寺もまた曹洞宗に変ったO
寛文 5年 (1665)寺は同じ国府内の日吉に移され,以前の寺は荒廃した｡この時は旧照庵
といったが,18年後の天和3年 (1683)宗義某の時に屋敷を以打席と振替えて,同じ天道茂
に移ったが.ここがすなわち現今の天徳Ll｣国分寺である｡ただしこの山号は,福履山あるいは
福利山といったが,苧保17年 (1732)焼失後 (r封馬島誌JI)寛保 2年 (1742)に天徳山
と改めた｡
また国分寺には講師を置いて勅願を修し,講会を励行 Lかつ説法をする制度があるが,長い
間絶えてしまっていたのを,斉衡 2年 (855)に復旧させた｡こうしてこの講師の職は,後世
まで寺虻の僧官の名称となった｡
ところで大安元年,兵火後仮に建設した寺院がどの程度の規模 ･建築であったかは今全く不
明である｡また.官寺として取り扱われたのは何時代頃までであったのかも分からない0
再興後60年の宰禄元年 (1528)に宗将盛が広域として寺比に金石城を建て,次いで約60年
後の天正19年 (1591)豊臣秀吉渡明の駅城を寺虻の北の上方清水山に構えて金石城をその節
とした｡
江戸時代には国分寺は,天台 ･臨済宗を除き印南宗をはじめとする琵宗の総録司として対馬
の全ての寺を支配していた｡現在でも,上掛 こ9ケ寺.下侭に13ケ寺の合計22ケ寺の末寺をも
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っている｡ (r封馬島藷J)
r封馬島誌Jによれは文化Z年 (1805)官巧で本堂･昏院その他を改築し.さらに本殿を
新築 して,朝鮮使節の官鯨和陽館とし.四即 日をも塵てたOこれは日吉に寺が移されて以後天
和 2年 (1682)朝鮮使節が渡目した転宿旧して以降.慣例としてこの寺が使節の宿泊地とな
ったことによる｡
明治維新後,宏大なる本殿を維持保存していく方法がなく,徐々にこわれてきたので屋を解
体し畑地とした｡明治 5年末寺の8ケ寺を本寺と合併した｡大正13年 7月uElの出火のため,
薬師堂を除いてすべてが焼えてしまったが.仮に建立 した.
昭和24年,厳原中学校の校地を開くとき.山鯨の隅に古い噂を発見したoLかしこの地に,
礎石が残っていないのは,戦国未掛 こここに金石城が草かれていたためであろうo (永常久恵
r対馬の古跡Jより)
さて,はじめ建立された時 ｢島分等｣といっている机 後に ｢国分寺｣と改められているo
r日本三代実録｣によれば.清和天皇の貞観17年 (B75)にはまだ ｢島分専｣といっているの
で,｢国分寺｣と改められるのはこの後のことらしい｡ただ対馬は上古より ｢島｣といい,天
知天皇の時よりまた ｢島｣と呼んだD再び ｢可｣と呼ぶのは.室町時代の中頃である｡そこで
型式天皇時代には ｢島｣と呼ばれていたため.E別分匿の官寺が隣島壱岐と共に ｢島分寺｣と
いわれた｡その後年代不明国分寺の通称となったのは官寺としてではなく,普通寺院としてい
われていたのか.あるいはいにしえ宮寺の時でも民間では国分寺と呼んでいたのかは不明であ
る｡
(≡志木芸言 霊芸 芸芸,'芸本三芸…)
(4)漁村<木戸 ･寄留制度>
今回の対馬の閑萱は.厳原町の久和,曲,久田の3つの漁村で実施 したO対馬の部落の主な
特徴である本戸 ･寄留制度を中心に調査を進めたO木戸 ･寄留制度とは.農地 ･可耕地が櫨め
て少ない対馬島内では,寛文検地 (寛文元年 ･1661)以降旧甘時代を通じての公領地均分制
に伴う百姓制度から木戸制度はできたといわれでいる｡新たに開発でき得る土地がないので,
｢百姓かど｣故を固定せざるをえず,木戸一戸が-かどであったので,次 ･三男や被官 ･名子
等のような者が土地をもらえないO従って,七戸としての一人前扱いを受けられない従同的地
虻に甘んぜざるをえなかった｡これが寄留である｡寄留という呼称は明治時代に始まったもの
であり,厳密に言えば.｢入寄留｣と ｢分家串留｣がある｡ (入寄留一外来者 分家寄留一本
戸の定数から外れた ｢次男戸｣以下.当初から外来者の入寮腎は必ずしも多くはなかった)
-1-7-
一方では木戸株のfl受によって.寄留から木戸になる例もあるから,この制度は身分に基づ
く純粋な社会階層制酸ではなく,経済的な必然性から発した制約というべきものであろう｡
｢木戸寄留制度｣の特徴を上げてみると
a 木戸の数は各地区一定だった｡
b これらの木戸は ｢木戸名簿｣に記され,名簿は ｢保長｣が保管すること｡
C ｢保轟｣は年 1回の ｢木戸寄り｣ (木戸の集会)で選出され,任期は 1年であり. ｢口
明け｣ (海葬採収の開始日)を決定する権利をもつo
d 木戸は農民としての株であり,その株は売買の対象にもなるoまたその売輿は身内の者
に限られる｡
e 木戸は共有財産の山林を管理し.木戸しか参加できない盆おどりを主催する｡
f 寄留が木戸所有の山林から燃料としての枯木を採取するには ｢枯木料｣を払わなければ
ならない｡
g 葬制に即して.木戸と寄留では柏連があるO
以上のようなことが上げられるQ
このような特徴が.各部落でどのような形でおこなわれていたか,また現在はどうかを漁村
において調べてみたCこの制度は農村漁村において様々な理由で消滅しかかっていて,もう見
られないのではないかと考えていたが.予想外に根強く残 っている部落もあった｡そこで,坐
くこの制度が残っていない部落との比較によって. ｢木戸 ･寄留制度｣がいかなる姿をたどる
かを考察してみたいO
では,3つの部落で弼重したことを述べようo
① 久 和
戦後戸数は増え,現在は67.8軒ある｡以前はイカを中心とする漁弟と農業で生計を立て
ていたが,現在は働きに出ている者も多い｡
この部落においては.戦後,木戸 ･寄留の区別はなくなった｡この原因の 1つに戦争中,
木戸が寄軌 こ助けてもらったことがあげられるという｡ しかしレ全くこの制度が消滅 したの
ではなく.わずかではあるが遭いは残っている｡
本戸数 (以前の)は34戸｡共有で山林を所有し.漁場を独占していたO部落の仕等一例え
ば,梅そうを収るなビーは,木戸内で共同して行った｡木戸の株は,親が隠居 (同 じ敷地内
に家をたてる)するとき.子に譲った｡寄合は.用件のあるとき公民館で開き,木戸の中か
ら区長を 1人選び,任卿 ま1年であるが,続けて務めることが多かった｡盆おどりについて
は,木戸の中で一番地位のある家,お寺,お宮の三箇所で主催 し,17-25歳ぐらいまでの人
が踊った｡このとき,寄留は参加できず,見るだけであった｡
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寄留は,たききを切るにも木戸の許しを得る必要があり,戦前は男で 1日1円,女で 1日
80銭,戦後は 1日1ト勺30銭で.木戸にやとわれて盛業を手伝っていた｡
現在では,寄留も含めて区長を選ぶ｡従って.寄留から区長が選出されることもある｡甑
場も現在は同じである｡ほとんど平等となった｡ただ現在も本戸は共有持ちで山林を持って
いる｡つまり,共有財産 (山林の権利分割したものもあるが)を持つことを除けば,区別は
なくなった｡本戸の株も売貿することは厳嫌であったが.株を売 って出ていく家もみられる
ようになっている｡
意識面においても,本声 ･寄留の隔たりは全くなくなっている｡
(診 曲 /
独英 (イカ ･あわび)中心O段地はなく,純粋な漁村であるO現在の戸数 150戸で,戦後
増えたものである｡
対馬全体と同様,この曲の部落も他から入ってくるのを妓う傾向があった｡この理由のひ
とつに ｢漁｣を しないといって入 って来てもすぐするようになることがあげられる｡また,
長男だけが残り,次男 ･三男は九州方面大阪方面などにだいたい出て行ったoなかには,学
校の先生や大工などで残る人もいる｡農家で土地があると残って加勢することもあるが,こ
の部落にはあてはまらない｡このため曲には皆から寄留は非常に少なかった｡木戸が47で寄
留はせいぜい 1-2軒であった｡
寄留する場合は,寄留鹿の東経を得てから.部落に寄留を申し込まなければならなかった｡
寄留を辞されても帰る雫があった｡これは政美関係の理由によるo
部落の台帳 ｢おしつね｣には.木戸 .寄留の別,部落で守 らねばならない琴,寄留する場
合の受け取り人,財産などが記されている｡そして.これを区長が保管するo
総会は, l戸から1人,半数以上集まって盆と正月に開かれた.そして区長を決めたO塩
時総会も必要により朗かれた｡現在は. 3月に網き,木戸 ･寄留の区別は全くない｡現在の
区長は寄留から選ばれている｡
この曲の盆おどりは非常に有名である｡｢あやおどり｣といい,曲の部落の由来を敬った
ものである｡2カ月の闇,沖にでるの香織牡にしてまで厳 しい練習をする｡子供踊り,若(.Il
者踊り,太夫踊りと3種覇の組で解る.本音に備えて見せずに練習し,公開前に人に見せて
よいかどうか検査される｡子供は若い者.若い者は太夫にという様に上の人が検壬する｡ 3
日間 ｢ペーペー｣という広場で催され.吊らない人が夜たく木 (たきぎ)などを用意 したo
区長が踊れと命令したら従わねはならなかった｡そむくと追放されるために｡今年･6年ぶり
に盆おどりをする予定だそうだ｡
この曲では,木戸であっても山林を所有 していないoこのためイカをするために製造する
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のに必要なたきぎ (雨の多いときにイカはよくとれる ｢あまイカ｣という｡これは雨水によ
って栄養が海に流れでるため)などを得るのに,周囲の山林を 5年または10年契約で借りて
いた｡曲はあまで生計を立てていることが多く,男よりも女が生まれると歓迎された｡
曲は,菅から寄留が少なかったことや,土地 ･山林を所有していないこと,漁場も豊かで
あったことなどの理由で,昔から木戸 ･寄留の差別の意勤はあまりなかった｡このため戦後
になって戸数も増加 した現在,この木戸寄留制度は全 く意味を持っていない｡
参考 曲の部落の由来について
安徳天皇を護衛して対馬につれてきた人々の子孫が曲に住みついたと伝えられている｡こ
れは歴史上通鋭となっている事実に反する｡これに関する資料を般後につけ加える｡
(勤 久 田
久田浦に面している漁村で9厳原から近く,そのためか,かなりひらけている町である｡
背後は山林で囲まれているが,田もある｡
この町で,漁夷をして生計を立てているものが2軒,林糞はまったくなく,その他のほと
んどの家が,儀原をは七めとする市町へ,働きにでているようである｡
久田町区長の爵によりこの町の木戸 ･寄留制度の現状.それに的することを述べると次の
ようである｡
現在,300戸 ぐらいの中で木戸は46戸.寄留は22戸である｡それ以外のものはどうかとい
うと戦後新 しく入ってきた家のようで.その木戸 ･寄留制度とは紐解係である｡したがって
区長は,木戸46戸の長であって久田町全部の区長ではない｡役場を通 じた区長が別に存在す
るのである｡そして木戸寄合で決まったことを役場を通 じて区長が他の人へ伝える｡
木戸区長は任掛ま1年で,3月31日までが任期であり｡5日前に選挙をおこな.うOこれは
当票あるいは,推選の形で.もしその人が斬るとお寺の先祖の前でもうー 庶やる｡
区長の他に.肝より,下役 (郡啓の寺などの経費を扱う｡)がおり, これらを三役というO
他に取 りしまりとい う人がおり. これはおもに年寄りで昔からのしきたりなどにくわしい
人がなり.いわば相鉄役のようなものである｡
また台帳 ･地図･名漣などが入っている町箱は,これら肝より,区長 ･取りしまりがそろわ
わないとあけれない｡
木戸の寄合は,用串のあるときに行い,以前は区長の家であったが.現在は公民館で行な
われている｡これは長頭から連絡されるO
この他に寄留人だけの組合として節二組合といわれるものがある｡これは.敬後の民主主
義により,権利を主張 したあらわれらしい｡ここでの寄掛 ま木戸の次男 ･三男などで外から
きた人はほとんどいIj:いOいわゆる分家寄留である｡戦前には,次男 ･三男は土地 ･家など
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なにもかもあたえられないため.東京 ･大阪 .九州などへ掛 こでたらしいC
46戸の木戸は個人の山林をもち,その上共有の山をもっている､共有山林は昔から嵐定 し
ている｡これは現在でも.ひきつついており一席のはえ具合とか土地の大きさなどから46戸
の本戸数にきちんと区切られており｡地軌こはっきりと記されているOしかし寄留の中で,
2, 3軒土地を持っているものがあるがこれは戯後の農地法によるものであるO寄留の人が
自分の共有山林に入りこみ,たき木などをとると.よく区長のところへ文句をいいに｡本戸
の人がきたらしい｡寄留の人が木を取る場合には,山荒し代というものを払わなければいけ
なかった｡
盆おどりについては,寄留はまったくみるだけで,木戸だけで行なわれていた｡おほん,
13･15･25日にあり,部落の百年が朝早く.硬台そく (もちろん仕事は普通通りにやって)
まで,練習を したらしい｡かなり練習は舷しかった｡
また葬制については,だいたいお寺,櫨家というものは.木戸でつくりあげたものであっ
たCお墓もどまん中は木戸のお題で,はしは,寄留のお墓というようにかなり差別がみられ
るっ木戸だけで.葬儀組合というものもつくられていたo
ほとんど,土葬がおもであるが,伝鞄病 ･培接で死んだ人は火葬としたそうである｡
木戸の株について- 本皮の株を売ることはで卓ない｡もし売ると村八部にされるOまた,
例もlj:いそうだ｡これは財産の分割を恐れたためらしい｡木戸の株の庵利はその人が死なな
いと譲ることはできない｡だから祖父から.直接に孫.こ譲ることもあるのである｡17才の元
服のとき,一応長男として認められるが.泉質的な株の権利は,盛ってもらえない｡
漁場は.新漁厳法の前までは,寄留は海に人らせなか った｡
結婚は,音は木戸内でやることが多かったが.今は木戸と寄留の家の結婚もある｡そして
最近,長男が旅にでたとき,次男が木戸の株をうけつぐこともある｡
このように現在でも,木戸 ･寄留制度は.形式上も意識の面においても,残っている｡に
もかかわらず,本戸をなくしようという芦がある｡なぜなら,それは,共有山林税を,7万
円も払わなければならず,負担が大きく生活が苦しいからである｡山林はそれぞれに区切ら
れているため.利用することもできずそのまま,激症しているありさまなのに,お金だけと
られる,いわゆる,宝の持ちぐされなのである.
だから.この町ではこの制度は破壊されても.よりきびしくなることはないだろう｡
久和,久EHこおいては.以前は杉などの植林をしていたが,すぐに利益をえられないこと
の理由などにより,現在はやめている.雑木で利益はみんなで分割する｡
以上三つの部落に関することを蓑にまとめてみる｡
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久 和 曲 久 田
自 然 的 条 件 久和浦に面している J阿須浦に面 している 久田浦に面している
(土地,山林) 漁村であるoまた, 漁村で.背後はすぐ 漁村で,田も少々あ
田もあり,農巣可能o に山であり.康雄用 るo背後は山に閉ま
山に囲まれているo漁 場 は 地はまったくなくす れているo厳原に近
ベて腺炎にたよって いため,交通の便も
いる○ (海女で有名)す べ て 豊 か よく.かなりひらけているOで あ o
お も な 仕 事(現 在) 虚業,漁果,市町- 漁 業,市町へ 虎薮,漁業 2軒,ほとんど市町へ
現 在 の 戸 数 67-68戸 約150戸 約300戸
本 戸 数 34戸 47戸 46戸
寄 常 数 不 明 22戸(分家寄留)
1-2p
木 戸 の 共 有財 産 有 無 山林を持つ な し 山林を持つ
漁業権 (戦前) 木戸独占 木戸独占 本戸独占
(戦後) 平 等 平 等 平 等
-木 戸 の 珠 の相 続 時 期 親が隠居するとき 親が死亡 した時,直接孫に譲ることもある○
木 戸 の 寄 合 用件のあるとき公民. 盆 .正月 (現在は 3 用事のあるとき,以
館で行うo現在は寄留も参加し.月)必要のあるとき 酌は区長の家,現在臨時総会を細くo平等である○ は公民館○
木 戸 の 長 区長 1人木戸の中か 1戸 1人で半数以上 区長,肝より.下役
(任期 .選出方 ら選ぶC任期は 1年 ･参加○区長 1人選出o の三役0本戸の中か
法)現 在 だが続けて行うことも可o寄留をも含めて選出○ 任期は 1年o寄留出身o ら逃出o任期 1年.区長は木戸46戸の長
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久 和 曲 久 田
ではなく,別に役場を通 じての長がいるO
葬 制 基 本戸がまん中,寄留 端o
台 帳 木戸寄留の別,部落 町相に,地臥 名簿
で守らなければなら とともに,保管o区
ないことO寄留する場合の受け取り人,財産etc,が啓かれて るoおしつね帳と う 区長が保管o 長が管理o
盆 お ど り 木戸が主催 して.寄留は見るだけで参加できない○
共 有 山 林 共有山林を-部分割 共有山林なしo 46戸の木戸の共有山
したが,現在も木戸 林は昔から固定o非
で所有O 常に多くあり,木の状態,土地の質で面帝を決め-部分割○
そ の 他 寄留は,木戸に許 し 山林を持たないため, 木戸に山荒 し代を寄
を得てたき木を得. 本戸 も周囲の山を 5 留は払う○
やとわれて股菜を手伝う○ ～10年契約で借りるo
こうやって整理 してみると.調査不手際を櫛悠するが,木戸 ･寄留制度の将来を展望 してみ
たい｡
久和については,木戸 ･寄留制度は,形式的に残 っている感 じを受ける0 3部落の中では中
程度の残り具合であろう｡これからも山林を共有で持っているので,ある程度は存在していく
のではないか｡意識面においては,ほとんど区別がないといってよいのではないかO
曲については,漁菜に生きる部落であり,山林の所有は全くない｡ したがってこの制度も将
栄,全く消滅するであろう｡この部落においてほ,現在,何の意味も持たない-a
久田については,広い山林を部落で所有 しているので-これからも絶対に存続するであろう｡
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山林所有がくずれない限り,この制度は続くであろう｡この村については.戦後入ってきた人
々には.寄留の意頚はなく,昔から住んでいる人々は一地域にかたまっている感じである｡だ
から.内からくずれていかない限り,この制度は消滅 しないであろうO
漁集権がなくなったので,漁村においてはこの制度は意味を持たない｡山林所有の部落では,
大かれ少なかれ存続する.将来.漁村においては,消滅するであろう｡韓藩によっての違いは
あろうが｡
対馬も時代の流れにさからえず,過疎化がおこってきているし,新しい都会の文化が入って
きて昔からの排他性がなくなりつつある｡こういう面からにおいても,木戸 ･寄留制度は消滅
していくであろうO
(芸烹 ≡…'郷田 断 )
-24-
3. 人
(1)世帯と人口の推移 (厳原町)
第 1図は,世帯と人口の推移を表わしたグラフであるが,人口の推移をみてみると.昭和35
年の23,472人をピークにして減少を続け昭和50年にはl&460人と5.000人はど減少 している｡
また昭和45年の国掬人口と昭和50年の霜田人口の戚少率は11.7%で昭和51年に過疎指定を受け
ている｡また世岸数は,人口よりピークが後にきており,昭和45年の5998世席をピークにし
て減少 している｡このようIこ,昭和35年から昭和15年までの10年間は人口が減少 しているにも
かかわらず世席数は増Jmしているが,これは.この時期に核家族化が進んだものと思われる0
第 2図は,転出･転入者及び出生 ･死亡者の推移を表わしたグラフであるが.昭和42年まで
は,転出者と転入者の数はあまり変わっていないが昭和42年から転入者が転出者をうわまり,
昭和H年には. LOOO人以上も転入者か転出者をうわまわっているoその後は,昭和48年に転
入者が転出者を1,000人以上 上まわっているが.その後は.その差が少なくなってきている.
今後は,この差はあまり鯛かないと思われる｡
(症) 回教凋萱より作成
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第 2図 〔自然動態 ･社会動態の推移〕 (町民珠的)
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(注) 国勢調査より作成
(2) 老齢化 (巌原町)
人口構成の変化とそれに併せて老齢化を明らかにしようとする意図で昭和30年からの国勢渦
童によって男女別に5歳段階で人口ピラミッドを作成 したo (凶3-aより図3-e)それに
よると,富士山型から釣り銃型-の移行がみられる.たしかに老齢化現象はみられることであ
るが,日本全休の人口ピラミッドを作成 しても同じよう こ`なるので厳原町が特に老齢化現象を
おこしているとはいえないだろう.次に人口構成の変化を0歳～14歳までの幼少年齢風 15歳
～54歳までの生産年齢l臥 55歳以上の老年鵬層とわけて考えると.幼少年齢層は昭和 35年の
36.7%を最高に減少を続けており,逆に老年齢層は昭和50年の23.2%が最高で明らかに.これ
においても人口の老齢化をみることはできよう｡
- 26-
図3-a 昭和30年度人口ピラミッド (巌鹿町)
(男) 80よ (女)
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図3-b 昭和35年度人口ピラミッド (厳原町)
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図3-C 昭和40年度人口ピラミッド
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図3-d 昭和45年度人口ピラミッド
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図3-e 昭和50年正人ロピラミッド
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(注)国勢調査より作成
【3)産業構造の推移 (厳原町)
第4図は,産業別構成比の推移を表わしたグラフであり,第5鼠は.産業別就薬巻数の推移
を表わしたグラフである｡まず5図をみると,帝一次亜美従事者は.昭和30年には,4,206人
であったものが,昭和50年には1,811人と.かなり滅少 している｡第二次産弟従事者は,はば
峨バイ状態である｡欝三次産業従事者は,昭和30年には3.454人であったものが,昭和45年に
は,4,795人に増加している｡ しかし昭和50年には4,799人とほとんど同じである｡
ここで,産業別構成比の推渉をみてみると昭和30年には,第一次産業が45.8%であったのが･
昭和50年には.23_2,%と約半分に減少 している｡また.第三次産黄は,昭和30年に37.6%であ
ったものが,昭和50年には.61.5%と大きくのびている｡また第2次産業は.はば20%内外と
大きな変化は見られli･いが.昭和50年では.la7%とやや減少の傾向が見られる｡以上のよう
に.厳原町では,ここ20年間の闇に第一次産,&重視から第三次産業盃視への転換がなされた｡
この理由として,厳原町が第二次産葬掛 こエ韻を受け入れる瀬地が十分でなかったため,農
薬による生産の限界等とも関連し生活の場を民宿やその他の観光産熱 こ求めざるを得なかった
と考えるべきであろうし,観光面において束tB発であった対馬が他の観光地では満足できなく
なった人々からの対外的な要求により,もとから,捉光資源の豊かさのため,観光面での開発
-朗ト
が急 ピッチで進められた結果でもあろうo合わせて,第三次産米でまかないきれなかった余剰
労働力が.対馬内で消化 しきれなかったために,第2図からみても明らかなように.転出とし
て,昭和42年以降に急激に見 られたものと思われる｡
以上,人口について述べてきたが,調査細聞及び,渦査人員などの制約により.対馬全体に
ついてもまた他の地区との比較考察も必要であることは.認めるが.総花的ともなりかねない
ので.本論査においては,厳原町を対象地として限定 した｡
(井 上 .正 義 )
4図 産業別構成比の推移
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4. 対 馬 の 漁 業
(1)推 況
① 自然 灸 件
対馬は日本海の西端に位置 し,北は朝鮮海峡を隔てて朝鮮半島に対 し,釜山とはわずか40
knIの位直にある国境の島である｡
本島は上島 ･下島の2大島とその他70余りの島々が合わさって列島をなしている｡地形を
大観すると,南北に細長い山々が高く険 しくそびえ,全体の87%が山林におおわれている｡
海岸線は複椎をきわめ,断崖絶壁が海まで迫 り大小の溺谷が入りこんでいる｡特に中央部の
浅茅湾は典型的な溺谷展観を展開 している｡そしてその沈降型の海岸線に現在30余りの漁港
が散在 している.又,対馬噴流が列島の南西か ら北東の方向に流れており,周辺海域に好漁
場をもたらしている｡
以上,これらの自然条件のもとに対馬において漁業は,自然的障害による農業の未発展と
相対称 して,発達 したと考えられるO
表 1, 漁 車 種 別 経 営 体 数
区分午総 数 無動力 動 力 大 型小定食網 地 びき 網 巷 殖0-5トン 5-10トン 10トン以 上 計 葦 賛 魚 類 その他
45 3.540 295 2.409 272 338 3.019 33 1 180 7 5
46 3,502 267 2,341 270 384 2.995 32 i 183 19 5
47 3.541 232 2.311 293 463 3.068 33 1 180 22 5
48 3,728 202 2,139 347 513 agog 37 5 140 25 36
49 3.797 133 2.239 359 525 3.l23 31 - 138 31 28
表 2. 規 模 別 漁 船 数
区分午総 数 無動力船 船 外 繊付 船 動 力 船計 0--3トン 3-5トン 5-10トン 10-～2トン 20トン以 上
45 4.920 1,309 381 3,230 1.757 889 242 310 32
46 4.877 1,250 389 3,238 1,703 892 251 348 44
47 4.925 1,186 405 3,334 1.644 937 280 388 85
48 4.730 825 827 3,078 1.296 944 314 449 75
49 4.771 676 785 3.310 1,502 957 321 456 74
50 4.640 304 897 3.439 L5tig 989 350 455 76
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② 経 営 規 模
対馬の漁黄荘官体は.漁船漁業.養薙漁集.定tE網漁業,地びき網漁業に大別できる｡こ
れをまとめると表 1のようになる｡
表 Lからわかるように,漁家総数は昭和I5年から昭和49年にかけて斬時増加していたが,
昭和50年には減少しており.今後もこの便向が続 くのではないかと思われるQ又,無動力眉
が6年間に81%も減少しているのに対して定置鴇漁業.養殖漁業が近年増加の傾向を示 して
いる｡ このうち漁船漁業は全経営体のうち8割以上を占め,漁業の中心となっているが.吹
に表 2より漁船数の変動をみると,全体的･こ漁船の大型化ということが言える06年間に無
動力船は11%減少している｡一方,船外振付船と3トン以上の動力船は漸時増加しているo
これは.漁船漁兼の主になっているいか釣りの漁船の大製化のためであるp対馬近海におけ
る不漁のため,感 くは,ソ連方面にまで出漁するための大型化であると患われるO又,対馬
の漁船規模を知るたか こ,長崎県全休での対馬海区の漁船の割合をみると全体では20%を占
めているが,無動力船が16%, トン未済の動力船が11ガと低いのに対 し1-3トン級で17%.
3-5トン級で21%と全体と同じ程度の割合を占めており,5-10トン級で40%,10-20ト
ン級で52%.20-50トン級で42%.50-100トン級で33%, 100-500トン級で29%と非常
に割合が高くなっており県内での漁船の規故の大きさかわかる｡
信) 生 産 量
47年,48年をピークに生産tの拾合計が減少偵向にあるが,特にいか釣りは表 3によると.
漁船漁業一般に対 しての割合が17%のTu 彰を最高に,48年66.7%.49年57.0%,50年54,3
%と大きく減少しており.総生産t減少の原民になっている｡又.タイ,プリは高級魚であ
るから.金額的に比圭はずっと高く,主に一本釣りIこよって生産されている｡
表 3. 漁 船 曲 集 生 産 丑
単位 :トン
午 合 計 敷 桐 刺 網 い か 釣 そ の 他の 釣 は え 縄 定 置 網 そ の 他
45 31.820 17 1.373 ll.911 4,159 517 1.854 5.989
46 24,563 183 L511 11.830 3.224 436 2,387 4.992
47 39.774 315 L297 2&712 1.842 573 3.204 3.831
48 36,057 444 975 21.061 3,860 639 1,709 4.369
49 27,099 516 905 lil10 1.999 470 1.852 5,887
50 22.075 243 546 lL981 1.619 418 1.638 5.627
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表 4. 養 殖 漁 米 生 産 血
は ま ち た い真 珠 真 珠 母 旦 わ か め の り か き
45 157 - 5,079 70 270 0 66
46 245 -3,753 40 591 1 17
47 151 -2,808 6 707 20 2
48 284 45 3,300 8 966 4 7
49 486 132 4.070 46 528 6 7
50 731 89 3,960 71 571 17 1
単位 '. は まち,たい,其珠母且,わかめ (トン).真珠 (キログラム),のり (千枚)
この漁獲高減少のなかで.育てる漁業への移行として集殆漁業の生産丑が増加 しているQ
表 1によってもわかるように.年 経々営体数も増加の傾向が見 られるO掛 こ漁類養殖の増加
が目立っており,はまち.ぶりなどがその中心になっているoはまちは養殖生産丑の27%を
も占めるようになってきている｡ぶりは厳原を中心に行なわれているぶりの飼付という独特
な方法で隼殖されており,近年その水温有も主重な位置を占めるようになってきている｡養
殖漁業の中心となっている真珠は.小規模な革集形態で家族労働的な構成で手軽 く運用され
ている｡自然条件に青まれており,ロス率が低 く,珠の巻きもよいため他方面のものよりよい
ものかでき,生産量も.減少 していたが47年より増加 し始めている｡
いか釣りの不漁に共なって兼薙漁業への期待は,今後さらに大きくなるものと思われる.
今後の対馬の漁薬は,いか釣りが中心で対馬近海の不漁のための漁船を大型化 してソ遵方
面や北朝鮮方面にまで出漁 していたのが,二百カイリ水域という新たな問題のためにいか釣
りに対する期待は薄 くなると思われる｡日本海のソ連海域や北朝鮮沖は好漁場であるがソ連
監視船による臨検がひんぽんに行なわれ補償金や罰金を要求される事件が続いており撫菜の
難しいことを示 している｡このため,新しい漁場開拓として県営事業による人工礁漁場造成
事業を4ヶ年の初年度として埠町佐賀沖に,また大型漁礁を上対馬町尉殿崎沖に実施する一
方,漁業養殖へも力を入れており,ぶりの飼付が好調であったことにそれが表われている｡
o表はすべて農林水産統計による｡
-34-
(2) 漁業協同組合
① 破 原
瀬原町は対馬の玄関であり,対馬虎
大の町でもある｡対馬下島の大半を占
めその面疎は 177.11平方キロ,うち人
口は厳原地区に集中し,大半の人が厳
原港周辺に住んでいる｡この町は対馬
の政治経済の中心地であることはいう
までもないO三方を海に囲まれている
ため.海岸線には,恵まれているが,
おおむね東海岸に屈曲が多 く,複雑｡
西海岸は断がい急斜面が海に迫 ってい
る｡現在の厳原漁協はS44年 6月 1日
に合併 してできたものであり,束海岸
2支所 (曲,久田)2出張所 (久和,
与良内院)2施設保有地 (尾浦,安神)
を有 し,南部に2支所 (浅草 ･豆板)西海岸に3支所 (久横浜,小茂臥 阿連) 2施設保有
也 (佐須瀬,上槻)を有 している｡
S51年度末現在,正組合員844人,准凪合旦399人であるが,これはきわめて流動的で.
年間90日以上漁業に従事 したものを正組合且-それ以下の者を准組合員と呼んでいる｡この
平均年令は30-40才で,150人前後の女性を含んでいる｡
表 5.1 漁船数 (規 模 別)
50年漁船数 51年 漁船 総 数(A十B) 動力漁船ph (A) 動 力 漁 船 無動力漁船B) その他船舶-3t未 満3-51 5t未満 5-､10t 10-乞ot20-≡Sot
隻 数 988 1.000 i96 650 1日 797 37 55 7 104 40
表 5.2 漁船数 (漁業種類別)
動 力 漁 船 計
一本的 採且蔀 延 蝿 刺 範 運搬船 定 置 雑
隻 数 741 74 43 18 4 4 12 696
(厳原町役場調べ)
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表 5に示すように厳原町内では.5t未満とくに3t未満で.一本釣を行なっている漁船
が多い.これは,専業 4割,兼業 6割という漁民の生活の現われでもある｡実軌 私達が,
漁師の人達に聞いても.星会社に勤めていた人が,夜イカ釣に行 くということはざらにある
らしい｡ しかし,ただそれだけでこのように漁船の規模が小さいのでもないらしい｡｢大型
化の傾向がないのはなぜか｣という問いに ｢大きくしても,イカ釣にだけしか使えない｣
｢採井がとれない｣という答えがかえってきた｡つまり,私達の概念では対馬と言うと,イ
カと言うことになるが,厳原に限っていえはそれは正しくないのである｡それは表 6.1によ
く現われている｡陸堤高の4割近 くをプリがしめているのであるOではブリの一本釣が行な
われているのか言えは,表 6.2にあるようにその割合は 5タ削まどにすぎない｡おもにプリの
飼付が行なわれているのである｡
衰 al 魚種別陸湯量 (1976年)
総 量 ① ② ①
総 数 5.473t 豆 殻 2.014 厳 原 919 内 院 391
負類 ぶ り 乙139 豆 .穀 1.289 小 茂 田 265 内 院 99
い さ き 395 小 茂 田 147 豆 醗 108 阿 遵 37
し い ら 245 豆 酸 206 阿 須 湾 39
ま ぴ な ど 242 内 院 120 久 和 90 安 神 32
か つ お 134 厳 原 34 小 茂 田 25 豆 奴 24
た い 78 豆 殻 26 厳 原 12 阿 須 湾 10
よ こ わ 135 厳 原 103 内 院 8 豊富東 . 6
さ は ll 鞍 原 10 安 神 1
か れ い 5 厳 原 3 阿 須 密 2
ひ ら め 2 尾浦,久和 1
そ の 他 434 豆 酸 SO 阿 遵 53 久 和 45
水勤産物 い か LO93 厳 原 614 豆 殻 113 阿 須 湾 101う に 16 阿 須 30 阿 連 25 豆 板 40
負# さ ざ え 163 豆 板 56 阿 遵 25 阿 須 20あ わ び 40 阿 須 ll 豆 酸 7 連 6
杏類 わ か め 33 豆 酸 15 久和,阿連 5 小 茂 田 4
て ん ぐさ ll 久 横 浜 3 豆取.小茂田 2
ふ の り 6
の り 5 殻 4 阿 1
出荷放血 県外 4.633 県内 -
1kg当り陸揚物の平均単価 677
(注)阿須だけは阿須漁協として厳原漁協から独立 している｡
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(厳原町役場親べ)
義6.2 漁業種類別漁獲封1978年4月l日～1977年3月31日)
区分漁兼種類別 疎 霊糊 金 額 (円ー 形
刺 網 (警 … 芸 刺 :,y 網 一等星4叩 130.934,000 4.29
地 引 網 き び な 地 曳 307.990 79.019.000 乙59
か づ ら 梱 た い. い さ き aT写生 2,98aOOO 0.01
い か 棉l 生 い か 611.815 578,24LlOO 1&96
′′ す る め 8.852 29.427.000 0.97
ぶ り 一 本 釣 ぶ り . ひ ら す 368.年TS 17&04aOOO 5.畠4
た い 一 本 釣 た い r⊥5.-467 3l.059.200 LO芝
そ の 他 の 釣 雑 魚 583.日0 てべI.694.100 5,.30
嗣 付 漁 其 ぶ り . た い 乙825.761 L32L854.000 43.35
潜 水 漁 業 さ ざ え . あ わ び 3.0帥 4.709.000 0.20
提 且 ウ ニ . ガ ゼ 50.076 61,lgtOO 巴OL
〟 き ざ え , あ わ び 28&887 200.054.000 6.56
採 藻 若 布 . ヒ ジ キ .天 草 187.516 12.230,000 山0
しいら破漁集 し い ら 2化Ot)U 121.013.000 3.97
小 型 定 置 網 ぶ り . 腰 魚 ; -2ほ078 136.58も000 一.53
(厳原町漁協調べ)
･､ 表7-I
＼.､ハマチ2年魚月別尾敷及び使用餌料 相
､ヽ 20りj
､ ＼､･√＼/､
守 ､工さ､ここ
L50
′
LlZJ7 3F)1月 Sfl
九m糾 (也)
良 心 -一一一-1 触 )
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表 7.2 ブリ餌付漁業水場t金額及び使用餌料箱数集計表
月漁協名 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 合 晶 水 提 患 水 揚 金属
厳原町 阿連 530 2.670 3.560 1.50L590 9.500 60,000 33.136.500
〝 小茂田 1,531 6,770 9.040 2.9404,02 24.303 273,000 181.163.745
〝 久枝浜 480 LO60 2.440 3,260i,460 8.700 化000 25.231.824
〝 瀬 500 1.090 2,500 3.365 1.475 &930 55,000 3&012,916
N 豆殻 I.890 4.120 9,500 1 2,690,033.770 470.000 292.293ー6 24
" 浅藻 1,500 3.280 7.550 4.226,872 390,000 28LOO9.464
〝 内院 874 1.903 】 4.38 ,8657315,600 97,000 56.599.022
プリの飼付漁業とは.国の許可のもとに,天然海で半径300m内にイワシをまき,それを
7月-12月の間に一本釣するというもので,つくる漁業の一環である｡しかしこれは表 7に
もしめすとおり,莫大なエサを必要とし,そのエサ確保のための冷蔵庫などの施設も必要と
する｡この飼付漁業では先にも甘いたように,大型漁船ではかえってやりにくくなり,2t
程度の船に7-8人乗船 していくだけで十分なのである｡この他にもつくる漁業として,漁
礁を入れたり.兼殖なども行なわれている｡ (漁礁位置図参照)
この漁礁位置と表 6.1が,ある程度相関関係を示していること,また漁船の規模からあさ
らか(il通り,厳原地区の漁業は,近海にその基礎をおいている｡これは,鴨居瀬地区などと
比べると連いがより明らかになるであろう (鴨居瀬参照)｡しかし,このような近海にも近
頃では他国船がやって来るという革で二百カイリ問題などもふくめてまだまだ問題が蓄横さ
れているのは他の漁協と同じである｡年に5回程度,練習会や研修を行ない進んだ漁法をと
り入れるなど漁協も.対策につとめているが,政治問題にかかわることも多く,漁民の望む
ような対策はなかなかとれないでいるらしい｡
出荷は,漁協を通 して行なわれ,漁協自体で行なう漁市は小規模で町内の需要をまかなう
程度である｡主な主荷先は,福岡魚市場 ･福岡中央で.イカなどは冷凍車でおくりつけ昔の
ように,するめをはす風宜などはみられない｡このほかにも,唐津 ･北九州 ･下関 ･岡山中
央 ･神戸海産 ･大水 (大阪) ･京都 ･名古屋 .仙台などの漁市に出荷され,ブリの多いa月
-10月にかけては,金沢 ･東京 ･横浜にも出荷される｡
出荷システムは図2に示すように,かなり入り組んだものになっていたが,第 2次沿岸漁
業構造改善補足整備事業計画により,図3に示すようなシステムへの改善を実施しつつある｡
この他にも改善すべき問題点としては出荷施設及び保管施設の整備が遅れている地域があり,
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これらの地域に諸施設を整備する夢があげられている｡この事により共販体制もととのい,
活魚,鮮魚を供給することをねらっているのである｡
[& # 副 & # %-
ー 側 t漁業 ♂
図 2 匿1 3
Q) 大 船 過
大船越の漁港は浅茅湾の東端,下島の北東部にリアス式海岸を利用 して設けられている｡
大船越漁業共同組合は.昭和51年度末において正組合員123名のみによって構成されており,
その平均年令ははば45才位である｡
漁業は,いか釣り.小型定置寿臥 採草 ･採且が行なわれているが,殆んどいか釣りが中心
になっている｡いか釣りは6月頃から11月頃にかけて,近 くは浅茅湾内から遠くはソ連方面
にまで出漁している｡漁船は動力船が主で.その数は昭和50年において90隻であり,対馬編
区の動力船の2.8%を占めているに過ぎないが,漁船規模は近年の大型化が目立っており,1
-3トン級の漁船数は対馬海区の2.8%を占めるのをはじめとして,以下,3-5トン級では
1%,5-10トン級では6%,10-20トン政では8%をも占めている｡これはいかの不漁の
ため,遠方に出漁するためoJ大型化ではないと思われる.なぜなら,いかの水場場が.対馬
全休で3千 2百万 トンから千 9百万 トン-と大きく減少 した昭和45年において既に5-10ト
ン級では対馬海区の10%を,そして10-20トン級でも6%を占めており,全休で3%しか占
めていなかったことから考えると,大規貫であったと言えるからである｡結局,大船越の漁
船は大型であったが,現在もその規模,隻数共に大 した変化は見 られないと言うことが言え
大船越ではいかの加工は殆んど行なわれておらず,冷凍車によって北九州の市場を中,山こ
出荷されている｡いかの生産血は昭和50年において,百万 トンであるがその大部分を出漁船
団によって揚げているため,二百カイリ水域によって漁場が狭まくなったことと考え合わせ
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ると,将来の水場高の誠少が予想される｡また近年もいかの不漁が続いているために,いか
釣りから他の漁種や,漁薬への転換も考えられており,その第-にあげられるのは.漁業養
殖-の転換である｡しかし,漁葉菜苑は.エサやフンによって.海を汚すという間藤がある
ために,没茅湾で行なわれている其珠養殖との詞鮭が必要であり.実現はまだ先に延びそう
である｡また他の漁軽への転換も.長年いか釣りを続けてきた漁民のいか釣り-の愛著があ
るために載 しい｡
① 閉 居 瀬
次に閉居瀬についてである｡鴨居瀬では10数年前には半農半漁で.農薬の片手間に漁業を
やる程度であったか.最近ではほとんどが専業漁菜である｡やはり鴨居願の漁業の中心はイ
カ漁であるO沿岸操掛 ま10-30海里が主である｡イカ釣に出る漁船の規模は10t～20tが30
隻.20t～30tが2隻,30t以上が2隻であり,乞ot-30tが主力である｡そして澱麻や大船
鶴で見たものよりもはるかに大きなものであり.イカ軌の漁法も一本釣ではなく.イカ釣織
を備え付けたり,無線.魚群探知像,レーダーなども装備されている｡これから.イカ釣漁
に力を入れていることが,うかがえた｡水場げ高の90%をイカが占めているがこの水線げさ
れたものの80%か加工されている｡特に梅雨明けに加工する率が高いようである｡この加工
されている率は他の漁港に比べると商いようであるが.これは,生鮮魚として稔送するより
も,加工したものの方が取り扱いも簡単であるし,運賃が安くつくためであるdそして漁師
の家では個人で枯燥場を持っており.回転式バーナ でー乾燥させている｡このイカのせりは
福岡で行なわれているが,ヤリイカのせりだけは京都で行なわれているLつ
イカの他に水提げされる魚は,サノ<,プリ,ハマチ,イワシなどが主である｡対馬ではプ
リの飼付けを行なっている所が多いが.鴨居瀬では,やっていない,サJ<は一本的が行なわ
れており,ハマチは養殖がさかんで.楚殖をやっている12某社と2臨体がある｡以前は2-
3月頃になると外来船か入って来ていたが,最近は入って来なくなったoしかし外来船が入
って来ていた頃は.赤島が外来船の基地となっており.兵庫.鳥取.島臥 しLLE].適い所は
箸手からもやって来ていた｡また相屠蘇から遠くへ出漁することもあり,鳥取県の嵐 石川
県の輪島,新馬の直江津.佐渡.山形県,秋田県にまで及んでいたoそして,そこで取れた
魚は,そのまま持って帰らず,近くの港に水場げして,その場合5-8%のマージンを支払
っている｡
鴨居瀬には組合組細があり,507名の組合員がおり,252名が正組合且.255名が準組合
負となっている｡ここでは30代～40代の人が中心に漁楽をやっている｡また一つの特色とし
て.10代-20代の若い人が割合多く漁業に携っているということである020代の人が約70名
いるということである｡これは若者が自分の鋤を持ち.自分の思うようにできるということ
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に喜びを感じ･もっと船の規模を大きくしていこうという希望を持っているからである｡そ
して収入が多いということも魅力の一つになっているようだが,年間 2,000万円以上も収益
のある船があるそうだ｡
戦前には頼もし講というのがあったが,職時中になくなってしまった｡また 1月2日に港
祭りが行なわれ･この時は神社に参ったり.船の乗り初を行なうが以前に比べると儀式的な
事はずっと減ってしまった｡
水場高を上げるため,-マテ,アワビなどの寒椿を行なし稚 魚を放流している｡鴨居瀬は
港も,船の規模も比較的大きく,若い働 き手が多いという事から.これから将来が,もっ
と期待されそうである｡
>
(3) 真 珠 養 殖
対馬の真珠准苑は,大正年間,伊勢の北村幸一郎が開発 し,その後昭和2年に初の養殖場が
大船越に作られた｡さらに,島内の各地に開発が進み,戦争中の空白期問を経て戦後再び脚光
を浴びた｡そして,昭和26年の漁業制度改革以後,大手企業の進出や地元漁民の者黄が激増 し,
昭和41年のピーク時には,免許受有者が100名を数えたといわれるOしかし昭和42年から昭和
46年まで,生産過乗による品質低下と価格低下によって,大不況に見舞れた｡それ以後,生産
制限により47年頃から市況が漸次好転 し.今日に至っている｡
対馬全島における漁場面毛削ま推定で 9.985.725n2,母艮養殖漁場面積は 4.071,300mZであるO
(昭和51年現在の調査)真珠漁協加入業体数は78薬休,その内分けは北村真珠,大洋真珠,金
子其珠の3大手企業体を中心に,大村湾業者の出先黄体,地元漁民の専業個人経営休である｡
この内ほとんどが,地元漁民による専業の個人経営によってしめられている.又,北村罪珠の
元従業員連が独立開業 しているのも,この中に含まれる.このような地元業者が多数をしめる
状況は,対馬が他の漁場と区別されるべき特徴である｡これらの漁場の分布は,第 4区=こよっ
て示すことにするo養殖場における常時の従菓負数は約400人で,イカ釣の漁閑期に合わせた
外殻掃除期や挿核期の臨時従業員数は.その倍以上になると言われる｡
稚貝は,主に愛媛 (宇和島),高知 (宿毛),大分等から一年間 20,000且程購入され,母
貝養殖者で育てられる｡又,母貝をそのまま購入している所もあり,やはり同【方面から,年間
5,000且程購入される.挿核に要する核も,大阪,淡路方面の製核業者より,2,000貫程購入
されている.それらを用いての真珠耗楢過程は.帝5区Ⅰに示すとおりであり,挿核施術がなさ
れるのは年間 1千万個である｡以前は,2千5百万個も挿核されていたといわれるが,現在は
その4割5分程に減少 しているo化粧巻きをへて浜掛1'された真珠は,67[1-7mの普通サイ
ズがほとんどで,87tDtの大サイズは 1割 しかない｡なお,第 5監=こ示した作業過程を,カレン
-41ェ
鴨居瀬のイカつり舶
挿 核 作 業
万粥の真珠養殖場
- E!蔓 -
<作 業 過 程> 図 5
棺 iL諸 芸427
(卵抜き,卵止め)
誓圭守屋芙製核菓
? ? ?
?
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ダ にー表わすと下のようになる｡これは,万関にある養殖場で聞きとりを したものを.もとに
して啓いたものである0
3月 冬眠からさめる
4月,5月 付着物の掃除
挿核開始 (前年秋のもの)
挿核 一100日間を費す｡
地域により開始が異なる｡
水温13℃から冬眠
表 8. 過 去 10ヶ年 生 産 高 推 移
年 次 看 業 体 数 生 産 数 量 贋) 平 均 単 価円) 金 額 軒円
41年 83 1,620 1.369 2.217.780
42 且5 1.757 746 1.310,722
43 且5 1,435 594 852.390
44 且5 1.029 696 716.184
45 83 999 604 603.396
46 82 873 915 798.795
47 80 857 1.052 901.564
48 77 705 1,200 846.000
49 77 1.086 1.200 1,300,000
50 77 1,057 1.500 1.500.000
(対馬真珠養殖漁業協同組合)
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私たちが訪れた時は,7月の下旬頃だったがまだその本籍場では.挿核施術が行なわれてい
た｡3人の作共者がいたので,1人が1日500個とすると,1ケ月で1万 5千個挿核されるこ
とになる｡その内,6割が残り,あと3割がロスとなるCこういった挿抜技術者は,家庭の主
婦がほとんどで,その月収は25万程と言われる8しかし.その技術を厳しくチェ ックするため
に･それぞれ締核をおえた掛 こは名ぶだがつけられ,浜藩げする際には真珠のまき,てり,負
が評価されるOしたがって,挿操作娘は真剣そのものであり,聞きとりで訪れた私たちも,そ
の僚産に圧倒されてしまった.
ところで,衷8によると.対馬における過去10年間の生産高がわかるoこれによると,昭和
41年のピーク以後,昭和42から昭和46年まで大不況に見零れ,47年,48年と,生産数畳が大幅
に低下していたOそれに平行して･平均単価も低下 していたOしかし,昭和49年以乳 生産制
限や品質向上などの対束により,生産数t,平均単鯨ともに増加値向をしめしているO替薬体
政も.又.もうこれ以上増加することはないだろうと考えられ,現状姓持もしくは減少の状態
にはいるだろう｡
こうして生産された真珠は.真珠隼雄漁薬協同組合に集荷され,漁協の共販 (共販率は約50
%程度)を主軸として,現地に来島する神戸の加工葉音やブローカーlこ入札される.その加工
業者は.25社である｡大手の企集は自家加工のため大半を漁協の共販にまかせないが.島内に
加工場がないため.個人経営者たちは,組合にまかせるしかすべがないO共販後,加工業者を
-て小売業者へさばかれ国内だけでなく外国へも.真珠は輸出されていく｡
以上の謁室にもとづき,対馬の其珠養殖の暗色について考えてみよう｡
a.一一革装籍の可能な水域をもち,離島の自然的好条件に恵まれている｡
現在は.漁場のほとんどが浅茅袴周辺に集中している｡ しかし,溺谷という自然条件にも
恵まれ,浅茅簡以外の他の地域にも,漁協を拡大する可能性をおおいに含んでいる｡
b.漁場汚染度,密残圧が低いという条件を嫌え.真珠のロス率が低く,賓も良いO
意まれた養殖漁場において,十分に其珠の肩力を養うことができる｡したがって,まき (
(兵珠屈).てり (光),色の3拍子そろった上質なものを作ることができるo
c.小規模な個人経営の地元業者が多数を占め.他県貴著の進出制限とそれに対する封鎖性が
強い｡
現在でも他県業者の実質的勢力は強い｡しか し,比較的早いかつ急速な地元菜者の発展に
より,他県業者が入りこむ余地が全くせばめられている｡特に対馬は,長崎県内において最
も地元強者が.多数を占めているのである｡さらに.見目休が先頭に立って,地元業者の保
牲育成のため,他県業者の進出を制限している｡又,業体数をふやさないため,免許を新た
に交付することをおさえ,現状を維持していくこと(こつとめている｡ したがって,菓体数も,
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将来は現状のまま,もしくは,減少傾向にむかうと思われる｡
d･- マチ,タイなどの養殖の共合を,検討せねばならない｡
近年,近海におけるイカ漁の不猟が顕著になっているoそして,その対策として,-マチ
タイの輩殖漁業が促進されている｡この育てる漁炎への移行が.真珠漁場の汚染と,漁場の
縮小化の問題を生み出すことになるoしたがって,互いの漁場の存在のため,より良い共合
への対策を講じなければならない｡
この他,養殖の合理化をもとめて,人工採否の研究をおこなっているO人工的に排卵させ
た種且を,海水を入れた水そうの中で育てエサは植物性のプランクトンを与えるOこれは,
漁場汚染による月の無宿力化-の対束 と陸上における作業合理化をめざして,研究されてい
るのである｡この方法が帥発されれば,大きな効果をもたらすことができるが,まだ実現へ
のめどは立たない状態と言えるo
福田 墳乱 松谷 純子＼
明石由美子 藤原
史子ノ
- 引 G 一
5. 対馬,曲部落における海女の調査
△白水山
曲部落略図
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(1)曲部落の地理状況
曲部落は,対馬欝-の町厳原の北方約五キロの地点に,阿須浦という湾を抱き込むようIi:形
に位置するO湾のちょうど奥まった所にあって.波は穏やかで,港としては非常に潜まれてい
るOバス路線では.約 1キロ離れた帝茎停留所が一番近い｡パスの走っている大通りから曲ま
では.峠を越えていくOその間民家はなく,道の辺は貞岩が提出し.その薄片がころがってい
る｡また,くぬぎIi:どの雑木が,道をおおう棟に生えているOあたりは静かで,逝からは,阿
須浦がすぐ見えるOこのようtJ:道が一キロはど続 くから,曲は自然孤立 した村の様である｡ し
かし,車はめったに通らないが,道路は舗装されており.厳原の町へ出かける人が,徒歩fi:ど
でひんぽんに通るようである｡
曲部落は,戸数が50ぐらいで.部落の南西部にある防波堤沿いの東野と,高平山沿いに位遼
する家群に分かれ,その中闇には.神社と広場があるO南平山側の家群では,蒙はかなりの高
さまで建ち並んでおり,家までの登り障りは.ひと苦労である｡山は海岸までせまっており,
田は皆無で畑もほとんど無い｡部落の人に.米や野菜はどうするのかと問うと.全部厳原の町
から貿ってくるという.
村の背後は山林である｡昔は,炭焼きが盛んだったため,木はほとんどが薪になる経木であ
った机 それが衰退した現在では.杉,桧に変った｡山の斜面は.それらが植林されてすっき
りとした感 じである｡まだ27花少々だから,植林 したのは最近のことだろう｡
部落の西部には.ちょうど湾をつくるような形で防汲境が,阿須浦につき出ている.この防
汲姪のために.曲に入ってくる船は.部落の象群からは.す ぐそばまでこないと見えない｡船
は,ほとんど南平山側の家群のすぐ前の海辺につないである｡防波堤には.アワビをつるして
おくイカダと現在は使用していない船が二隻つけてあるだけだった0
村には耕地がほとんど無く虚炎ができないため,人々は海をたよって生活を立てているO曲
は対席有数の海女の存在地であるが,それに従事する人数は限られており,また.女性が主で
ある.他の男達は,沖で漁黄.イカ釣りなどをやっている｡彼らは,獲った種物は厳原港で処
分する｡
(2) 曲の 由緒
梅野源九郎 (現厳原町会払旦)さんは,曲部落およびその海女の由緒について次のように語
った｡
今から792年前の塩の浦源平合敏のとき安施天皇は,仁位の局と共に敏の浦に水没されたこ
とにli:っているo Lかし,安徳天皇は死んでほいなかったU敗残の将に伴なわれて九州筑前の
鐘崎まで行 きついたOその地の吏士対馬崖忠左右bT-PFJに命じて,38隻の漁船を仕立てさせ,分
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乗四散して落ちのびていった｡一行は途中で台風にあい,遠いところでは石川県の輪島までも,
そして,山口県大輔方面,長崎県吉井方面などにも分散し,内7隻が対馬の内院部落へ,安徳
天皇とともに着いた｡この内院部落からは一その後,分かれて現在の曲の地に7戸新しい部落
をつくったという｡
38隻の漁船には,平家の将連が乗り組んで,安徳天皇を護衛していたが,落人であったため,
凹放した武士連の名前は伏せられてしまって全くわからない｡落人連は.新しい名前をもった
のである.対馬の場合,密着した季節が4月頃で.対馬海度は狙題のため視界がきかす,乗組
員一同が困っているとき,何方の一人が大声を張り上げ, ｢己の船は山の下に乗り入れたりJ
と叫んだので,山下という姓が与えられ,7隻の船の総指揮者であった梅本坊という坊さんの
頭字もらって,梅野と名付けるものもいた｡また,或る者は.菅は網元のことを毛越と呼んで
いたので,そのまま毛越と名付けたO現在も曲部落には,山下.梅野,毛越の3姓があるが,
我々の調べたところでは.部落のほとんどか梅野姓であった.
軒九郎さんは次に.安徳帝は胤の楢で死んだ,という我々の常識に対 し,証拠をあげながら
否定した｡
渡航の際.各船lこ杉箱を一個づつ砿み込み,その内の一つに安徳帝を隠していた.その7個
の杉箱が.現在でも基神社に宝として荘っている.
安値帝が対LSの内院に上陸してからuj佳胸は,はっきりしていないが,安徳帝の加陸が久根
旧合に安逆されている.久般EI合と内院は近位軽であるbi,当時としては道路もなく,全くの
孤立状態で,人里でなく,落人連の噂蕗であったとも考えられるのであるC曲海女の祖先と別
かれ住んで./j桝を工体としたり海に出て漁展に専従したものが,紋等の祖先であった｡
地名と安徳天皇の関係については,次のようである｡
或る学者の説によると.久根m食とは.宮内省の革であり,宮内省と読み番えることができ
る｡内院とは.皇居oj内院を意味しているのたということである｡
(3)落人来航以後の曲海女
海女達は,毎日清アワビを四ケ宛献上 しなければ.海女漁を行なえなかったO旧藩時代対馬
の梅は,八ツに分けられていて,総称して対馬八海といった｡ここでの梅は,対馬全島周辺の
海の蕊である｡
彼らの祖先が安徳帝を対馬まで無事渡航させた,=とによって,その功を時の藩主 (この呼び
名は不適であろう｡)に認められ.対馬八海の漁場が,御&B付として付され,その後対馬海女
となって全島の海で操業した｡ただ,殿様に毎日盾アワビを4個宛献上することは怠たれない
ので,殿様のお側に居住したのが,城下町府中 (現在の厳原町大字曲である｡)
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ところが,始まりははっきりしないが明治34年に漁業法が成立するまで,対馬八海の漁場の
入漁櫛が,長崎県北松浦郡小値eiの海士達に渡っていた｡その理由は,成る時海女部落に感病
が流行 し,海女の授業ができなくなって,毎El4ケ宛の･(店アワビを殿様に献上することが出来
なくなって.やむを'#ず前述の海士に代納 してもらった時,対馬八海の入漁権が. うつったた
めということである｡その後,.漁菓法の成立により従来の釦貼付漁業が組められ.全砧の漁業
柿を再び保有 していたが,また戦後の激臭法の改正などで,thrの晩発僻は全く認められず,政
肘によって漁弟廟の貿上げ措置がとられ,卸迦付は一枚の証券にとって変ってしまった.それ
以来,現在に至るまで,曲海女独薬は衰退の道をたどり続けている｡
以上は,梅野蘇九郎さんの語 ったことであるが,歴史についてはかなり厳 しいところがあり,
伝脱としてとらえておきたいO
(41曲海女の道具
現在では使用されていないが,皆使用されていたiEL臭は次のようなものである｡これらは,
氏族資料として梅野蘇)し郎さんが収1捉したものであるO
① 目錨 (眼鏡) (写5-1) .→
メガネの右手についたものは,空気
圧を凋称する袋で,格の皮でできてい
る｡
■ー ① さざえ袋 (写 5-2)
シュロ粗製｡首に掛けてもぐる｡見
かけよりも,水の中では多 く入るそう
である｡
‥ d X -
① 五寸鍵,長柄鍵 (写 5-3) -
鉄A.アワビ起こしともいう｡海 底
へU)ゆききの途中では,/､ソコ縄-孝
しておく｡,
鐘崎で,-ツコ姫が叔初にしめたた
めこの名かついたといわれる｡腰に巻
く｡フカよ吋になるといわれるD
く =
① いっちょペこ (写 5-4)
ふんどしの一種｡ ､親ペこ"のなま
りか｡
- よ1-
補 足
① 明治初期頃まで使われていた｡番組
時代の鯨切包丁 (写 5-6) 一一一→
′ー＼
右
図
参
照＼_ノ
i + -I- :I-I 釣 曲
明治初期頃から.曲独特の手製のアラ組釣として,昭和 7,8年頃まで使用されたものとし
て次のようなものがある｡
0.9 サイコン槌
和船時代の櫓組立の道具
櫓を組立てるとき.たがをはめるの
につかう｡
(j) 曲船 (写 5-8)
男女,6,7人がのる｡一家全員が
のるOこの型の船も10年ぐらい前まで
はられた｡
D 特種な釣,あらを取るためのはりO
一- ① 釣 曲 この先嶋に,茄直な釣の原
(写5-7) 形を通し,ひねって曲げる｡
ククミと並用するU
① ククミ 原理的にはペンチと同じで
(写5-7)ある｡テコの原理を使って
おり,クサビを打ち込むと
しまり,抜くとゆるむ｡
(上凶参照)
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(5)磯場の年中行事
昔は対馬全島の飯場席を持ってた曲部落の海女連は.アワビ,サザェを主に採っていた｡し
かし,敏後の漁業法改正で職場が激減 してからは,ワカメ,フノリ.テングサも採るようにな
った｡曲部落では,これらの海草を採るにあたり,組合内の共同等薬として, ､□あけ"とい
われるものを毎年行なっているO これは組合の単虻で行なわれるもので,毎年6月下旬の頃,
1日か2日の間いっせいに行なわれる｡ この時 l軒からl人の労働者を出すO この行事で採れ
た海草の代金は,組合の査金となるOまた. この行執 ま一時的なもので,行啓が済むと.海草
の採集は各人の自由となるo破壊の権利は組合にあり,曲部落の者みんなにあるということを
確認し合うような行事である｡
海草は浜で干 した後.鳴鬼を通して出荷するようであるO
(6)海 女 の 漁 法
海女は,昼間は漁に出て部落にはいないので.壷闇部落を訪ねて行った我々は,直建的に,
海女の人から漁法について聞くことはできなかった｡それで.かっての曲独英協同組合長で現
在の理事の梅野訓史さんと.イカダで海女の収産物の整理をしていたおじさん (名前はうかっ
にも尋ねなかった)からおそわった｡
漁法は.昔と現在では.敬後の赦弟法の改正の影響もあってのことか,急速に変化しつつあ
るo昔は梅のついた船で.男がいっしょに舶IL乗り.カジをあやつったり.命柄をたぐったり
して手伝ったという.今では,船は船外モーターを付けた木軋 あるいはプラスチック製で,
海女が多くの場合 1人か2人で自分で船をあやつり出漁する.船の大きさはまちまちであった0
割 ま.裸海女と言われいっちょこJ<こ (海女の道具14港参照のこと)をつけただけか,あるい
は白い短表を着て潜っていた海女達も.船外モーターと共に,5-6年駒から普及 しはじめた
ウェットスーツを着用していたO この二つの缶及率ははば100%といってもよいくらいであろ
う ｡
採光の時馴 ま, 1年中で,なかでも最盛A)は冬である.煉鬼期が 1年中というのは.今も省
も変わらないらしいcLかし,1年中といっても.このあたりはよく海がしけるので,気浜の
よい見頃でも月に20日ぐらいしか出漁できない｡だから.菅は正月三ケ日でも漁に出ていたと
いう｡朝はだいたい7時単項から漁に出て,好き1時は揃ってくるDだいたい,牛後2時頃か
ら午後 6時頃までに帰ってくるようである.ただ▲水に潜っている時間は.季節によって凄い,
哀1-2時間,冬で15分ぐらいであるo
もぐる深さは.15ひろぐらいというから,招くなると,20m近くまでもぐるのだろう｡また
潜っている時間は, 1分ぐらいという｡
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昔は曲では海女になる人が多く.特別な訓練を必要とするため,小学生の時から潜っていた
そうである｡ しかし,現在では,本土との交流が以前より盛んになり,若者達はほとんど楽団
就敬で,本土に渡ってしまったo今では.小,中学生達が時々アルバイトがわりに潜るのみで
ある｡
この曲の調査で,一番頭をかかえたのは,海女の人数である｡尋ねる人ごとに.皆の答える
数が違うのであるo これは,副業として潜る人が多いため,専薬の海女との区別がつきにくい
上に,後述するように海女の組合がまったくないことにもよる｡轄局のところ･専薫の海女が
15-20人程鼠 副菜の海女が25-30人径庭ではないかと思われるDただし,これはまった
くの憶測でしかない｡
先に述べたように,曲には,男海士もいる.こちらの万は.女海士に比べて非常に年が若く･
ほとんどが20代の人達である.人数は10人程度と思われる.モーターボー ト(これは最新式の
もの)一アクアラング,ウェットスーツのさっそうとしたスタイルである｡しかし, このさっ
そうさには.垂があるんだと梅野訓史さんは,内わけを話してくれたが.話をささえる確鯨た
る証拠もないし, ここでは触れないことにしておくO
(7) 海女の収獲物
昔は,梅の負源が豊富であったのと,広い漁協を持っていたため,一番価値のあるアワビや
サザエが.採舘の主体であったらしいO峨前までは,海女の採集物をすぐに加工するために■
曲の地に,サザェの姫島工場や月殻を利用したボタンきり上場まであったというから･相当の
繁栄ぶりであったらしい｡円切り上げの鯨には,対馬全島で曲に一番現金が多かったという｡
しかし,現在は,漁業法改正などで漁場が狭くなったためや.かなり採りつくしてきたため,
アワビやサザエだけではやっていけなくなり,ウニやテングサも採っている｡
防波堤につないだイカダの上で (写 5-10)海女連の収獲物を受けとり,伝票を改していた
独英組合の曲支所0)忠
じさんに,1日にどの
くらい採れるのですか
と専ねたが,はっきり
した答えは得られなか
った｡そこで.我々は,
次々と帰ってくる海女
におじさんが伝票をき
る時に,収獲物の種類
番号 性別 アワビ サザエ 備 考
Ml2 男 20,8kgaO な し )21';三雲:.皇書写;o 脚 のモ
Wl 女 22.gk9 7.5kg 40代後半とみられる○
W234S67 女 i.9kgな し12)g938 7.6kgll750,94058 )真言警荒石5kmf,還妄言 芸;old::0
他にテングサをかなり大皿に
(1977年 7月29日)
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別に目方を測るので,それをひかえてみた｡熟 こまとめると次のようにる｡
これを見てもわかるように個人盛が非常に大きい｡個人の持つ技軌 年齢 漁場によって生
じているらしいoこれは.わずか l日のことであるから,これに漁の時間.体孟臥 季節,気候
などの条件が重なれば,個人の平均収礎丘さえ.割り出すことが難 しくなってくるoただ,個
人差が大きいことの他にわかったのは.アワビ.サザエなど値段の貰い物の採れない海女はウ
ニ.テングサなどを採っていた (W2,WB.WS)れ ウニやテングサはこのイカダを通さず
に個人的に売るので,その丘はわからなかったaまた,海女は10-15ひろぐらいは潜ると聞
いていたが.年老いた海女は2-3ひろと比較的注い職場へと漁場を移すそうである (W2 ,
W3)｡ アワビには3撞類あって, "マタ九 アカ,クロ､と呼ばれるそうであるが,一番値
がいいのは ､クロu だそうである.W7の所に記した ､タロ"とはこのことであるoそして,
さらにアワビには大きさの規格があり.大きさか10センチにみたないものは碓且として再び海
に虎していた. これも.梅の資源を守るためはのである｡
値段は,収確物の軽掛 とよって遠い,1キロ当り･アワビで4千5百円,サザエで八百円,ウ
ニで8千円程度であるOこう1雪=くと,ウニが一番割がいいようであるが,アワビなら殻付きな
ので3-4個で1キロになるが,ウニで食べれるのは.あの トゲ トゲL,'い殻を割った中身の卵
巣の部分だけで,1個のウニに 3-5g程度 Lかはいっていない｡これの 1キロfi:のだから,
いかにりiLか安いものかわかるであろう｡ ぐ等5-ll)
販売経路も種類によって遭い.ウニは採 ってくるとすぐに.海女達が自分で殻を割り,中身
の卵巣だけをヘラのようなもので取り出す｡そして,それをよく海水で洗って塩砕けにしてか
ら ,老女などが厳原などへ行商に行って完りさば く Oおもに厳原のすし屋などで使われるそう
である｡サザエは.そのまま.漁業組合の曲支所にもって行き,そこから厳原 ･博多方面へと
出荷される.アワビの場合は.先述 したイカダから.カゴに入れて南中につるして 1ケ月はど
貯蔵しておき.或る経度の丑に連してからまとめて阪神万両に出荷するo死んだアワビは価惜
がないし,他の且に啓を与えるので,出荷するまでの約-ケ月間は,毎日カゴを引きあげて死
んだアワビを取り出す作業が続けられるO
アワビやサザエの代金が,直接海女達の手に狂るのは,独英組合曲支所での月2回の梼井目
である｡
し8) 海 女 の 組 織
戦前は,無限茸任協同組合 (全島の漁廟を守帖),漁業協同組合,或いは海女組合などを結
成 していたが,現在では海女(こ戯する組合は全くない｡
r L
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(91 曲海女の衰退
土地の古老連に聞いた往年の繁栄ぶりは,現在ではまったくみられない｡それには,さまざ
まな原因が考えられるが,ます第一にあげねばならないのが,昭和26年に行なわれた漁業法改
正であろう｡これにより,それまで対馬八海の漁場をすべて掌握 していた曲部落が,わずかな
漁場だけを残して漁築榛をすべて取りあげられてしまった｡あれほど栄えた曲がわずか30年ほ
どで見る影もなくさびれてしまったのもうなIjけよう. この漁場栃問題は,当然.海女の漁に
も大きな影響を与えたOそれまで,海女連は,対馬八海のどこへでも漁に出れたのであるo特
に対馬の北端の解浦はアワビのよい漁場として知られていたので,曲の海女連は正月から盆の
頃まで韓浦に滞在し,漁を続けることができたのであった｡この頃には,アワビが 1口に24-
25貫とれたと言うから,l日に 100kg近 くの収雄があったということになる｡一万,他の部落
のものは,漁をするにはいちいち曲の許可を受けなければいけないほどの勢力を持っていたの
である｡ところが,独楽法改正になってからは,漁協は根緒から下六浦のあたりだけに楯小さ
れてしまったDこれだけの海域で多くの海女が兆存することは難 しい｡若者達は海女で生活 し
ていくことへの不安を感じ,次々に,集団就職で本土に渡ってしまったo 現在0)海女では,也
年少者は37.8歳 (男アマは除く),最年長者は64歳となっているoこれでは後拙者がでない
以上,年齢から考えてあと30年もすれば曲海女は滅びてしまう｡附近の中学生連に尋ねたが,
海女を母に持つ子さえ,海女になる気は全くないと答えた｡現在のような状態では,母親も娘
に後をつがす気にもなれないのであろう｡
以上のように述べると,曲の海女が滅びていくのはやむをえないことのように思える｡しか
し,これだけではなかったO消えつつある曲海女をさらに早く滅亡させようとしているものが
あった.コンプレッサーであるリ日本語に訳せば軽ベン潜水俄｡ これは,水中にいる者のか串
ったマスクに船の上から,圧搾電気を送り込む成城である.この方法だと,解れれば海中に1
時間でも2時間でもいることができるし,40Tlの海底でもアワビを採ることができるoこのコ
ンプレッサーは.潜水業の本家本元の曲に一番にはいってきた｡曲の人達は,県に申許して,
試験的にこれを使ってみたo県は,女性には虎労働すぎるとして,男性に許可したのだが,い
ざ使ってみると,如上での機械音が大きすぎて魚はよりつかなくなり,岩かげに多くかくれて
いたエビも逃げてしまい,湾内ではエビはまったくとれなくなってしまった｡何よりも恐ろし
いのは,あまりにも効率がよすぎて,1年間でその飯場の約80%の資源を採りつくしてしまう
のである｡これでは.あっと言う闇に満場か枯れてしまうと判断 して,曲部落ではコンプレッ
サーの使用をいっさい断念した｡ところが,こ0)コンプレッサーが0氏という蹄国人によって
全島で使われだしたのである｡彼ら韓国人は結束が聞く,0氏のもとで働いているのはすべて
斉州島などから渡ってきた韓国女性だそうである｡-そうの船に.県から許可を受けた男性が
-3莞-
1人乗って,自分は潜らずに韓国女性を何人も潜らすのだそうだ｡いくら抗議したくとも,韓
国の人達は,各漁灘組合に (本当は許されないのだが)何百万円も払って,1年契約で磯場を
借りきってしまうので他から口出しできないのだそうだOこのままでは対馬にいながら韓国の
人達に追われてしまうと,イカダのおじさんは嘆いていた｡コンプレッサーには一応15m以上
の深さの所で採るという法律があるが.15m以下程度の深さの所では中学生達がアルバイトが
わりに潜って採るので,裸海女の漁場はますます狭くなってしまうのである｡ここ. 2-3年
コンプレッサー0)数は減りつつあると言うが.それは,海の資源の根だやしを恐れてのことで
はなく,すでにとりつくしてしまったためだという｡いくら広大な海とても,人間が守らなけ
れば死んでしまうOきこりが山の木を愛するのと同じように,海女達も他の曲の者も海を愛 し,
その税理を壊さないように生きているのだと,イカダのおじさんが言った.撫口でひかえめな
海女達もおそらく｢司L:思し､なのであろうoLかし.消極的で内向的な彼女達は誰に訴えるでも
なく,たたぼそぼそと梅で生活している.このままでは.先に述べた30年を待つことなく.曲
海女の火は消えてしまうのではないだろうかo
そこで,我々は彼女らが海女として他に生きる道はないかと考えてみたOコンプレッサーや
アグアラングの使用は,前 にも述べたように喪碇の枯渇につながるので不可能であるO.また,
我々は観光資源への転化も考えてみた｡県からも,対馬島観光協会文化保護委員でもある梅野
訓史氏などには.曲海女の保存の要晴があるらしいが,彼女達を観光化するためには.県が彼
女達の生活を全面的に保証せねはならず.それには多大の焚用がかかるoたとえそれができた
としても,現在,対馬を訪れる観光客数では,観光貿醇として経済的に成りたたないと思える｡
私は.観光朗発の諸点グループと対馬支庁の松啓潔の課長さんにお会いした時.この点につい
て聞いてみたOここでは,観光開発の仕事 も総務課が兼ねていたからであるO課長さんのお話
では,対席はまだこれから観光開発される島なので.そこまでは手がまわらず,曲海女の保存
の計画はまったくたっていないとのことであった｡私はこの計画の話がもちあがる頃には.曲
海女は滅び去っているのではないかと思う｡もし.まにあったとしても,内気で内向的な彼女
達もミはたして観光化を承知するかどうか.非常に疑問である｡むしろ.このまま,そっと掛か
に滅びていくのを望むかもしれない｡
M)お わ り に
我々は,残念ではあるが 結局,曲海女はこのまま衰退 し,滅び去るよりほかないであろう
という結論を出した｡海女という職巣も時代の流れに取り残されたものの一つであろう｡
曲海女が滅び去る前に調査することができたのか一我々のせめても慰めであったo我々は,
なんとなく暗い気持ちで,寂れゆく海女の滞落.曲を後にした｡
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最後に,この調査に多大の御協力をくださった曲の人々に感謝をこめて,かってLC)曲の繁栄
をしのんで作られた ､海 女の船歌､を記しておく｡ (寺 尾 健 丸 永 野 逸 美)
海 女 の 船 歌
L 此処は玄海 荒波越えりゃ
向いは対馬よ あの夢の島
島で名高い 曲の海女よ
アワビとサザエの花の里
コベリたたいて 船歌唄い
海女の出船の 脹わしさ
金波銀波の さざ波わけて
帰へりゃ 港は花ざかり
乙 島の退りは 資金かイカか
沖の鴎に きいてくれ
怒涛さかまく あの玄海で
村の若衆 イカを釣る
軌日 ほのぼの 束に昇りゃ
大漁大漁の 声勇ましく
浜で乙女が イカを待つ
桟橋につないだイカダ
海 女 の 装 備
5ー8-
ウニの卵巣をヘラで取り出す作業
6. 農 業
(1)農業生産状況
① 米 r
自給自足的農業のため水田はほとんど家のまわり以外にはなく,その収棲高は-年の内で
家族がほんの数十日主食にできるほどでしかないOよって大部分を本土からの移入にたよっ
ているのが現状である｡水田は平野部分が少ないため,その大部分を占めているように思わ
れる.実勝耕地市村の他の野繋 ･果物 ･いも頬などの作付面積に比べると約2倍を占めてい
るものの単位収缶が少ないため,生産丘は他の合計にはおよそ及ばない｡
① 果 樹
総面積の約4%にしか満たない耕地であるため,山地利用の見辛として期待されているの
か果樹栽培であるが,これも離島というハンディのため問題も深刻であるo
まず昭和43年頃から三年計画で粟の増額を或み,国 ･県がこれを補助したが,52年度から
は保留という形になっている｡
対馬の柴はなかなか良質であるため福岡零ではなかなか好評であったが,組織的な意味で
規模が小さく島外でさばくため,洞野まで4-5日間を貿やし,また船賃が高くつくことに
より,品質がおちて商品性がなくなるからである｡そして粗放的であり,労力の割に収益性
が低く,まとめての出荷が困難で生産性も低いということに問題があった｡
またみかんも期待された商品作物の 1つである｡みかん園は豆板が-番有力であるo
みかんの島内洞や1,500tのうち1.200tを島外からの移入にたより,自給はわずか300tに
すぎない｡ここでも離馬であることが気象に挺馨 し,それによってみかんのクエン酸が抜け
にくく出荷時期が2月10日頃になるという植物生理の不理解も加って商品価値が失なわれて
いるのである｡かん水,土壌管理に若干の問題を残してはいるが,現在60山の作付面軌 ま現
状維持のまま,生産の拡大が必要とされている｡
① シ イ タ ケ
シイタケも山地利用の商品作物で脚光をあぴたものである｡今年度の生産は420tでkg当
たり4.500円で売りさばいている｡そしてこのままの順調なのびを期待 しているのであるが,
同時には対馬独特の問題もかかえている｡
対馬の民家はほとんどが漁業及び林英とユ芸の担合経営であるため頚労働となり.その上
シイタケ時期と磯時期の時期的重Ti-りがあるため労力の集中確保に欠け,そこから必銀的に
シイタケ専業にせまられ,離良という交通の不便さも櫛をかけ,まだまだ問題を扱している
ようである｡
-児E=
① 畜 産
(a) 午
牛は町村をあげて振興に努力しているO従来対馬の牛は役用として多く飼われていたが,
それを改め肉用牛に移りかわりつつあるが現在約2.400頑にまで増加 した｡ こ この牛は長崎
唯一といわれている赤牛で, これは餌が悪くても育ち飼育がたやすいところに利点があり,
今年度は3,000頭が目標となっている｡
平地が少ないことから牧場は山利用となるが,林間放牧は山が急で危険であり土地がや
せているため,飼育も困難さをぬぐい切れない｡そのため庭先飼育が多く1･2頭飼いに
とどまらざるを得ti:いが国 ･県 ･町 ･村としてはせめて6頭以上の膿象を30戸にしようと
している｡
対馬の牛の販売は仔牛売りが多く,また体重も本土が280kgに対し220kgと軽く,値が
下がる｡そこで利益を増すためには,離島というハンディをなくすべく,一度に多く肖う
買い手をつれてくるとか,仔牛生産を行うだけでなく生産された仔牛を島内で肥育 し,直
接食肉市場へ出荷するという島内での一貫経営が必要であるOまた仔牛が生まれてから肉
となるまで 7人の手がかかるといわれている中間マージンを減らすため流通を改馨し,
少しでも対馬の牛が rJILく売れるよう関係者一体とli:っての努力が必要である｡
(b) 対 州 馬
これは対馬独特の小型馬のことでほぼ身長 125mくらいである｡雛鳥のため種馬のくる
のが遅く,山が多いため不便なところでは小さい馬の方が便利だからである｡その上,男
達は漁業に従事するので,女の人が使うにはこの対州馬がしいたけの運搬li:どのつみおろ
しも楽であり,乗馬もたやすく,なによりも馬の性質がおとなしいことに利点がある｡
現在,島内で馬数は240頭であるが,純粋属は40頭で,島ではこれらの保存に力を注い
でいる｡
対馬は離島であり,山がちである｡ この地理的悪条件の中で本島は長い間自給農業を強
いられてきたOが,田畑は院展のT/Tn'要を十分に満たすことはできず焼畑が広く行われてき
た｡近年海上交通 ･航空路の充実等により外部との交渉も楽になり両案的僅薬も見られる
様になってきたが,まだ不十分であり競争力には欠ける｡離農振興法などにより開発の波
が押し寄せる本島での近年の虚業を以下に述べていきたい｡
(2) 耕 地 面 積 等
(A-i)によれば,対馬における耕地両横の推移は,昭和36年まで微増しているが,その
後40年まで横ばい状態に推移し.昭和4件 に微増 したのを除き,一方的な減少を示してきた｡
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耕地面報の推移
昭3136 40 45 49
(A-1)
最も耕地面鎌が大であった昭和
40年から昭和49年までの9年間
で,684Lb(23.8%)の減少を
し,昭和49年には,2.188JAであ
るが.なお減少を続けている.
耕地 (農地)は,どのように
転地されたかの一例として,昭
和50年, l年間の農地の転用
(A-2)でその概容が理解で
きよう｡
住 宅用 地 エ 鉱 業用 地 適 時用 地 そ の 他産物用地 植 林 そ の 他 計
厳 原 88a 2一a 一之 18a 96a Oa 230a
美 津 島 41 57 0 6 48 22 174
豊 玉 33 10 0 3 60 0 106
蜂 9 3 0 3 6 0 21
上 果 16 12 0` 0 60 0 88
上 対 馬 126 20 0 2l 50 6 230
(A-2) 農地の転用
(A12)鼓から推察すれば,生産性の低い愚地として利用するよりも,住宅用地または植
林地として利用する方が価値も商いということであろうかQそこには.人口増,減や因習の変
化.またRl兼方針などの諸問題外 被雑にからみ合っているのであろう0
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(3)農業生産技術等
一席原町の事例-
① 水 稲
本地域の水田は,河川沿の山梶に開けた沖村層の砂壌土,壌土より成り,枯質に乏しく,
保水力が悪く.水管理は,用水不足と水路不備のため適正なる水管理に欠け,1筆平均4a
軽度で,多労的な生産がなされているo作美体系は,逐次田植機が普及しているが,現在,
19台20L,a程度で,集りは,手植え栽培であるQ今後,田植機,及び,刈取機の普及は急激に
増加し.省力稲作に進展するものと考えられる｡又,瀬革化の増加に伴い,小規模の集団栽
培 (現在 :2集団25山)協定栽培の育成強化,推進と甜負作業,紺負耕作等についても検討
している｡ (B- 1)
① 畜 産
肉用牛は,現在飼養戸数401戸,頭数542頑の内.繁殖牛 233頑 (仔牛生産 140頑) 1戸
平均飼養数1.4頭であるが,内山地区に昭和44-45年に農薬構造改蕃中英団休営草地開発
事業 (昭和43-46年)により草地造域 (20La),放牧地 (140(a),計 160山の,外団体宮
草地開発事業により,放牧地 3地区112Lbを造成飼育基盤の整備を行い,省力多面飼育の推
移に努めている｡今後,制度利用による14地区約1.500山の山地利用による草地の開発を行い.
飼育基盤の確立と併せて多頭飼育グループの育成強化により,飼養頭数LOOO頑 (繁殖牛 700
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軌 仔牛生産 560頭の目標達成の推進を図る｡ (資料B-2)
① 果 樹
(a)栗
本地域のくりの増梅については,内院地区12山.久枝浜地区15山の2嬢甑園を中心に.
全地域約 100Laの栽培がなされているが,散在樹園が多く, このため,実態の把握が困難
であるが,今後,実態調査と併せ山林活用による経営規模の拡大を図るため,集団化でき
る適地を選び一般植穂による計画面積 130山,生産丘390tの目標達成に努め生産流通機
構の改尊を図る｡
Ib)み か ん
本地域南部豆板地区に現在10LAのみかん植栽面鞍があるが,さらに.県営鹿建地造成 (昭
和43-47年)による65山を含み計75Laの生産量1,875t,その計画を進め6線宮集団の育成強
化Iこ努めている｡
脊料 1
(良-1) 専業農家と兼業農家の割合
長 崎 県 対 馬 壱 岐 五 島
=T 二 T tLL
-知BE
資料 2
B-211
管内飼養坪数と飼養農家数
??
?
?
?
?
?
ら-2-2
1戸当り飼養頭数
噸40 45 50 51
昭40 45 50 51
(4)農産物の集出荷販売等
主要作物である,栄.秦,切干,甘藷,仔牛は.虚脇による一元紫荷販売がなされている｡
最近.粟,みかんが生産されてきたが,それらは少且にすぎず塩一部梁荷されている4.tすぎな
い｡農協は,昭和43年二農薬脇同組合が合併全地域を一円とした柾原町農協として発足したが,
曲臨零番所は現在.小茂田地区にあり集出荷施設未整備のため.生産者と小売商との直接取引
が行なわれており,現在.厳原地区に用地を買収 している｡それと同時に.幾組事務所移転の
計画も着々と進み.集出荷施設の整備も計画されているので,施設整備及び幽産物粂出荷体制
の確立を図ろうとしているo
次に,具体的な作物別の集出荷販売系統を図によって示してみようO
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･､
作物別典出荷販売系統図
(日 米
(2)果 樹 (粟,みかん)
(3)畜 産 (肉用牛)
(片面 俊之,守谷 静香)
- 至 5 -
7. 島 の 開 発
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(11 観 光
① 対馬の観光宅原について
対馬にある観光資源には次のようなものが掲げられよう｡自然観光資源と人文観光資源に
分類 し,各町ごとにまとめてみたいと思 う.
町 名 自然 観 光 資 源 人 文 観 光 糞 源
厳 原 町 上見坂の眺望 万松院.石足根
豆酸崎海蝕断崖 郷土史料飴
竜良山原始林 御舟江.吏女塚.元窟古戦場,安徳天皇御陵.三帝征
代の古跡,城下武家屋敷.主藤家住宅 ,清水山城跡
実 律 島 町 浅茅溶 万閤構
白放 (原始林) 城山城跡
ナイラ浜 根志古墳-
上見坂展望台 梅林寺
万関展望台 加志大祝詞神社
豊 玉 町 長崎鼻,烏帽子岳 和多津美神社
池田蘇,網島三島さざなみの化石おろしか湾 豊玉民俗史料鎗
埠 町 青海峠 木坂海神神社
野鳥の森 佐丑円通等,佐現漁港の漁火
上 県 町 千倍蒔山 硬XIJ船.佐須姦港
凄浜.勧紐原始林 塔納亀跡
志多留 .樽崎 .田の浜海岸キタタキ生息地 大将軍山古墳
上 対 馬 町 美宇田浜,海粟島オメガ塔等の大銀杏 鰐浦ビーコン韓国展望台朝日山古墳
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自然観光資源とは主に山岳 ･高原 ･湖沼 ･海岩 ･島 ･動植物などを指 し,人文観光安蘇と
は主に史跡 ･社寺 ･庭園などを指す.
上に掛げた観光資源の中から主なものについて.少 説々明しておこう｡
万 松 院
御 舟 江
元蓮古戦場
(小茂田)
石 屋 租
(種 板)
上見坂展望台
践 茅 湾
万 開
銀 割 岩
長 崎 鼻
綱 島
和多郁夫神社
対馬旧帝王宗家 (10万石)の歴代の立標と徳川家歴代の位牌が
安盟されている｡宗氏罪20代執成が元和元年 (1615)にhLJ建C
日本三大基地の一つ,桃山建築の辻横を伝える山門のそばの盲
雁木と呼ばれる石段を登りきるとみたま尾lこ出る｡
久田浦に注 ぐ久田川河口にある5基の船音場で対馬藩の船足の
跡｡現在の遭横は寛文 3年の造成であるo
文永11年,元の軍船が対馬に押 しよせた｡対するは,2代目藩
主宗助国率いる八百蹄｡宗氏軍は敗北 し,助国は討死 した｡近
くの小茂田浜神社には.助国の辞がまつられている｡
対馬における一つの建築様式で高床式石崖根建築の代表的なも
ので,この操式でこれに及ぶものはない｡ 室内は三室に分れ,衣
類 ･什物 ･変雑穀 ･米が貯蔵されており,三百年の伝統がある｡
山頂標高 358.67TL
巣勝浅茅湾を一望 し,晴天時には遥かに朝鮮半島を望むことが
できる｡
典型的な溺れ谷である.湾内はリアス式海岸で,細かい湾入,
無数の半島 ･小島が入りくみ.変化に豊んだ景観を程している｡
仁位からは遊覧船がある｡
明治33年,旧帝旦海軍によって掘り切られた人工の瀬戸｡
上島 ･下島にはさまれた浅茅湾随一の奇岩O付近は深く湾入 し
た溺れ谷が リアス式海岸を形成 し.多くの入江と大少無数の島
々が散在するO
玄海に面 した忘海に細長 くつき出した磯が特徴である｡別名,
海の洗催告とよばれ,その長さは170メー トルもあるC
朝鮮海峡に面する景勝の地で,放浪に削られた奇岩が多く,サ
ザエ.アワビの豊庫である｡静かな入江では.真珠養殖.ハマ
チ養殖が行なわれている｡原始林白椿の群落があるO
彦火火出見尊と豊玉姫命をまつる海宮の史跡であるC本殿正面
の浜に立つ鳥居は.満潮時には2メートルほど海中に浸る｡
-68-
木 坂 神 社
千 俵 蒔 山 ･L-･･--･-
(287.4m)
和 か 連 山 ･･ -･--･.I
ひとつはたど
(天念記念物)
対馬一の宮であり,帝の守護神豊玉姫命を焦ってあるD新羅征
伐の帰途に神功塵后がこの地に立ち寄られ,伊豆の山の丑に幣
を捧げ,山亀を拝されたと伝えられるo伊豆山は海神神社の神
域である｡
北西海岸に丸く突き出した岬上の山O全山草地で晴れた日には,
大韓民国を望むことができるo
この島の鹿両峰であり,その原始林に生榛する対馬テ1/とキク
タ車は.天然記念物として有名である｡また,頂上の展望所よ
り,上対馬町の全身.浅茅湾が一望できる｡
木阜科の落兼帯木｡5月から6月にかけて白い花を咲かせる｡
上にあげた他にも.いろいろな敏光発酵かあるが,対馬の観光資源は海と山を利用したも
の,大陸文化導入の最前線としての歴史的な史跡が多い.掛 こ,海岸や低く連なる山々は美
しく,海岸では.輿.悔水浴,キャンプに肴しており,山々は.-イキング,キャンプ, ド
ライブなどに適 しているO
参考までに主な年中行事をあげておこう.
1月3日 (旧)
2月7日
4月8日
4月B日
5月27日
7月24日
8月 1日 (旧)
8月5日
8月上旬
サンゾロ舞 妓原町豆故
山の神祭 全 島
万松院卒 薮 原
花まつり 全 島
穀崎行事 上対馬
地蔵盆貴 L 厳 原
和多津葉神社素 量 玉
木坂神社やくま集 峰
港まつり 厳原,美津島,上対馬
8月15日 (旧) 厳原八幡宮例祭 准 原
9月15日 (旧) 住吉神社祭 美浄島
はこ集 美津島
木坂神社例祭 蜂
小茂田神社 腰 原
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② 観 光 産 業
a.宿 泊 施 設
町 名 普 通 旅 館 民宿,特殊施設 合 計
店舗数 客 室 定 員 店舗数 客 室 定 点 店舗数 客 室 定 点
厳 原 28 278 621 5 36 143 33 314 764
美 津 島 3 20 45 20 93 368 23 113 413
豊 玉 3 18 39 ll 39 153 14 .57 192
峰 5 29 61 2 ll 92 7 40 153
上 県 8 53 122 6 21 89 14 74 211
上 対 馬 9 75 185 4 13 56 13 88 241
節 56 473 1.073 48 213 901 104 686 1.974
対馬全体を見てみると,店舗数 104,定員 1.974人となっており,離島にしては宿泊施
設が充実しているようにみえるCそして,普通旅館の半数が厳原に,民宿の約42%が美津
島町に集中していることがわかる｡これは,厳原は昔くから城下町 として栄え,対馬の産
莱,文化,政治の中心であったことと,朝鮮と日本本土との交流の中継港としての地位も
確保 していたこと.明治～昭和20年頃開業 して今日まで続いている旅館が,それゆえ多い｡
美津島町に民宿が多いのは,蔑茅湾をはじめとして自然鼻観に恵まれており,近年多数の
観光客が訪れるようになり,それまで宿泊施設か少なかったことと合わせて,個人投資の
割安な民宿開業へと進んだのだろう｡今後交in基盤の整備がなされ,観光客がさらに増加
すれば旅館,ホテルも建設されると思うC
次に.増改築予定旅館の 5軒をみてみると4軒が巌原町で,1軒が豊玉町にある｡また
新築旅館は3軒あるが,いずれも厳原にあるOこのように厳原において租樋的な旅館建設,
改築が見 られるのは,観光交通機関がすべて厳原にあるからであるOどの観光地に行 くに
しても出発点は厳原なのである｡従って観光客は便利のよい厳原に宿泊することとなる｡
対馬の宿泊施設は,現在建設中のものも含めると,店舗数107軒 収容客数 2,251名と
なる｡うち厳原の宿泊能力は室数406,収容客数 1,023名であるO昭和51年に厳原に宿泊
した人は 15&300人で,最も多い8月で25,780人,最も少ない2月で 8.700人となっているo
従って厳原では現在のところ宿泊施設過剰といえそうだ｡
さらに,規模別にみてみると,定点が10名～19名の宿泊施設が全体の過半数を占め,坐
休的には小規模のものが多いことがわかる｡定員60名以上の民間宿泊施設は厳原に5軒あ
るだけである｡美津町の 1軒は国民宿舎であり.峰町の 1軒は県立対馬轄年の家である｡
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定員町名 0-9 10-､19 20-29 30-39 40-59 60-
厳 原 5 25 7 43 21 5
美 津 島豊 玉 186 63 1蜂 1 1 4
上 県対 馬 2 78 23
しか し最近は大規模宿泊施
設の建設予定が多く,その
最初のものが定点100名,
鉄骨 7階建,全館冷暖房完
備,レス トラン.バー,大
浴場,大宴会場.土産品コ
ナーーなどを備えた対馬交
通ホテルだと言えるだろう｡
また宿泊施設等への発本は.
全て地元資本であり,島外
茨木の進出は現在のところ見られない｡これは ､地元の観光開発は地元の柴本で､という
根強い意識が旅館掻富者にあるからである.しかし,地元資本にも限度があり,特に旅館
経営者は将来を見越 して先行投資 しているのが現状で,今後,行政,観光協会の捷極的な活
動が期待されている｡
b.交 通 枚 関
ィ.航 路
対馬.壱岐,博多航路 Ol.州郵船株式会社)
所要時間5時間30分 1日2便
船 名 t 数 速 力 定 見 億 考
フェリー はかた 1.732 18.5kt 931人 lS5比 丘 就航
比田勝,小倉航路 (九州郵船株式会社)
所要時間 6時間 1日1使
船 名 t 数 速 力 定 員 備 考
航路による輸送能力は,3便あわせると.1日 2.369人である｡対馬-の観光客は6
割以上が航路を利用 しているが,この輸送能力は不充分とはいえない｡ しかし,便数が
少なく,所要時間か5時間30分,6時間と便利が悪いO今後.所要時間の短縮が期待さ
れている｡
一下 り -
ロ.空 路
(昭和 52年 7月現在)
福 岡 ■-→ 対 馬 1日4便 所要時間 45分
対馬空港開港後の経過をみると,次のようである｡
対馬空港鵬港.対馬ヒ妄福岡定期便 2使で就航
盤時便 2便増発 12月27日-1月6日まで
定期便 3使となるo
対馬±享長崎直行便就航 火.木曜日濁2使就航
対馬与福岡線 5便となる (12月20日まで〕
対局;_.t符岡定期便 4便となるO
対慮三言長崎 1日1往復定斯便となる.
対馬S福岡.対属与長崎臨時便各 1便増発 (12月27日･71月9日まで)
対馬!三福岡4便,対馬!三長崎 l便定期便就航中,現在に至る｡
空港の開港で,それまで航鞍に頼 っていた対馬への渡島が非常に便利になり.短時間
で渡れることとなったO対馬を防れる観光客の約 3割が現在では空路を利用 しているC
今後さらに便数を増加し,大型航空枚を導入すれば,空路を利用する観光客の割合,実
数共に増加するだろう｡また.空港と厳原を結ぶ道路の整備,拡張も当面の課題 となる
だろう｡
観光客を広範囲から多数集め,対馬の範光を発展させる点で対席空港の果たす役割は
大きい｡
ハ.島内交通磯関
目) 〔パス〕
'･路線パス (昭和51年10月現在)
棒線バスは,島内交通に欠かせないもので.地元住民の生活の足となっている｡厳
原鵜知路線は 1日23回連行されており,便利がよいが,他の路線では 1日平均 3回程
皮の運行回数となっており,観光客が観光地めぐりのために路線パスを利用するには
適 していないと言えようoなお,厳原空港路線は航空機の発苛にあわせて運行されて
いる｡
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番号 区 間 運行回数
1 厳 原～瀬 3回
2 〝 久根浜 1回
3 〝 推 根 3回
4 〝 桟 橋 2回
5 " 井 知 23回
6 〝 空 港
7 〝 赤 島
8 〝 比田勝 4回
9 耗 知～尾 崎 3回
10 仁 位～曽 4回
ll " ～小 網 5回
12 三 根一志多賀 4回
13 比田勝～蹄 浦 4回
番号 コ ス 所要時間
1 厳原市内～上見坂公園～厳原 3時間
2 ① と粒根～元遺跡逸り 4時間
3 ②と万閑展望台廻り 6時間
4 厳原市内一上見坂公園～比田勝一段蟻一F!浦～比田勝 7時間
貸切バスで島内の観光地を廻る範光客は多いO昭和50年度の貸切/<ス利用者数は
5LOOO人となっており.対馬への息光客入込政が昭和50年に17&724人であった
ことから,3.4人に1人の割合で貸切パスを利用していることになる｡弄り用が娘も多
いのは③のコースで, 1日で厳原.糞津島の王1敏光地を輿ることができる｡また
団体で貸切パスを利用すれば個人色費が少なくて済み,貸切/<スは重要な境光交通
辛酸となっている｡
その他,定期観光バスも運行されており,観光客-のサービスに努めているC
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(i‖ 〔タクシー〕
島民はもとより,観光客にとっても便利な交通手段はタクシーである｡対馬にはタ
クシ 会ー社が6社ある｡うち厳原に4社あり,タクシー40台を保有 している｡ (昭和
52年 4月現在) タクシー会社でも, 対馬観光モデルコースを貸切バス同様に設置 し
て観光客を受け入れているが,鎧更が高 く.貸切パス軽利用されていないと思われる.
観光地めぐりにはそれほど適 していないタクシーだが,路線パスがやや不便なため,
観光客輸送という点では価値ある交通手段となっているといえよう｡
(‖) ま と め
以上のように各種観光産業は.一方では地元住民の生活,文化の向上に努めながら.
他方では近年 しだいに増加 してきた観光客の受け入れ態勢を整えつつある｡第一次産
美中心の対馬にとって,観光産兼が対馬の開発,発展に果たす役割は小さくない｡
(2) 観光開発促進組織
a.対馬観光協会
観光開発推進の中心組織は対馬観光協会である｡この協会は昭和50年4月に設立された｡
それまで対馬6ケ町の各町観光協会による観光連盟という組織があったが.統合的な組織で
はなく,対馬全島一致の観光開発は困難であったo
･ 観光協会の組織
観 光 協 会 理事I(怠晃産業相 業者)l/ l
会長 (対馬支庁,商工係事務局長)
I6ケ町観光協会支部
一般地元住民 専門委員
絵巻,商業,産業,開発,受入,保津
組織は現在の時点
では,民間,公共協
同の団体である｡こ
の組織は継続的なも
のではなく,1年後
には観光協会は民間
に依託される｡地元
住民の意見を吸収す
るため専門委員を置
き,各階層から専門委負を選出している｡
観光協会の方針
｢観光客の誘致と及びその便宜をはかり.それをもって文化 ･産集の発展に寄与する｡｣
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観光協会事案焚構成 (昭和52年度)
(l)各町負担金 (均等 200.000円十80円×人口)
厳 原 町 1.653,000円
糞 津 島町 972.000"
豊 玉 町 662,000〝
峰 町 546.000〝
上 県 町 690.000〝
上 対 馬 町 80aOOO ′′
小 計 5,329.000 円
川)会 費
旅 館 組 合 500,000
九 州 郵 船 300.000
対 馬 交 通 300,000
全 日 空 300.000
タクシ-,ターミナル,民宿土産,料飲,建協そ の 他 200.000×31 ,7
(川) そ の 他
県補助金他 37LOO0円
観光脇全収入合計金朝 礼700.000円
観光協金収入の凍成比をみると,6ケ町負担金が61.3%,協会の全章が34.5%.その
他県の補助金などが4.2%となっている｡このように.公共団休からの収入が全体の号を
占め,民間からの収入よりはるかに多い｡協会は表面上公民協同の組織であるが,実質
的には,現在のところ,公共団休の一つの紙掛 こ民間団休が寄生 しているような形態を
示めしている｡
観光協会の事業
観光協会の事業の中心は観光地対馬のPRと観光客の受け入れ休制の検討である｡協会
の52年度事業計画から主なものを上げると次のようになるo
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年 月 事 業 内 容
52. 5. キャッチフレーズの検討
6, ポスター,パ ンフレッ トの作成
6, ミス観光対馬選彰への協調
7.a 長崎.福岡方面-の宣伝隊
報道,出版機関への取材誘致協力
観光土産品の指串
9. 遊歩道の検討
10. グアム島親書使節団来島への協調
12. 観光資源の開発検討
53. I. 島内各種集の開発検討
このように観光協会は観光事業の一つの構成要素である｡旅行あっせん集の役割を果た
しながら.観光開発をいかに進めるかを検討 し,対馬の観光の発展をはかっている｡
b.行 政 税 関
対馬の観光安原の開先.保存.交通基盤の整備などを突板の革某として行なうのは,行政
の仕事である｡観光 と直結する串糞として公園施設整備事業を上げると次のようである｡
町 名 事 英 名 事 業 費 県 補 助 金
# 年度 原 豆板尾崎公園整備亭英 L700.000 680.000
厳 原 尾浦海水浴場休憩施設 1】950.000 780.800
美 津 島 万関休憩施設 I.270,000 508,000
上 県 井口浜海水浴場関連施設 1.700,000 680.000
上 対 馬 合歓の木公園整備 2,757,370 i.120,000
# 年産 原 尾浦海水浴場監事墳設置 2.500.000 1.000.000
夷 津 島 万関団地整備 350.000 140.000
豊 玉 和田都美自然公園施設整備 800,000 320,000
上 対 馬 合歓の木公鼠道路整備 2.000.000 800.000
50年度厳 原 滑水山公園地整備 1,200.000 480,000
美 津 島 難知浦叩薗地整備 3.400.000 i,36CMOO
&l背 & ナイラ海水浴境線額装盤傭 1.400,000 560.000
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このように公園施設整備事薬は地元が事発雷の6割を負担して実施されている｡その他観
光と間接的に関連する道路整備.港湾姫鱒なども離島振興法の適用を受けて進められている｡
厳原町の場合,このような観光関連事業の平寮費の 8割～9割を町費でまかない.町子井の
農林水産黄軌 商工やの10-15%をあてている｡
③ 観 光 客
対馬oj観光客入込故の年次変化をグラフ化すると下の団のようになる｡
4,800.000′●
S45 S48 S47 S18 S49 S50 S51
観光客逆数をみると.昭糾5年～48年の恥 こ急増 しているが,昭和48年～50年の間は増加
率が非常に低いo較光客入込数も観光客延敦と同掛 こ昭和48年～50年の闇は目立った増加が
みられない｡航路による頓光客入込散は,昭う別年までは.対馬への観光客入込数のほとん
どを占めていたが.空港の開港のため.昭和51年には急激に減少 している｡
次に昭和50年における観光客の季節変化をみると次の図のようである｡
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図を見ると,7月,8月が断然多
いことがわかる｡やはり対馬は見向
きの観光地といえる｡11月～2月の
間も観光客はあるが,対馬はall
Bea80nの観光地とは言えないo
観光客が多数対馬を訪れ始めたの
は昭和46年頃からで.艶島ブームに
のってその後急増 したが,昭和49年
前後には観光客数は一一時頭打ちとな
った｡今後,空港開港により観光客
は再び増加することが推測される｡
しかし.観光客の観光目的の多くは
左向きのレジャーのため,季節変化
が大きい｡ これが,今後の対馬の観光開発上の一つの課題となるだろう｡
④ 対馬の観光開発上の探題と展箪
対馬の観光開発は.過疎化の汲 しい対馬の開発,発展させるための一つの手段である.そ
のため,町 ･県など行政当局は転光納発にかなり力をいれているように思える. しかし,
観光開発によって直接恩恵を受けるのは捉光関連産集に従事する地元住民で,その他の産業,
農業や漁業に従事する｢般地元住民にとっては,観光開発は悪い影響の方が大きいと考えら
れているようだ.また観光開発に無髄心な人も-1投地元住民の中には多い｡今後,観光開発
と罪一次産業との接点を明確にして,観光に対する｢般地元住民の恵弘を向上させる必要が
あろう｡また,｢椴に観光地の発達は,これをめぐる交通の整備を要求 し,交通の塵僻は逆
に観光地の発達を促す｡交通は観光地の発達,光栄を規定する大きな要素となっているOこ
の点で対馬は遅れているといえる.今後,渡島交通をより便利にし,島内の通路の整備す る
ことが大きな課題となるだろうoさらに,対馬を観光地として一層発展させるには,allsea90n
の観光地を目ざして,アイデア的,独創的な観光資源の開発も必要と思われるO以上のよう
に多 くの課題が残されてはいるが,対馬の恵まれた自然,地域性を生か した観光開発がなさ
れるなら,観光地としての発達は約束され,観光は対馬の産集.経済の向上に大きく貢献す
るにちかいないO
① 対馬の観光資源についての所見
対馬の観光資源についての所見を述べたいと思う｡
対馬には･朝鮮に近いという地理的条件により.大陸 (朝鮮)との交流 ･往来の歴史 ･旧
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跡 ･名所が数多く存在 している｡また.対馬は南北に細長い畠であり,低山性の山峰が土地
のほとんどを占めており.海岸はリアス式海岸であって変化に富んでいる｡そのために.魚
勝地もたくさん存在し,上見坂展望台からの浅茅樗 ･千俵蒔山からの展望,さらに勧銀連山
など自然景板に悪まれている｡しかし.いわゆる観光地は限られており,また,その観光地
が散在 しているため.ある観光地から次の敏光地を訪れるためには,時間と費用がかかるO
交通の便 (特にパス)が良くないために,値入康行には車はかかせないものとなっているD
観光タクシーを利用する場合,資用がかさむのはやむをえないことと言えよう｡こういう理
由で.数カ所訪れただけで.帰ってゆく板光客が多いのではないかと患われる.また,史跡
について歴史的理解 ･興味のない者にとっては,行ってみるだけの場所でしかないであろう｡
ここで,観光地の管理状倍について気か付いた点を述べてみる.観光地を示す案内板や便
所.駐車場などの設備が不十分である所か多く,道路整備ももう-一歩である｡観光地の管理
においても,指定は受けても,行政的な援助も管理もないに等しい史跡もあり.そこの住民
に管理がまかされている現状は無視できない.それでは,十分な観光事業が行なわれている
とは言えないであろう｡まだまだ,観光のための基盤整備がたちおくれている状態であり,
観光地付近の住民の観光に対する撫阻心さもそのことを示しているのではないか｡行政的指
導がもう少 しあれは,現在よりも興味のもてるものになるのではないかと思われる｡それで
も最近は離島ブームにのって対馬を折れる観光客数は年々増加 しており,以前は艶重や釣り
のために訪れる者がほとんどであったが.今日は観光客を目的とした客数が大幅に増加 して
きており.客質も変わったといえよう｡そのため,やっと輸光について関心がもたれるよう
になり,各町にばらばらに匿かれていた扱光協会 (め)と全島に 1つあった観光連盟 (礼)
が昨年,対馬観光協会k:統合され,これから本格的な鶴光対策が行なわれるであろう.見る
観光から楽 しむ観光に移りつつある現在.対馬における観光のあり方を考えていかねばなら
ないであろう｡そこで,観光農業,観光林兼 (みかん狩り,しいたけ狩り,粟ひろいなど)I
いか釣り舟,遵漁舟などが新しい試みとして計画されており,それが実施されれば,自然を
満喫 しなから十分に楽しめるのではないかと期待 しているOそれは,単に観光客たけの+:め
ではなく,地元住民のレクリェーションの場としても活用できるのではないかと思う｡
ここで問題となってくるのが,白銀保護である｡観光開発は自然破壊につながっており,
それをどこまで最少阻にとどめることができるかが大きな課題となっているO
地元住民を含め,だれでもが楽しめるような観光地となるように.これからの観光対策に
期待 したいと思う｡
① 対馬の観光開発についての所見
対馬の入込数を見てみると海空合計で次表のようになる｡
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年度 (昭和) 45 46 47 48 49 50 51
この裏から52年度を推定すると約43万人になると言えようOただ, このうち冬期は観光客
ではなく帰省客がほとんどであり,夏期は60-70%が観光客であるといわれるので,観光客
は年間を通じて.半数の約20万人前後であると思うOしかし,身近の旅行ブームから,この
数は今後ますます増加すると思われる｡ この観光客は過去においてほ釣客が中心であり,残
りは対馬に秩る歴史的文化財を巡る知的観光客,調査団がほとんどであったが,現在は,そ
の客種が変化し始めている｡つまり都会の雑~俺を離れ,自然を求めに来る脱都会的観光客が
占める比重が重くなってきていると言われるo
ところで,我々が行なったアンケートにより,対馬の自然に関して,町民.行赦者.観光
客といずれの人々からも自然保護がさけばれている現在,この要望はもっともなことであり,
大切なことである｡ しかし,今後.対馬行政か観光対策に力を入れ,対馬を訪れる観光客が
増加するに従って.自然か次第に破壊されてゆくのは自明である｡自然ばかりでなく.環境
そのものが汚染されてくることも起こってくるであろう｡この矛盾の克服が問題なのであるO
こうしたことをふまえて,私の所見を述べてみたい｡
観光対策を進める時.自然破壊は避け扱いものになるoまた,多勢の人間によってゴミ公
音の問題も起こってくる｡そういったもので牡牡となるのは住民である｡観光対策を進める
時考えねばならないのは,観光客と住民両者の共立である｡具体的に言うと,観光対策によ
る自然破壊はやむをえない｡問題は.その破壊をいかに最少限に抑えるかということである｡
同時に.かけがえのない自然をわずかでも専われる住民に対し.行政がその代任として.戟
光産業で得た利益をいかに地域住民に還元でき,住民全体の利益とすることができるかであ
る.その2つの接点を求めることが今後の課題であると思う｡
さて.以上の事から具体的に対策面について考えてみたいO対馬の現状問題である交通
(道路面題も含む),宿泊施設,観光地毛僻等の蕗問題は.現在対馬当地で検討されている
ことであり,この場合.総合聞魔として取り上げてみる｡
ます第-1こ.対馬観光が今故どのような道を歩むべきかということについて考えてみたい｡
対馬の売りものは自然と歴史的遺跡である｡当面の目標としては,この2つの総合的な整備
ということになるであろうが,はっきり言って.それだけでは対馬の電光は近い将来.行き
鈷まるであろうOなぜなら.名前と場所こそ逢え,自然と歴史的遺跡というものは,日本国
中何処へ行っても同じである｡それが歴史的に価値のあるものでも,大抵の人達には他の遺
跡と同じ感覚なのであるOわざわざ何時間も船にゆられ.また,商い料金を払って飛行枚で
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来るはどのことはない｡つまり,自然と退跡の見学だけでは最近の観光旅行の傾向である滞
在型 レジヤ-に十分対処できるとは言い難 い .こうした問題について,対馬支庁の高相氏.
また我々が調査 したT旅館の御主人の言われたように,これこそ対馬,対′馴 こ行 くとこれが
あるという何か新 しい独持なもの,他の晩光地の模倣でないものを創造 しなければならない,
現在,そして未来のレジャ 産ー集傾向にマ･JチしたものでなければならないO
で.ま第二にpそれについて若干述べてみたいO現代のレジャ 産ー業の規掛 ま軸発的な勢い
で拡大している｡昭和48年4月の財E3]法人余暇開発センタ 発ー表の ｢余暇社会の展望｣によ
ると,55年の余暇関連梢や額は40兆 7千倍円に連す ると推計されているo同時に,レジャー
傾向も ｢見るレジャー｣から ｢するレジャー｣へと変化している.こうした傾向の中で,将
来有望な菜種はゴルフ軌 トレーニングセンター.別荘,ゴルフ練習場.テニスコート,ヨ
ット- バー-,アーチュリー等になるであろうが, こうした産種の中で自然保護,Lを最重要課
題とする対馬対策においては,ゴルフ場 独 習壕を含む)などは適さないと言えようOまた,
対馬の気候から言 って,リゾート地としての施設,つまり別荘等も不向きであろう｡また,
最近,健康問題から体育施設が増加されてきているが,対馬という地理的条件から考えてみ
ると,そういった施設も不向きではないかと思うoそういった中で対馬に適 した菜種は今ま
でも中心であった釣りではないであろうか,釣 り用具の出荷額は昭和55年には3千4百佑円
に達するとみられており,今後さらに増大する有望な業種である.その際,家族 ぐるみの滞
在型 レジャ がー今後ふえると予想されているが,釣 りだけでは行う者が限定されてくる｡家
族全員が,または個々で楽 しめるレジャーが必要となってくるであろう｡対馬で現在計画さ
れている遊覧船などは良い計画である｡またそれ以外遊歩道,自然公園,あくまで自然を守
って作られた最近はやりの7イ-ル ドアスレチックの施設,山小屋風の展望台,博物館等は
釣り以外でも楽 しめるのではないかと思 う｡けれども.これは観光地にもざらにあるもので
あり,先にも述べたが.対馬独特のものとは言えないO (もっとも,内容は別である⊃)と
もあれ,対馬に新しいメインとなるものをOlり出すことは何より必要であるC
堪後に,対馬の宿泊施設について若干考えを述べてみたい｡対馬には昔から朝鮮貿易との
関係から宿が多い｡が,すべて小規模であり.中規模のものは,太平洋戦争前後のことであ
り,近代的旅館はつい最近のことである｡ (今年8月,対馬最大の ｢対馬交通ホテル｣が完
成 したばかりであるo)対馬交通ホテルを含めて.こうした旅館の全て,島内資本によるも
のである｡今後,島内外の交通諸機関が施併され,ますます入込人数が多くなるにつれ,収
容能力が追いつかなくなるのは明らかであると思う｡島民の人達は島外虫本の偉人を嫌 うと
いうが.島内資本だけでは.たとえ行政の倭助があっても,行き詰まると思うO彼らは,外
部虫本の進出により,客を取 られ,自分連の生商が常かされることを恐れているのであろう
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が,その問題を解決する方法は必ずあると思う｡例えば,外部虫本の中に自分たちの受木を
組み入れる｡つまり,合併による脇間経営であるOまた,フランチャイズ方式等により外部
提携するという方式である｡この方法によると,利益の何割かほ持っていかれるが･経営は
島内で行なわれ,客も集客力を持つ大手旅行業者によって集められるため'効果は大きいの
ではないかと思う｡私達は,対馬の実状を十分にろ把握 していないのでこんなことが言える
のかもしれないが.確かなことは,対馬の観光開発は対馬内部のみで行なうことはできない
ということである.宿泊施設は掛 こそれが言える｡観光旅行は赦少ない安定市場といわれて
おり,そういった意味でも,対馬に外部柴本の波が,いやおうにも再び襲ってくることは疑い
ない｡そうした場合に,それを嫌うのではなく,外部資本の手を借りることを考えることが
大切であり,必要なことである｡もっとも,その場合,ただ認めるだけでなく,乱開発に対
する厳 しい監視の目を常に向けていなければならないことはいうまでもないC
(3)第 l次産業振興計画
① 農業鼓興計画
a.対席農業の現況
対馬は山林が圧倒的に多 く,耕地はわずかに3%にすぎない｡ また農地か少ないだけでな
く,厳原町の一部を除く全島は吏岩であり,沖横眉の発達が未熟な狭随li谷間が多く,肥
沃度は低 く,長崎県で最も地力が低い地質であるため,農薬の立地条件としては鼓も苛酷
なところとなっている｡
対馬の全世帯に占める農家戸数は昭和40年に3.838戸であったが.昭和50年には 2.898
戸と,10年間で約千世帯も減少 している｡また,この農家戸数の減少とともに農家人口は,
同親閲に約 8,000人,34.8%も減少 している｡
農家人口
年度区分 40 45 50 50/40 伽
農 家 戸 数 (AI 22.190 18,463 14.463 65.2
総 人 口 (B) 65,304 58.678 52.476 XO.4
この原因として考えられるのは,諸事情により他の産業との兼業親金が失なわれ,離殿
が顕著になったこと.また,昭和35年頃からの高度経済成長期に入ると,労働力を島外に
流出させ.典薬従卒者が老齢化 ･婦女子化 したこと,第三次産業の急激な台東傾向が現わ
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れてきたことなどがあげられる｡
こうした爆薬人口が生み出す虚業生産額は,昭和49年で7億 1.596万g千円であり,過
業が屈する欝一次産業の純生産額は112施 7,240万9千円,島内総生産額の31,0%である
のに対 して.崖集ajみでは2,0%にすぎない｢
島内産薫別蛤生産額 (昭和49年)
このことは,農業の生産性が他産業よりも住いことは当然Ii:がら,第二硬兼集によって
支えられている農薬であるといえるとともに,逆に兼鼻を可能にしているのも自給的農業
生産が営まれているためと言えよう｡
次表は対馬における排地面稜の推移を表わしたものである｡
ト
31 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 4 6 47 48 49
(昭和)
昭和36年まで敬増 しているが,その乱 昭和40年まで横ばい状尤凱こ推移 し･昭和44年に
微増 したのを除き,一方的な減少を示 してきた｡最も耕地面積が大であった昭和 0年から
昭和49年までの9年間で684わ (Za856)減少 し,昭和49年には 2,188仙 こなったが･な
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お減少傾向がうかがえるO
また,主要塵作物の生産状況をみると次表のように作刊LhA砧が島内で一番多いのは水稲
で,670如,主輩6作物o)作付面積の61.7%も占め,耕作作物中に占める水稲の役割は大
きい｡
主要盟作物作付面積及び収階高 (機軸49年 単位 '.如.kg, t)
水 稲 甘 大 豆 小 麦 大 麦 裸 麦
作付面桜 舶 6 70 183 100 2 I 130
10避 収量 胸) 237 I,120 98 210 200 252
しかしながら,長崎県米生産対策基本方針に示されているどとく,対J酎ま ｢B家保有米
生産地｣であり,島内全消費且の37%を産出しているにすぎないOこれは地力が低いこと
に加えて,栽培技術が低いことや殿薬労働力の弱体化 していることによるものと考えられ
る｡
また,畜産の状況をみてみると,従来耕転や運搬に牛や馬が多く利用されていたが,道
路整備,耕転機導入により,彼らの使命は終 り,かわって肉用牛として飼育されるように
なった｡文久元年 (1861年)には 3,146頭が飼育されていたが,昭和25年には 3.000頭を
割り,昭和40年まで急激な減少を示 した｡その後,昭和45年まで 2.582頭とやや持ち直 し
ながらも,49年には 1.900頭まで減少したが,仔牛市況の好況が幸いにして昭和50年には
2,186頭まで増加 したOこの間,役牛としての役割の低T,兼炎化による家畜飼隼の困難
性,化学肥料の使用等の情勢変化により.飼養戸数は昭和43年まで一時的に増加はしたが,
その後,漸次減少 していった｡その結果, 1戸当り飼養規模は漸次拡大し,多頭化の方向
にある｡
b.農業振興の計画と現況
ィ.耕地事業
耕地事兼の過去の実軌 ま,土地改良串薬では31地区の24億円,防災番茶で19億円の事
業を実施 したことである｡
今後の申黄計画には66地区,21億円の計画がある｡海岸保全事故は浅茅湾の旧干拓地
を中心とする良地海岸の243地Lt 66kDが指定を受け.要保全延長39kmである｡
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事業案締衰
事 業 区 分 事 美 名 昭 和 48年 度 ～ 昭 和 50年 度
地 区 批可 受 益 面 石紳d 小 串 や査 ｣ 事 業 珊千PI
過 疎 基幹農道 2 190 7,580m 695,598
普 通 農 道 19 675 32,859Tn 867.314
農 道 舗 装 3 114 ll.900m 138.940
盟 地 造 成 2 71 71J.a 2 43 .541
圃 場 整 備 1 12 1.2J,a 20.950
小 計 31 1.500 農道64,309m 2,405.938
防 海 岸 保 全 17 126 3,477m 548,012
災革 災 害 復 旧 799 1.342,425
莱 小 計 816 1.899,437
合 計 847 1.626 4.296,375
今後の事尭計画
事 業 区 分 事 業 名 昭 和 51年 度 ～ 昭 和 58年 度
地 区 附 受 益 面糾 事 業 量(毘 ) 事 美 兜的
土也改良事莱 農 免 農 道 2 150 3,6007n 225.000
過 疎 基幹農道 2 180 3,900Tn 2】臥000
普 通 農 道 19 450 23.480TL 949,000
農 道 舗 装 25 950 45.9007n 463.000
畑 地 海 況 2 80 80山 85.000
海 就 排 水 16 244 244わ 234.000
小 計 66 2.054 乙174.600
防 海 岸 保 全 14 140I 23,480m i.171,500
衣串 災 専 復 旧 12 34.300
莱 小 計 26 ,2058
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ロ.対馬農協
対馬農協は昭和47年 3月兼に島内7農協が広域合併 して設立されたが,十分に組合員
の期待に応える機能を果たしていない｡その十分な織能を果たすためには.管理機能の
明確化 作目別部会活動の銭化等の組冶整備と共に役戦局宿動の強化,経営管理化,並
びに長期的展望にたって指導部門の強化をはかる必要があると思われる.
ハ.生産基盤の整備
対馬においては,昭和28年12月,豊玉町和板において土地改良区が設定され,21わの
海排事英が実施されて以来,24改良区が設定され,聴排革共,相場整備,開拓パイロッ
ト,頗遁世僻等の等菜が実施されてきたoまた,娘近 5ヶ年 (昭和46年～50年)におい
ても県営事業で61地区. 1.335百万円,団体宮で467地区. 1.487百万円の串薬が実施
されているが,兼だもって水Elの約30%は冠水のおそれがあり,また,畑地の約半分は
急傾斜地である｡しかし,狭小な小田地が点在する耕地分布からみて,土地生産性と労
働生産性の向上を図るため,農道 ･岨場の整備か更に急務であり･草地海岸指定区域に
ついては国土保全の意味からも保全対策を推進する必要がある｡
農業展興地域内の水田要整備面故
(単位 :ね)
事項町名 凪場 整 備 出 道 整 備 そ の 他 の土 地 改 良 段通とその他の土 地 改 良 整 備 済 墓贋Lti吾
巌 原 町美澄 島豊 玉蜂上 県対 馬 2276994 4932286017 31224318 19 1023483
こ.肉 用 牛
対馬 6ケ町では.さきに対馬肉用牛導入事業を統一的に実施することにしており,国
･県の多頭飼育のための制度,寄集の導入と共に,戯家個々の経営実態にあわせて 1-
2頭飼いも推進 し,無音農家の解消に穿めることによるが.品質改良のために人工受相
の啓蒙と技術向上,家畜術生思想の普及に努めながら,飼料基盤の喪鱒と効率的な給与
休系の確立をはかり,安定的な販路拡大をはかる必要があるO
- 竪百 一
ホ.農業伎術
哲及事業は,個々の栽培指導から袋田としての組織的な指導に変貌 し,その内容は経
営,金融間庖にまで及んでいるC対馬の普及串轟の成果の一端として,現在 (昭和52年
2月末)肉用牛を中心に企業機業創設妙見登録奥田14柴田,214名と背年農薬者47名を
･ 中核とし,水稲 ･肉用牛 ･しいたけの産地づくりを進めているが,同時に,肉用牛 ･し
いたけ等の主幹作物の振興はもとより.埋合巌宮を可能にし,安定させるための協業共
同経営,並びに新作目の導入について推進する必要がある｡また,対馬の特に深刻な問
題として,後継者問題があるが,対馬の限られた人口の中で永年農薬後継者育成指呼成
果が期待されている｡
① 漁業振興計画
a.対馬漁弟の現況
対馬の水産資源は,県内の中でも他の地域に比べ豊かと言われ,いか,ぶり,たいなど
の回遊潜源のはか,親板.根付虫源として.あわび.さざえ,うに.わかめなどが主なも
のであるo しかしながら,良近は虫源も減少 し.かっては県内の45%を占めていたいか釣
漁業も年 衰々退 し,するめ加工の原料も不足がちで北海道i;遍くは外国から原料を輸入 し
ている現状である｡
いかの生産血 膿 林統計年報〕 l
年度 鼎 計 対 馬 計 構 成 比
蛤 漁獲丑 左 の うちい か 冶 漁凍上 左 の うちい か 5t未満の漁船のいか 8//A D/B D/C E/D
A B C D E
46 754.403 25.561 24.563 i/L830 5.719 3.4 46.3 48.2 4&3
47 711.403 41.022 39.774 28.712 7,349 5.8 7.0.0 7a2 25,6
48 673ー661 37.647 36,057 24†061 7.507 5.6 63.9 66.7 3L2
49 -720.533 24.803 27.099 15.470 4.535 3.4 62.4 57.1 29.3
対馬の海草は,いか釣,延純.定直*.その他の釣瓶薬が主に行なわれてきており,負
近の水濠商をみても,この4種類の楓まで対馬全体の約60,06を占めている,
また,対席周辺は好漁場に恵まれており1-から制約を大きく受けている｡即ち,昭和40
年12月18日,日韓独英協定が発効し.本島の西側漁場は共同規制水域の設定で出漁隻数に
制限を受け,また,過去の乱独尊のいろいろの要因によって,漁鍾商は年々減少の｢途を
たどっている｡
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生 産 丑 (農林水産統計) (単位 :t)
種 類年度 合 計 敷 網 利 親 い か 釣 その他の釣 はえ縦 定取鍋 その他
46 24.563 183 1.511 ll.830 3.224 436 2.387 4,992
47 39.774 315 1.297 28,712 1,842 573 3,204 3.831
48 36.057 444 975 24.061 3.860 639 1.709 4.369
49 27.099 516 905 15,470 1.999 470 i.852 5,887
b.漁業振興計画と現状
沿岸漁業の生産の拡大と生産の向上を図るため,昭和46年度か ら昭和49年度まで第 2次
沿岸漁業構造改尊事某 (漁場整備事業.漁業近代化施設畢備事業,大型魚礁設厄事業)を
実施 している｡
実施箇所数 事 業 費 補 助 金
国 庫 県 丑
漁 46 22 55,200千円 27,600千円 18,400千円
填 47 13 49,800 24,900 16.600
#席辛 48 9 54,600 27.300 la20049 7 33.000 16.500 ll,000
# 計 51 19乙600 96.300 64.200
漁 施 46 15 127,279 ~44.048 31.'427
菓 設 47 10 204,929 59,352 40.345
近 整価代 事 48 7 178.219 55,714 39.14749 5 237,529 48,948 32,632
化 業 計 37 747.953 208,062 1431551
合 計 88 940ー553 304,362 207.751
大 事 46 5 (4,785個) 76,420 45,852 30.568
型 47 8(色912′′) 128,720 77.232 51.488
負樵設 48 3(2.334〝) 51.450 30.870 20,58049 5(3,814/) 93.482 56.089 37,393
覆 業 計 21(17,817〝) 350.072 210ー043 140.029
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また,昭和51年度を初年度とし昭和53年度まで3ケ年間,第2次沿岸漁業構造改善補足
整備事業を実施している｡昭和51年度の実練は次のとおりであるO
奥地箇所政 事 業 費 姉 助 金 l 事 業 内 容
国 車 県 費
同時に,沿岸漁場の整備開発を巨的として.昭和50年度に沿岸漁場対岸中英として大型
魚礁設置事業を束施 し.昭和51年度からは沿岸漁場整備開発等薬を実施 しており,昭和51
年度は従来の並製.大型.とともに大規模1人工砿漁場造成串菜を峰町佐賀沖に実施 してい
/Jo
実施箇所敷 革 巣 食 頼 助 島 事 業 内 容
国 麻 県 焚
50辛皮 大 型 魚 礁設 置事 典 1 千内18,900 干Fqll.340 十の7.560 1.51TL角 770個
合 計 1 18.900 lL940 7.560
51年度 大 型 魚 礁役 &* # 1 22,200 I,13,320 8.880 1.5m角 767個
並 製 魚 礁設 定事 集 2 6.000 3.0(捕 2.000 1,5m角 117個98
人 工礁 漁場造成事業 1 140ー000 98000 42.000 1,5m角 1.429個3OTn 114I.0 70
また,県の単独補助事業として県単梼竜改音事業および漁協合併に対する助成清武とし
て,漁協合併対策事業を実施 している｡昭和51年度の実執 ま次のとおりである｡
実施箇所数 事 典 や 補 助 金 畢 菜 内 容
県 費 町 中
51早皮 鼎 単 4 iFPyll,335 千ll3.193 千円2.362 oトラック,保冷車冷蔵庫 2合 併 2 55.950 22BOO 9,000 鮮魚運搬船針路
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C.漁 港
油菜振興の要は漁港の魅僻であるので若干述べてみたいO
対馬は周囲を海で囲まれ,近 くを対馬噴流が流れているため好漁場が多いC このため漁
港は海岸線のいたるところに点在し,第4種 (避難港 4),第2噂 3),第 1穏43)の計50港
となっているC対馬の漁港は零細規模であり水深が｢般的に浅く,大型船用の泊地は一部
の港に限 られ,また海岸線が入りくみ.山が海岸までせまっているため水深が急に深くな
り,地盤がシル ト層であるため土木施土の困難性があり,投資の割には修築 (施設)が進
まない現状である｡
昭和26年にスタートした第 1次漁港整備計画から現在の第 5次計画までに着手 し,港内
波浪条件の支配を受けなくなった港数は18港で全体の36%に過ぎない｡
第5次整備計画では41港について,松野集貿156億円 (うち県営港 1276億円)で着手
したが,51年度までの実施 した額は76億円 (同41億円)で達成率は全体で49% (同54%)
となっている｡
昭和52年度から始まる第6次整鵬計画では,42港を総事業覚300億円 (うち県営港12,
154倍円)をもって整備し,完全漁港を現況36%から,80%に引き上げる計画である｡
① 林業振興計画
a.対馬林業の現状
対馬における森林面概は61.718Laで,対馬全島の面枇 (70.941J･a)の87%を占めている｡
所有形態別では国有林8.6%,公有林3.1%,民有林88,3%となっており,県全体に比べ,国
･公有林が少なく,民有林の割合が大きくなっている.民有林のうち私有林が54.513Aaと
最多であり,次いで,県有林 1.385La,町有林605FaとなっているC私有林の所有規模面
掛 ま県下では最も大きいが,専業林家は少く,戯 ･漁家との兼業が多い｡ こうした対馬林
薬の生産額は.昭和49年度で 2.210百万円 (61%)であり,生産額において占める割合は
低いとはいえ,全島の87%を占める広大な資源に恵まれ,この丑源の高庇利用を図ること
によって対馬の将来の産業の中核となる素質を十分に備えている｡こうした状況から,早
後対馬における林轟は計画造林が頓喜郎こ進展 し,人工林目標面頓26,000Laの造林を実行 し,
しかも,乾 しいたけ年産500tの生産目感を達成すれば,年間林黄生産額100債円を実現
出来ると見通 している｡
b.林業振興計画 ･草薮
ィ.造 林
戦後造杯の奨励が行われ,天然林から人工林への転換は急速に進展した｡しかし,昭
和34年,35年をピークとして労働力の不足,造林 コス トの高騰 ,造林地の奥地化など,
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厳 しい環境の変化により-lT椴の補助造林の年毎に漸減する傾向が目立ち始めた｡一方.
対馬林業公社が昭和34年設立 され.年 造々林面祖の拡大が図られてきた｡この結果,公
杜造林は昭和47*.48年には500kaの造林実巌を見る迄になったが,反面,｢般補助造
林は低迷をつづけ.昭和49年には230Laと昭和35年当時の実紡, 1.430J,aに比べ16%と
激減した｡また.順調な推移を見せていた公社造林も昭和49年をさかいにして諸問題杏
かかえ,大巾な椿少をせまられている状態である｡
ロ.保 有
人工林面磯 16.000kaのうち,職改組挿され,利用伐期令未満のものが約 14,looゎ
と91%を占めている｡ これらの山林は下刈り,つる切り,除伐,間伐,枝打ち等を必要
とするものが大半であるが,公社,公有林等の組織体,並びに一坪の.野林泉の山林を除
いては,つる切り,除伐,枝切り等,保有作菜の遅れが目立つものが多い｡しかし,こ
うした課題を解消するためには,労働力や盟金の不足等,様々な問題が横たわっており.
いまだ具体的に計画は立てられていない.
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-.林 星
対馬における林産物は,木材, しいたけ,木炭があげられる｡木炭を除く木材･ しい
たけの生産額は年々増加 している｡生産皿についてみると, しいたけは宕実な伸びを示
しているが,他はここ数年横ばい.又は,漸減の傾向にある｡しいたけは昭和51年度全
国茸品評会において数々の上位入賞を果た し,対馬 しいたけの名を全国に轟かせた｡こ
うしたしいたけ生産の急速な伸びに対し.流通の一元化の芦が強まり,昭和51年に生産
部門を森林組合が担当し,農協が出荷部門を受けもつことにfiり,ここ流通の一本化が
実現 した｡今後は森林組合.農協がそれぞれの担当部を有効適切に運営 し.生産販売の
一元化を軌道にのせることが期待されているo
乾 しいたけ生産丑
(単位 :t)
午区分 46年 47年 48年 49年 50年
対 馬 (A) 148 180 140 310 402
県 計 (B) 150 182 142 318 412
こ.林 道
昭和50年現在の対馬の既設林並延長は192hで全休計画延長426kzrに対 し45%の開設
進度である｡また,林道密度は3.4Tnと県平均4.lTnに比べかなり低い｡対馬の人工林率が
県平均を下担っている最大の要因は,こうした林道親等の基盤垂価の遅れである｡今後
林道を延ばすためには,思い切った国史の投入により地元負担の軽減を図る串が必要で
ある｡
林道開設の現況
町 名 民有休面恐山) 豊通全集甥 設貯(,no竜骨酢蒜■雪篭智(蒜
厳 原 町 la022 106,884 32.594 8.9 a.7
美 津 島 町 9.964 41.308 17.618 4.1 L8
豊 玉 町 6,548 49,161 34.222 7,5 5.2
峰 町 5.097 45.233 26.014 &9 5.1
上 県 町 13.734 82,900 44.752 6､0 3.3
上 対 馬 町 9,065 100.648 36.875 ll.1 4.1
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ホ.林発公社
株斐公社は昭和34年,長崎県,地元町村.及び森林組合が出資 して設立され.信託方
式による人工造林を拡大的に推進するとともに,林業経営の指導 ･研究を行い,あわせ
て国土の保全と地元公共施設を整僚し.対馬島民の経済発展に丑することとされた｡設
立後17年の経過で 2.150.589千円を投入し,4.337わCJ人工林を造林した｡その間,追
林意欲の高揚,林集労賃による所得増大等,地域社会への波及効果は大きいと思われる｡
また,第 1次のイ認 方式と第2次の分収方式による造林を推進する林業公社は二盈構造
の経営仕組として全国でも例がなく,昭和42年頃から全島的に個人の造林意欲の停滞が
目立っなかで,拡大造林の担い手として.公社への期待が大きくなった｡
第 1次造林計画と実梯
' (単位 1.山)
年度区分 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 計
計 画 50 100 150 200 250 250 250 250 250 250 2,000
実 紡 100 150 ll;). 142.6 150 226.5 200 2.02.1 208.1 254.8 I.746
従って個人有地も対象とする分収方式を採用し,さらに第2次造林への拡大経営に踏
み切ったが.その長細計画も昭和46年度と50年度に見直されることになった｡第2次計
画は,諸情勢の変化から実縦が大巾に下煙ったため,50年度に社会経済の事情と将来の
見通し等を勘秦に造林計画を更に改定した｡造林の計画期間を昭和60年度まで7年延ば
し,年間新値を減らして既植地の保育に盈点を直いた計画に修正した｡
第2次造林計画の実耕
(単位 :ka)
年度区分 44 45 46 47 4g 49 50 51 52 53 計
計 画 300 300 400 500 500 600 600 600 600 600 3,000
実 組 300 300 400 500 496 353 長期計画を改定するl l l
二郎3-
造林の計画 (単位 :Aa)
年区分51 52 53 54 55 56 57 58 5g 60 34年-50年の 実 耕l計
新 植 200 200 250 250 300 300 300 300 300 270 1,330 7.000
補 植 180 140 140 190 190 240 240 240 240 240 3,70Ll 51,740
保 育 3.470 3.350 3,350 3,400 3,340 3,440 3ー440 3,500 3.520 3,440 25.50059.750
① 対席腰林漁振興問鹿に対する所見
対馬は離島という特殊な環境下にある社会として.その振興計画には本土には見られない
困難があるものと想像されるO特に対馬の場合.島内の86.3%が山林であり,その占める比
重が大きいQそして,戚原町の一部を除いて全島が頁岩であり,仲秋屈の未発連な地力の低
い地質であることなど,様々な問題をかかえている｡
個 の々産業については前述 したのでここでは省くが,農林共については.今後の課題とし
て.地質に合った作種の選定が鍵ではないかと思われる,対馬の地質を見る時,現在でも本
土,長崎県平均より対馬の生産高は大きく下廻るものがほとんどであるO-部の高生産物を
除いて他の作物のかわりとなり,また,地元民の収益となる作物の試験的生産パイロット地
区を推進する必要があるのではないかOまた,漁業については,漁場の規模から,また.樵
々な法的規制状態からみて大きな発展は期待出来ないが.そうした情況において,例えば.
団体単位の大型漁船の帝人等による遠洋曲集の推進とか,さらに大規模な養殖の推進とかに
期待 したい｡また,対馬漁業の大きな弱点となっているのが,港の未整備であるD今後,漁
業がいかなる通を歩もうとも,港がその発展の鍵となるのは明らかであるQ漁業についてば
かりでなく,座林作物の運搬,その他,産業の振興にも対馬の玄関ともいえる港の軽僻は今
後更に大きな現題となるのは必敦であろうo
i正後に,総合的問題を 1つあげてみたい｡昭和35年娼からの帯皮経済成長以降の島内労働
力の島外流出.それにともなう島内の就業者の老齢化であるO特に釘一次産業である農 ･′林
･漁の冬美においては,それが著 しい｡対馬の産其構造において.専業従事者は極めて少な
い｡数多くの人が煎薬によって,その生計をたてているのである｡これは対馬の立地条件の
悪さと,離島という社会的制約が大きな原因と思われるが,同時にそれが,労働力の島外放
出･特に習牛髄の島外流出に一層加担 したのである｡こうした第一次産業従事者の老齢化と
いう状態の下に振興計画を実施 し.それがうまくいったとしても,それを受け継 ぐ者が存在
しないのでは産集発展を持続することは木E可能であるOこうした問題を育成するか,そ0)成
功に期待 したい｡ 井上 随治,藤原 清志, 三垣 良子
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ⅠⅠ 昭和53年度巡検 レポー ト
(新潟 県 ･佐 渡 島)
--Lj5 -
写 1-1 人川付近のこ段目の段丘面｡
あぜに大豆を構えた水臥 傾斜地は森
林になっている｡
写1-2 人川付近 ーJM の梗丘面を
段丘崖より見る.
水田と集落が立地しており,陸繋鳥で
ある入時も望まれる｡
写 1-3 -段と二段の段丘虞を流
れ下る水は,tをつくっている｡
写 1-4 干霊JLの井貴台
写2-1 西側入口そばの湧水｡ 写2-2 河原田城西側遠景｡
現在でもこの湧水か使用されているこ 台地状の地形を城として利用している｡
とか柄杓 (ひしゃく)から蕪せられる｡ 台地上の建物は県立佐渡高校の校舎で
ある｡南側 (写真右端)は城の町屋街
であったところである｡
写2-3 本間寺の山門
河原田の町の南東部に位置する本
間寺の山門となっている河原田城
の暮門｡
門には ｢城子脊｣の名かみえる｡
I一一
写214佐渡専行所跡 (石垣と松) 写 2-5 宗太夫坑入口
写216 道適の剖戸 写2-7 江戸水管の墓
坑内で作業中,火災のため煙死した人
足28人を葬った｡
写7-1 イカつり舶
写4-1 山居放牧場の木戸
1.佐 渡 の 海 岸 地 形
い
図1-1
佐渡は,日本海の波にあらわれる題であるため.特色ある海岸地形が見 られる.特に,海岸段
丘は島の大部分の海岸において見 られ,日本でも馳型的なものといえるoわれわれは外海府海岸
の,入川と千畳敷において,主に海岸段丘の掬圭をおこない,あわせて陸柴島.海食台の調査も
おこなった.図 1-1
(1)入川付近の海岸地形の概要
入川は相川より20kqほど北東にあたる海岸沿いの集落である｡この付近は佐波の中でも特に
海岸段丘が発達 しているところであり,また入川より lkJr余り北の入崎 (千本鼎)は陛繋島で
ある｡
① 海岸段丘 l
図卜2に示されるように, 入川付近では.4個の大きな段丘面を見ることがでさるOしかし,
ここより南西あるいは,北東方面に目を移すと,2-3段の段丘しか認めることができない｡
このことは,海岸段丘形成の要因となる地盤蛙塩の規模に局地的な差異のあったことをあら
わ しているようである｡
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入川付近の海岸地形 (海岸段丘 ) 凶 1-2
-&El
四IJ集落
段丘面は背後山地より流れ下ってくる入川 (河川名)によって刻まれ分離しているが,容
易に面の連続性を追うことができるるO
海岸段丘の平坦面の高度は,節-段目の段丘面が10TL以下,二段臼が50-110Tn,三段目
が170-21ooTn,四段目が250-3007nである｡二段日の段丘面が掛 こ広く,他の段丘面の
数倍の広さをもつ｡
三段臥 四段目は森林地帯となっており.主に広糞樹林である｡三段目,四段目は段丘面
の形成が盲いため,下位段丘面よりも侵食による谷の発達が靭者である｡三段目では特に同
一段丘面での高度の差異がきわめて大きいoこれは,隆起上丘の局地的な差異によるものと思
われる｡しかし,三段目などは段丘面形成後の侵食を相当受けているということも考えてお
かliけれほならIiいE,
二段目と三段目のあいだが,段丘塵の規模がもっとも大きく.二段目の段丘面からは,四
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段目の段丘は三段目の段丘のカケになって,見ることはできない｡
二段田の段丘面はきわめて広く, i.000Tn程定uj幅を持っているっ (琴 1-1)段丘面の
傾斜も,三段臥 阻段目より相 当一ゆるやかになっているO
二段目においては,同一段丘面とみなされる平坦面においても,数m程度の高度差の,也
較的急傾斜になっているところが見られる｡ (写 Il1)これは,段丘崖の規模の小さいも
のである｡海岸段丘の段丘面そのものが,その梅丘面そのままをあらわしている場合は稀で,
｢般にきわめて小さい段の貨硫したものなのである｡韓にこの二段目のようIil広い段丘面は,
小さないくつかの段丘面の連続によって形成されているのである｡
二段目の段丘面の中ほどには,こうした小さな段丘塵を相当はっきり見ることができる.
二段日の段丘厄は主に水田として利用されているが,この中ほどの5m程度の段丘崖より高
いところは水田と広葉樹の混合となっており.敏所により異なるが水Elと森林の割合が 3:i
ぐらいで分布しているq 二 段目の段丘面の中ほどより下方は,ほとんどが水田であぜに大豆
を栽培しているところが多い｡二段目は.その中ほどにおいて傾斜も変化 しており,中ほど
より下位はゆるやかになっているo二段目においては,小さな段丘崖の中で比較的規模の大
きいところや,侵食を受けて谷になっているところが.森林のまま残っているようであるO
-段目の段丘面には.水田と集落が立地 しているD (写 1-2〕佐渡は,決 して降水且が
多い方ではないが.大佐渡においては背後に大佐渡山地という大きな山塊が也値 しているた
め,水田耕作のためLZ)用水は十分確保されているようである01.000m規模の山地部からの
入 川 付 近 の 海 岸 段 丘 の 断 面 図 図113
帥叫
水が段丘崖を流れ下り,また流水となっているのである｡背後山地からの川の上流から.近
世の佐渡鉱山の坑内技術を生かした樋などによる引水もおこなわれている,このような水を
利用した,海岸段丘上に見られる水田耕作展観は,日本において唯一の例といえる｡
いずれの段の段丘崖も,主として広斐樹からなる森林となっている｡ケヤ手,カシワ,カ
エア,クロマツ,クルミなどが多い.
背後山地よりの水は,段丘崖を急流となって流れ下っていて,滝となっているところもい
くつかある｡ (写 1- 3)谷川には,上位よりパイプで水を引いて,コップがわりにあきカ
ンが置いてあり,飲用に供するようにしてあるところも見られるO-段目の段丘面には,こ
ういった背後の山地や段丘からの水を引くことによって,集落が立地しているのである｡
段丘礎層は局地的なもので,あまり見られない｡段丘面の基盤岩石のiには,赤褐色粘土
質土壌がわずかにのっている｡ この衷屑土は基盤岩石である安山岩や段丘携屑の風化土塊で
ある｡この赤褐色粘土質土塊はきわめてうすく.せいぜい lTn程度で,-段目の段丘面の水
田において竹の棒をつきさしてみると25-30cm程度で基盤岩石に突き当たった｡水田中に安
山岩の岩塊が露出しているところもあるO基盤岩石は安山岩であり,段丘崖の銘出した安山
岩は,斜面に流れ出た赤褐色の表層土に染められている｡
① 入崎 (千本崎)の陸繋鳥
人崎は千本鼻とも呼ばれ,安山岩の岩舷が砂硬質の州によって陸地とつながった小規模な
掩箕島である (写 1- 2)o岬の先輪部は安山岩の宕塊となっており,板状節理をIj:してい
る｡100Tn程沖あいの帆掛島は安山岩の上に如灰皆ののった形になっている.
州は5cm程度のレ手を多数含んで,梅棒線には,50cm程度の大きさの硬まで張筋 している｡
州の上は海岸植物が見られる荒地となっている｡
州の西側はずっと南方にかけて小さなレ手を含む砂浜となっており,東側は抄襟の堆概は
少なく.海水の侵食をうけた海岸地形となっている｡また,州の西側の安山岩の岩塊のあた
りには,ゴミが集郁 しているOまた,州を形成しているレ手が, lk7W弱南方で日本海にそそ
ぐ入川の川原にあるものと共通している｡入日は外向肘海岸においては,股大級の川であり,
ドンデン山付近に源を発するもので,壮年期山地的な必従谷をきざみ,侵食運搬力も大きい
ようである｡それらのことから,山間部から入日によって梅-運搬されてきたレキが.今度
は海水の流れにより.北に運ばれ,安山岩の宕G.E･につきあたって｡州を形成したと考えられ
る｡こうして,岩礁は陸地とつながって入崎となったのであるO州の形成には,大佐波の山
間部より流れ下る入日が非常に大きな役割をはたしたようである｡
入蛤には.火山活動の証左である緑色凝死者 (グリーンタフ)の岩塊が海岸線にみられる.
その巻向は北540乗,傾斜は東150である0
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入崎は･また･外海府海岸より日本海へ突書出した形の岬であるから,ここから外海府北
端に近い大ノ屯を望むことができ,外海府海岸北部の海岸段丘を断面図.に近い形で観察する
ことができるのである｡
入 時
図 1-4
(2)千畳敷の海蝕台と付近
の海岸段丘
相川の中心より,1.5kq程北
に弁天崎が有り,その沖合60
帆柱p所に千畳敷と呼ばれる
海蝕台がある (写 1- 4)0
その千畳敷は,弁天崎と二本
の槽で結ばれている｡
千畳敷は,凝灰岩であり,
中に輝石安山岩,花樹者.石
英斑岩,流紋岩などの僕を含
んでいるo中でも.礎石安山
岩の篠が,とくに多い｡硬の
形は,角ぼったものが,ほと
んどである｡この種の岩石は
角襟凝灰岩と呼ばれる｡
千畳敷の北の嶋に,高度 5
爪程の岩石がある｡南の方に
も,少し高い所がある｡この
2つを除いては.干宜激は.
満潮時には,湖におおわれるようである｡
岩に含まれた僕の大きさは,千畳敷の中においては,場所によって異なり.凝灰岩に含まれ
る廉については,鼠1-粥]⑦では｢辺30cnt位の濃が見られるが.図中①ではほとんど康は見られな
い｡また,他の場所では｡一辺 5cm程度の鹿か含まれている｡ この千畳敷は.海水の侵食によ
って礎の回りの凝灰岩が,まず削りとられ.疎かはずれて穴があくことによって,侵食が進ん
でいったようである｡
千二毘敵の回りの海底には,テングサが多く見られ.国中①の付近ではカキが付着 しているO
千畳敷と弁天橋を結ぶ2本の橋の中触点であるコンクリートの足場は,南北方向に走ってい
る巾数メー トルの安山岩の岩脈を利用して作られている｡
千畳敷と弁天崎の闇の梅底は.深さ11TL位であるが,千畳敷と前述の安山岩の岩脈との間に
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は.巾20cm.深さ5Ti程の
深みが.南北方向に走って
いる｡これは,岩石の硬度
の違いと海水の流れによる
ものと思われる｡
弁天崎の海側の崖は,や
はり安山岩であるが,安山
岩の上に銅が浮いて次色を
皇 している所もある｡
(図中⑳)
このあたりの海岸の岩石
は.安山岩が多いが,500
TTl程北には,薄緑色をした
岩石が海上に突きだしてい
るのを見ることができる｡
(囲中㊥)これは,流紋岩
に銅分が完全に汝透してこ
のような色を呈 しているの
である｡
このあたりの海岸段丘は,
三段の段丘面が見られる｡海岸沿いの成F段の段丘面に.下相川の町が,日本海の荒政から弁
天崎の岩によって守られるようにして位置し, ここから相川の中Jいこ向って町並みがつながっ
ている｡これより北では.戯下段の段丘面は存在せず.梅からすぐに二段目の段rT幽となって
いる8
二度目の段丘面は,高度401TL程度で巾もiOOTn足 らずである机 下相川の菓方では.わずか
に広 くなり20DTA位の巾をほっ｡
この付近では.外海府海岸中部の入崎はど海岸段丘の規模が大きくないようである｡段丘面
の侵食も進んでいる.三段目の段丘面は水田に利用されている所も相当ある机 それ以外は.
段丘息 段丘面ともに,広虚脱の多い森林であったり,健筆のはえた荒地のままの所が多い｡
段丘塵は,荒地になっている所か多いが.岩膚が簿出したところも見られる｡
この付近が先に調査した入川付近に比べて段丘面の水田利用の少い原因を考えてみる｡
入川付近では.背政の大佐故山地肌 その水を利用して水田の立地が可能であったが,この
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付近では.二見半島と呼ばれる半島部に近く,背後には,あまり大きい山地は存在 しないので
ある｡したがって背後山地からの水はあまり期待できないのである｡滑油も存在するがわずかで
である｡
しかし,背後山地からの水も入川付近のようではないにしても,ある湿度えられ,それによっ
って三段目の水田が立地しているのである｡
ここより南部の小木半島南西部では,背後山地からの水は,ほとんど期待できないため多くの将
の潜池を作って,きわめて綾やかな段丘面上で水田耕作を行なっている.,同 じ小木半島でも,滑油
瀞紬の少ない束部南郊では水田は少ない｡
以 ヒのことが,このあたりの段丘面が入Jl付近に比べて水田としての利用が少ない浬由のひ
とつと考えられる｡
弘志,小谷
玲子.小幡
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2. 佐 渡 の 歴 史 地 理
(1)佐渡の城について
佐渡には,中世期の城跡が,両津市内に13ヶ所,佐渡郡内に39ヶ所はどあるとされている｡
また佐渡の中世城鯨は,鎌倉期のもの と室町期のものに二大別され.さらに前者は守艶代職の
居館と郷代官の居館に,後者は地頭の城,地頭代官の城,村殿の城の三階層 に分類 される.
佐渡は,近世には#肝の直轄地として相川に奉行所が覆かれていたため,大名等は配思され
ず,それゆえ近世には中世期の城は全て廃城となり,そのためその多くは荒れるのに任かせ ら
れた り,平坦地及び台地地域では田畑 として的畢されたものが多く,また山城的なloのt)-ilri木
が,その表面を被っていたりして,一見城比であると判断できるものは皆無 といった状態であ
る｡
次に佐渡の城虻52ヶ所の名称と場所を示すと,下のようになるO
佐渡の城比の場所
図2-1
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両 津 市
① 飲代城
13 ② 梅津城
① 柿野柵城
① 片野浦城
① 久知城
① 相乗城
① 住吉城
⑧ 長江城
⑨ 羽風城
⑩ 其更威
･'tj) 両尾城
⑩ 苦住城
⑬ 常崎城
佐 渡 郡
① 赤泊威 rl_D 軌上城 ㊨ 渋El城 ㊨ 舟下城
② 要番号城 ⑫ 上新線奴
① 五十里城 (B) 河原田城
① 泉 城 qi) 北方城
① 爪生屋城 ⑬ 盟野江戚
① 大野城 ⑲ J当分城
⑦ 大府城 ⑱ 推大成
① 人相出城 盛 雄此山城
① 聞旧城 ⑲ 沢根城
????
?
⑳ 水渡田城
⑳ 宮浦城
勧 竹田城 ㊨ 村山城
虜 多田城 ⑳ 目黒町域
轡 篠津城 ⑳ 谷塚城
@ 西方城 ⑳ 矢馳城
歯 酉三川城 ⑳ 吉井城
⑳畑野地 車-吉岡城
QB) 小木城 歯 三宮城 ⑳ 羽茂城
以｣二あげた各戚虻が佐渡には払っているのであるが,中世射 こは佐渡の[1-l心は国中平野の東
南部であったため,この地域に城比が災中しているo
城は.自然地形を唾かし,台地.海岸沿の山地.河川などが城を構成する要苅となっている
場合が多い｡場所的な面でも.海岸沿の娩出は.多くの場合,港湾 (現在では漁港程度のもの
であっても)を眼下にすることのできる促進にあるOこのことからして城というものが,その
地形的要因だけでなく,人為的雪組も輝く関わっていることが案せ られるO
栴岸沿の城祉だけが,人為的に関わっているのではない,というのは城というものは,それ
が戦陶を目的としたものであったとしても,そこに人間の営みというものが行われるのであるか
からして,自然的要紫だけでその存在といったものが維持できるわけはありえないからである｡
今回の調査では,新値村北方の北方威.佐和田町河原田軌 そして弟野町竹田の雌風城の3
ヶ所を実地調査 したO
まず北方放であるが.文献によると北方の竜城は.現位位の西方約 27Oメー トルばかりにあ
り,今では水田と化 しているO現在の地点に城が其かれた時期は明らかではないが,遅 くとも
弘治 2(1556)年以前であるとのことである｡
城はまわり忙汝をめぐらし,その内郡は,南北約 120メー トル,東西約90メー トル,両横
1-クタ-ル磯である.この北方の北71R側を流れている新僚川は大井川となっており.河珠は
集落よりもやや高くIi:っていて,そのためなのか.その伏流水が,沸 くのであろう袋港内には,
10ヶ所の薪水点があり.そのうち6ヶ所は曲の糾 こあるO これらの水がたたえられて殻が成り
立っている｡ (浅 りの 4ヶ所の湧水も,細い水路で漁に流れ込む)穀の幅は広いところで約12
メー トル.狭いところは約5メ- 卜′レ,濃の火側の部分ではほとんど水がないが,西側の部分
では,水がたたえられているOまたは削州の入Hの脇には湧水があり.その溌水は (写 2-1)
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のようにIi:っているoまた,北Iluの出口の西寄りにも湧水があり.水を澱み上げるために'-<'li蜘
ポンプが備え付けてあったOこれらからも現在でもこの痢水を.この城内の住民が日常地相 し
ていることが案せられる｡
鮫の内側は,やや高 くなっている部分もあるが,土塁といえるほどのものではないOまた,
瀬の北西側や南東側の一部では.殻の内側に沿って木立が巡らされ,また嘘の南側では虎の外
側にも木立がある｡
定の内側の過半は宅地が占めていて.そ
の間lこ畑が介在するが,主として自家用の
菜園程度のものである｡
城の出入口は,現在では東 ･西 ･北の三
万である.そして壕の外仙 ま大部分水田と
なっている｡
この北方掛 ま,城の性格としては,戦Eg
期の動乱に備えて,城主が構弟したもので
あろうが,麓は巡らせてはあるが,土製が
存在していたかどうか.宅地と化して手が
加えられているため判断するのは不可能で
3･dは湧水の位把
図2-2
ある｡また規模的にみても, 1ヘクタール魅程度であることからして,任地武士の東館程鑑の
ものではなかったかと思われる｡
北方付近は.EI園地帯として水EIが題盤の目のように広がっている｡城が構築された当時も
この辺 りはJk田地帯であり,この地域一帯を支配していた村敗が防術のため榊某したu)であろ
うoLかLfl料によると現在この城内に眉を構えている家で. I-クタール以 ヒの耕地を所有
しているものはないとのことである
次にょ‡野町にある祖風城についてであるが.脱出は山野町の中心地新町J)北東約 1.5キロメ
- トルに位腔しているo
この城虻は,田中平野の西を限る海岸砂丘の縫付湿地に南方の小姓 波山地からのぴてきた洪
桁台地の兼輔が埋没する付血 比高2-3メー トルのわずか1起伏をみせるにすぎない舌状台
地の先端部に立地し.娘 IfFg･北の三方を低湿な沖払代地に牌まれて,南東側のみが一条の泥
田臓を隔てて竹Hj台地に連なっている｡城跡の｣一塩と.LAわれるところは.現在では低木の.+立
となっていて,その形はC字型を台地の北西-北-東-南東剛に形成しているOその上塁は基
底幅6-12メー トル,都内平坦面との比高 2-3メー トルと7､-ているO
城の模様は栄西約80メートル,南北約 120メートルほどである｡郭内は現在では大部分水田
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となっていて.一部に畑地がみられるO灘仰 ⊂とがるには南粟部の一ヶ所しかなかったOまた
ilTとiBの也風域バス停の由寄り約50メートルのところにr舵風城跡之碑Jが建っており,また都
内の南嶋にはr組成城跡Jという立石板が諾っている｡
他成城の改跡は,現在ではまったくtf在せす.通や永田と化している.
軸内の水tElからは奈良 ･平安時代の瓦 ･土展片と共に,鎌倉時代の頃の遺物である陶質土器
片や宋百般の破片なども出土している｡
嘘風城は.台地に位皿しているため.嬢盟
がよく.奴館としては付利ti'立地奄件を備え
ていると思われる.またこの付近は佐波の同
府跡や国分寺とも距離的に近く.托政のlF)心
と〕えるであろうO こ0)ような也所に城飴が
築かれたのも納得のいくことである｡
次に佐和皿町大字河原皿にある河馴 iI城に
ついてである机 この城比は,南に向ってfJ-
状に突き出た台地を教条の垂崩で犠新し,そこに主部以下数井を設けた戦L5J胡膨式の館城であ
るo l銘後瑞部に一段高い退楢が,ここが ｢テンシュ｣などと呼ばれていることから,あるい
は近世城郭にみられる天守的な捕えがあったのかもしれない｡台地の両側には潔い沢がはいり.
後方もまた堀状の沢によって遮断され 前方は石田川が流れる自然の地形を巧みに利用 している｡
城下には町屋を配 し,さらに周辺には幾つかの支城を持っており,佐渡では軒一級の戦国期
放郭である｡
この奴はまた一名粟野城という名があり,この呼び名は,城の曲輪の名称から出たもので,
曲輪 (本郭)を東丸,又は雷電丸といい.西の曲杓を西丸または束福丸といった｡また管丸と
呼ぶ,滞三郷もあり,城郭細面軌i2.6ヘクタ ルー余にも適 したそうであるoまた封子ケ城とも
いったが,これは本間氏 (この城の城主,戦風P]佐渡第-の大名)の蚊 ｢四ッ日絵｣から出た
ということであるO
この城跡は.現在では新税県立惇波高技となっている.学校関孫
者によると,当時の遁磯といったものは接触であるとのことで,自
然地形以外に河原田城を連想させるものは現存していないo
Lかし.河原田城の盛門といわれるものが.この城の南西に位故
する本間与の山門として現存している｡この門にIir城子卸Jの名があり確か国隆国にこの門が'(i河原
田城の遺構であることが寒せられる｡
河原u]城は.北方 ･成風IJJj城と比べて,規喚的にも大きく,また城の周辺には家屋が前二つ
- 107-
よりも多い｡また台地のIB-さが辺りよりも10-20メー トル程度あり遠望もきき,河原田の街
も,また癌も望むことができる｡
以上の三つの城虻について調査 したわけであるが,前にも述べたように少 くとも400年以上
もの間.城と しての機能を果 していないため,明らかに城であるといったiA,柄はほとんど現存
していIiい｡
(2)佐渡金山と相川の町並
佐渡では.中世まで銀山として発掘 されていたが,座長6年 (1601)に金鉱山が発見され,
以来,本格的な朗発がなされた0
-年の産執 銀一万五千茸 目.金百貫 目.
これが,佐渡金銀Illの鰻盛期を端的に示す数字である｡座長か ら寛永までの約30年間は体腔
金山史上.画期的な繁栄の時期であった｡
寛永の末ごろから,やや衰えをみせは じめ, 明治初年に外国採鉱法を採用 して-一時畑】活気を
見せたが,すでに老年期に入り,明治29年に三 教会貴会社に払い下げられたO別在では金銅と
いうよりも,鋼製餅の溶剤に使 う
珪駿鉱 (石英で,そこに金や銀が
含まれているのであるが)を採掘
している｡
佐渡には,数多くの金銀山が各
地域に分布(図2-4)しているが.
その主体は.もちろん相川金銀山
である｡
相川町は.大佐渡の北西部にあ
り.佐渡金山によって発達 した鉱､
山町である｡西は日本海に面し,
南は符野峠で佐和町町と墳 してい
るO昭和31年 9月,金泉.二見.
rlniJ干,外海肝の4村が合併 し,東
西7.9kpr.南北44.7km の帯状に長
い町域を形つくっている｡中心地
の相川は,海岸の段丘の上に家並
みがあり,金山が発見されるまで EZJ2-4 佐波の金銀山分布凶
-1US--
ゴー JRh7,;完 鄭 請 跡
の 軌 L価額所
'.1aI
戸 暗の歪
ロ .刷 一.汰郷〒所跡 火安野 中山峠臥
'p-肝
は,単なる漁村にすぎなかったといわれ
ているOそこで我々は,相川町に敢在す
る金銀山のIiLごりをたどってみることに
した｡現在,相川町には,観光的に金銀
山のなごりをたどる遜抄造ができている｡
我々は,それも利用しながら.図2-
5の赤緑の場所をたずねた｡
両紐′イス本線相川駅のすぐ近くに浄七
宗大安寺という,銀山代官大久保長安の
建てた寺がある｡その大安寺の門のとこ
ろから大通りをとに替って行くと,甫lot
大疎水かある｡
元禄時代,蘇府財政建て直しのために
図2-5 巨費を投入して･海岸から銀山の底に掘
った水質であるOすなわち,坑内の溺水や地下水を呼水酪方式で処理するものであり,手掘り
で完成させたそうである.最近までは,中に入れたそうであるが,内部が崩れ始めたので.堤
在は,入口が削ぎされ,入ることができliかった｡
たまたま,屠合わせ案内してくれた老人の話によれば.内部には蒲があり.そこを水が流れ
たが,通路もあり,鉱石の運搬にも利用されていたそうである｡また.現在は,この水路より
F部は水没坑と1.LlっているそうであるO銀とノミだけで掘ったので,このノミの跡が天井や壁
I-L百に題をため,くもの盛のように美しくみえるので. ｢くもの巣間切り｣とも呼ばれているo
さらに登っていくと.大工町通りに入るo 鉱山の人工 (相川では,金を掘る金野りのことを
大工といい,家を建てる人工のことを番匠と呼んでいた)が住んでいた町である｡入口にカマ
トのある家,間口がせまく.関西風の通り魔のある家が許の形式を残 している｡
大工町は,鉱山と垂行所との間にあるいわゆる山師町の名残の 1つで,はかに,鹿町,米屋
町,同心町など,むかしの役宅や,呉服商人の町などがある｡町並みの配腔をみると.当時一
番大きい湾であった大間町の海岸沿線｣二に.柴 l薪)町,紙屋町.炭星町,坂町,材木町.堤
屋町なとの問屋街が軒を並べている｡そLど.上町の台地の奉行所の前方に,京町.味噌漫町,
米屋町,四 卜物町など主に消坪物資を掛 け る商店街がかたまっており,その周囲を緒役員の
住む勘定叫,同心町,山師や労働者の住む弥十郎町,新五郎町,勘四郎町,六右衛門町などが
とりまいており,当時の都市計画の梯子がうかがえる｡段丘の軒日田をきりひらいて家が立てら
れているので石段や,石垣造りの家が多い｡
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佐渡あ行所 (帥姐)跡 (写2-4)は.相川rTj学の敷地の-部にある｡慶長九年にij!てらわ
たO北側に職川,南側は長坂oj谷地,海岸に廊した西方は,地獄谷の急なLB艶をとbなってい
るOその三方の天然の要害にはさまれた舌状の台地に舘がつくられているO南側および前方uj
上町台地側は,幅3メ-トル程のカギ型の内疫をめぐらしてあるO地物は,安政5佃亡再建さ
れたものが残っていたが, ■唱和17年に焼失し,姫と石垣の松が昔の面銘をとどめているにすぎ
ない｡辿物の写虫は,相川郷土帖物鮭で見ることができる.
大佐改スカイライン沿いには.鉱1畑 番所があり.それを過ぎると.中尾沢というところに,
三菱金幌の別会社が縫宮する ｢ゴールデン佐波｣ (観此施設)かあり.金銀tD椅軌 こ柁1どを
展/斥しているOまた, ここでは宗太夫坑 (写2･-5)も一般公開されている｡議太夫JfLは,佐
渡金山中脳も良質の鉱脈であった常盤朕を追って掘られた割闇渉で,Irl師宗太夫がこの坑LL｣を
約け負ったので,この名がついた｡
坑内では,磁気 じかけの人形を使って鉱石採掘.水替作業などの様子を再現 しているo
この坑迫は採掘のはかに,坑内水を汲み上げるために木盛ポンプ (水上輪)を並べたり,鉱
石を遊び出すために大型になったoそしてこの坑i古は,火典を使わずにノミとツチだけでU]り
開いたもので壁には細かいノミの跡が見える｡又.左右には狸穴 (鉱山大⊥が鉱脈を探すため
に,辛うじて身一つで掘り進み.そのまま後退りに脱け出たその有様から名付けられたといわ
れる)がたくさん足っており.照明用の灯油の煙で黒光りしていたo
そCJ他,江戸時代の初め頃に記録されている.退避,胃軽,中尾,大1T.,七助,鳥越,倍次,
日向,餅尾,勘太夫,六十枚などの占い坑口も荒廃したままで残っているD
江戸時代は,みな下踊りで,鉱石搬送のレールは使わないから,近代oJ坑i点と違ってすT,き
りとした水平坑道や斜坑はない.非常に不規RrJで,山のガタガタ道と舗装退路はどの大きいぷ
いがみられる｡そして,よい鉱脈のところだけを追って掘り進んだ傾向が強く.クモ0)巣のよ
うにたくさんの坑道がのひている｡
地表から120mあたりの深さで海面と同じFfiTさに1,Llるが,江戸時代には,こL/3病癖すれすれ
の深さまで櫛られていたo
カンテラの代わりに用いた土滋の灯皿や,｢F故はしご｣と呼ばれる一木cL)丸太に足がかり
をつけた古い坑内用梯がときどき掘り出される｡
これ らの実物や.坑道の損型などは,相川郷土博物館で見ることができた｡
鉱山のTi番所のす(.ii剛の山は ｢道遊の劉戸｣ (写 2-6)と呼ばれているU
緑の山をff中から断ち割ったような奇農をさらす退避の割戸は座長6年 (1601)磯子鉱山
0)山師渡辺俵兵術が発見 した巨大な塔頭鉱舵の跡で,佐渡金山の降盛の某を造った鉱山であるo
ゴ-アン佐渡を過ぎ,沢合を歩くと)退避の割戸のIj!側に出る｡ 山が,かきむしられ.卦茶けた
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肌に無数の穴がある｡小さいのは,横番という法相坑,大きいのは,廊下という鉱脈にかよう
穴である｡この割戸の南側の商い台地には ｢上相川千軒｣と呼ばれた.江戸初期の市街地の跡
があるC現在は人家はないが,森林や畑の中に.石垣や井戸や寺跡がポッンポッンと洗ってい
る｡
コ'-ルデン帖度から左-折れて小さい山迫を登ってゆくと中足坑の釜ノLj (入口)の駒に.
江戸水路を監空兵した ｢･江戸水声小屋｣かあったOこんな山奥に,小足を蛙てたのは,水音の作
濃が, Lに中尾坑内で行なわれた為らしいか.小屋から逃げるのにも,左右は急な山にさえぎ
られてむずかしいCL)で,監視のためにも良いii所であったという｡
また.人工町通りの近くに,水替紙宿の題 (写之-7)｡晶永6年に槌てられたものo
こうしてみると,相川の町は,金取があまりとれなくなった現在でも,江戸時代の名残りを
そのまま威 し,金銀山を配光に利用しており.金山のおかげをこうむっている町である｡まだ
また金山は,生きつづけている｡
尚子,杉
正章,福本
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3.両 津市 の 人 口
(1)人 口
両津市は.昭和29年11月, l町6村の合併によって.超生 し,附和31年11月に現在o)hJ政区分
になった｡
昭和50年10月 1日現在,両雄市に常住する人口の総数は22.110人で,巾の総面1‡235,53kdで
あるから. lkjI当たりの人口密度は 93,9人である｡市制施行当時の人r,コ密度に比べて,36.1人
(27.8/%')の大幅な減少となっている｡
表 3-1-1 人口の推移と人口密度
年 月 人 口 両 群 人 口 密 度 lkJ当たり減少数 減少率
昭和30.10.1 30.619人 21.4.20ki 130.0 - -
35.10_1 28.892 235.47 122.7 7.3 5.6
40.10.I 26,494 235.49 112.5 10.2 8.3
45.10.1 23,483 235.52 99.7 12,8 ll.4
｢昭和50年国勢調査 両梓市の概壁｣より
(2)世帯数及び人口の推移
(D 世帯および世帯人員
昭和30年からの世帯の推移をみると,家族形態の特色として,小家族化,接rii族化oj似rLl]
が化られ,30年代は特に著 しい増加ぶりを見せているO しか し,40年代では全く摘=速 し,LtL-
･Tht^ 員からみて限界点に適 したものと思われるO (表 3-2-1参照)
表 3-2-1 年次別世帯数の推移と指数
区 分. 総 数 普 通 世 箱 準 世 帯
実 数 指 数 1世′;昔当たり人員 実 数 指 数 1世嵩当たり人員 実 数 指 数 =世帯当たり人員
昭和30年 5734 川0∩ 5.2 5.494 100,0 5.4 240 100.0 2.4
35 6,Oil 104.8 4.8 5.734 104,4 4.9 277 115.4 2.1
40 6.281 109.5 4.2 5,986 109.0 4.3 295 122.9 I.8
45 6.290 ]09.7 3.7 6,037 109.9 3.8 253 105.4 1.4
rn3 -般家庭で托居と生計をともにしている人のJSまりおよび理身者で.一戸を構えて住んで
いるものを普通世帯 と7i-･.pい,それ以外o)l什握で.一般家庭に独1_tした住居をもつものや,下
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宿,間借 り,その他の施設などを利用 しているもo)を準世帯という｡
｢昭和50年虚勢調査 両津市の概要｣より
① 人口の推移
両肘 口の人口の推移を大IlI9年国勢凋丑山陣についてみると,戦後のベ ビ-ブームを迎え
るまで年 々増加の慣向を示 していたが,合併故における自然動態 (出生 ･死亡 )又は,社会
動態 (転入 ･転出 )の草 しい蛮掛 ･こより,漸次戚少の一速 をたどり,昭和30年の総数 30.619
人に対 し,昭和50年の 22.110人とな り,この20年間に8509人 (27.8fb')磯少 して,年間平均
約 425人ずつ,年率(こして1.5,%の減少をみたことになる｡
昭和30/LTlを進撃 とし/+I_地区別人lコの指数は.昭和50年において平均指数 722のところ,両
津,加茂 uj2地区が上1司っているに止まり.他cr)6地区はいずれも劣 っている｡ti:かでも水
律地区にあっては,半分以下の著 しい減少ぶりを呈 してい るQ
表 3-2-2 年次別,地区別人 口の指数
30年 -1M として
区 分 外海 府 内 海 府 加 茂 若 年T間 排 河 崎 水 汝 岩 首
昭和30年 In°.∩ loon lDOO 10ユり 100,0 lr)OO 1000 lOOO
35 93.9 99.6 95.5 9乙畠 96.5 93.2 85.8 922
4∩ 78,7 79.2 87.6 呂1.9 94.2 85.3 69.7 BL川
45 64.1 63.5 79.7 73.7 85.1 75,3 56.7 65.∩
｢昭和50年国勢細萱 両津市の概要｣よ り
両雑巾は,佐波の薮玄閲でありなが ら,海岸線84七hIにも及ぶ延長をもち,昭和45年に辺地
指定を うけ,更に翌46年に過疎の指定をうけた. こうした環境下 にあって,中心部の両津 ･､
加茂などの人口盟 l-1】地区周辺は,人口移動が比較的程やかな推移を示 しているが,養隔地の
それは,転嫁ナ封珪下現象を表わ している｡図3-3ll｢国勢調査にみる人口の推移｣
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図 3-3-1 国勢偶査にみる人口の推移
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｢昭和 50年国勢調査 両津市の概要｣より
そして,表 3-2-1と図 3-3-1からわかるように,両津市も世帯数は減少 しないが,
人口は施少するという過疎化の特徴を示 しているo
t3)年令階層別人口の推移 幼年人口･生産年令人口･老年人口
∈) 年令別人口
年令 3区分別人口の推移をみると.表3-2-1に見るように,総数では人口減少になってお
り･階層別では,生産年令人口が樫やかな上昇率を示 しているのに対 し,幼年人口は減少.
逆に老令人口の増加が目立ち.人口省令化の現象が急速に進行 している｡
との背負として幼年人口の低下は,自然増加の伸び率低減もさることながら,社会経済帖
勢の動向等による粗再生産年令人口の都市-の流山が.増加率を阻んでいる人きな室岡であ
ろうCこの現象は･生産年令人口-その影響が現われ,構成比においてはわずかな伸び率を
示 しているが･実数では減少に転じている｡ これに対して老令人口は,合併後のZn年間に,
実数で927人 (約31,% )の増加となって,老令化が鞭著に現われている｡
一 日4-
表 3-3-1 年令3区分別人口の推移
(x= * 年 次 別 構 成 比
30 35 40 一5 5fl 30 35 u 45 50
人 口 総 数 30.60928.89226.4942ま18322.110lOnO1000100.010001000
0-1.4才 (咋少人口) 10.300 9.276 7.333 5.669 4.733 33.6 32.1 27.7 24.1 21.4
15-64才(生産年令人口) 18.26817.35616.84515.263l4.399 59.7 601 63.6 65,0 65.1
図3-3-1 年令層別人口構成
1816 1412 10 8 6 4 2 0盲人 02 4 6 8 10 121416 18
･_･∵ ｢昭和 50開 巻調査 両津市の概要｣よ｡
(D 男女の別
昭和30年以後の勤王年次における総人目に対す る男女の性比は,総じて女が男を上回って
いる｡これを年令 5才階級別偶成についてみると.0-4才では,男子の出生率が高いこと
を表わしているが,辺地によるため,中央に比JIT医辞水準が低 く,乳軌児死亡率がやや高い
ことなどから.年令の上昇に従って,男女の極寒が撮ってきているCそして15才以上になる
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と,女子人口が断然多くなっている｡
こうした人口移動の推移は,全Fjj人口のすう勢と人口構造の特色0)-つの現われとみてよ
いだろう｡
表 3-3-2 年令5才階級,男女別人口の推移
区 分 昭和30年 昭和35年 昭和40年 昭和45年 昭和50年
盟 女 罪 女 男 女 男 女 男 女
計 14,687 15､932 13-731 15.161 12,481 14.013 ll,On6 12.477 10.431 ll.679
0- 4 1.573 I.532 1.164 1.173 1.n48 991 78r) 713 689 62n
5J-9 lT974 1.967 1,544 1.508 1.155 1.149 993 川nO 752 721
10-14 I.677 1,587 i.937 1.95n 1.506 1_.484 i.083 I.100 989 962
15-)19 1.295 1,398 1.095 1.090 1.250 1.242 825 806 686 721
20-′24 1,181 1.325 792 1.028 446 633 512 610 427 430
25-ー29 1,055 1.169 I.n60 1.142 712 898 496 581 641 623
30-34 877 1,127 990 1.103 LOOT 1.097 700 863 525 571
35-39 777 985 814 1.047 923 1.038 952 I.029 674 830
40-44 834 941 709 936 781 1.007 897 I.028 952 999
45-49 793 885 772 915 680 925 749 968 851 975
50-54 701 696 737 838 724 885 646 861 725 938
55-.59 529 606 618 659 665 773 641 802 605 822
60-64 52.2 562 474 537 551 6r柑 590 707 616 788
65-.69 409 464 435 496 383 484 455 545 523 66n
70-74 260 347 309 345 329 387 301 378 378 474
75-79 157 208 172 235 198 240 229 283 215 293
｢昭50年国勢調査 両津市の概要｣より
(4)産業別就業人口の推移及び年令階層による就業産業の速い
① 就黄状壊
人口級数に占める15才以上の人口の割合は,昭和30年の6a3,%に対 し,昭和50年では7&6
,%に達した｡従って.労働人口の増加が見込まれる現況は,これに反して,進学率の上昇と
老令人nの増加に伴って,非労働力人口がl.領 ､伸長平となっている｡就業状態では.労働力
人Uの80%J)J上が起職者であり.このうち男が6勝 むくを占めていることから,女には就業
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の門戸が狭小となっている｡ しかしながら,旧来からの社会の桃遼をみるとき,時宜を得た,
バランスのとれた就農構造とみるべきであろう｡
表 3-411 15才以上の労働力の状態
区 分 昭和30 35 40 45 50
実数 うち男% 実数 うちTJ,% '岩牧 うち男,% 実数 うち男ガ 実数 うち男%
15才以上人口 20.298 46.6 19.616 4&3 19.161 45.8 日.797 45.8 17.377 4&0
労働力人口 15.466 53.5 14.943 5ユ5 13.67一 52.3 13.138 51.4 12.751 52.4
就水 音総数 15.3Og 53.6 14.890 52.4 13.58ー 52.3 13.040 51.3 1乙621 52.I
EL,こ仕 事 (15.15D 53.5 13.104 56.7 lLTZl 60.2 ll.Jog 57.7 10.151 63.3
従 に仕 すー I.561 14.7 I.575 84 i.581 4.7 2.384 3.9
休 誰 小 15日 61.A 225 64.4 152 63.8 5n 72.5 86 73.3
ンLE全欠某省 147 52.4 53 62.3 113 50.8 98 608 130 75.4
非労働力人口 4.832 24.2 4.673 26.6 5.487 29.8 4,659 29.9 4,626 28.6
ii' 小 i.993 2.3 1.4307 0.9 1.784 2.6 1.753 1.4
通 学 I.225 5).I i.960 50.4 1､,335 50.0 1.226 4&8
｢昭和50年国勢調査 両津市の概要｣より
① 産韮別就其人口
昭和30年以降における産炎別人口構造の地主をみると,第 1次産業から第2･第 3次産米
へと移行していく激しい変貌をとげている｡昭相30年調査時か らみた第 1次産薬から第2･
節3次耗典-と移動した人口は,昭和40年次でLJ勉 (うち第 2次席業 3,%,第3次産楽日%)
昭和 5畔 次には27矩 (うち解2次産澄 6%.帯3次在英21,% )と大巾な動向を示しており,
第 1次躍濫(腔杯独楽 )の比屯は大きく後退.反面,第 3次産婆,サービス業に躯申し,ま
すます膨張していく気配が感 じられる｡しかし.第2次虚薬は,比較的ゆるやかな伸び率に
止っていることからも,I.liI給の帆孫から飽印状噂に達 したものと思われるo
また,洗薬者の咋令棉成は,30才から50才代までのqj,高年令層が高い比重を占めており,
人EJの.:'l;･令化に伴い,一段と氏束な存在となろう｡
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｢図 3-4-1 産業別就業者の年次別推移
昭和30年 昭和35年 昭和40年 昭和45年 昭和50年
｢昭和 50年国勢調査 両津市の概要｣より
表 3-4-2 産業別15才以上就業者数
区 分 l昭和30年 35 40 45 50
計 うち男 計 うち男 汁 うち男 計 うち男 計 うち男
総. 敬 15,309 8,20514,890 7.808]3.561 7.07613.040 6.351】2.621 巳578
第 1次産業 10.422 5.122 9.181 4,347 7ー310 3.453 6.005 2.726 5.159 2.4JT3
良 薬 &446 3.517 7.725 a】75 6.260 2.551 5.130 1.944 4.321 I.732
林薬 .狩猟 薬 56n 354 345 201 108 90 32 26 17 15
漁 業水 産 養 殖 LH6 1.251 1.111 971 942 812 843 756 821 726
帝2次壷井 1.287 1.047 1.614 L211 I.6M 1.124 1.754 1.234 I.794 I.206
鉱 兼 59 44 92 65 67 45 60 47 40 24
建 設 業 579 557 859 723, 864 702 949 765 924 756
製 造 業 649 446 663 423 669 377 745 422 830 426
第3次産薬 3.600 2.036 4.089 2.247 4.849 2.499 5.281 2.72g 5,657 2.896
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昭和30年 35 40 45 50
計 うち男 汁 うち男 軒 うち男 計 うち男 計 うち男
電気 , ガ ス水 道 X- 57 58 53 47 65 60 66 59
サー ビス 葬 1229 547 1.らll 721 I.592 720 1.931 850 2.I)92 882
公 有 310 230 269 224 348 285 384 291 373 301
｢昭和50年国勢翫豊 両津市の概要｣より
(5)人口移動
ここでは両津FFの人口の社会動嬢を見ていきたい｡
① 中学校 ･高等学校卒糞生の動向
まず,両津市及び島内の主要な人口流出源である卒黄塵の動向について述べてみたい.
表 3-511 卒業年別動向
a 両陣市内中学校 (単位 :人 ) ( )内 :構成比
卒好F 卒蔑者総数 進 学者 就 職 者 家一野従寧者(農兵を含む ) 就職しながら進学してい る 者 これらIこ分類 されない . 者 卒報者総数対前年 比
昭和 4坪 計 516 420 68 2 18 8 (loo.78)
‖OO) (81.日 日3.2) (0.4) (3.5) (1,6)
輿 257 22 25 1 6 3
日∩0) (86,4) (9.7) (04) (23) (I,2)
女 259 198 43 1 12 5
‖OO) (76.4) (16.6) (a4) H.6) 日.9)
昭和4昨 汁 478 川9 37 6 6 20 (92.6日
(lOtI) (8瓦6) (7.7) rl.3) 日.3) (4.2)
男 239 211 20 2 1 5
(loo) (88.3) (&4) (0_8) (0.日 (al)
女 239 198 17 4 5 ;15
(Inn) (82.8) (7.日 日.7) ( 2 .日 (6.3)
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卒静 卒共著総数 進 学 者 就 職 者 家事従坪者(鵡英を含む ) 就職しながら進学 してい る 者 これらに分類 さ れ ない 者 卒R'者総数対前年 比
昭和47年 計 445 384 41 - 7 13 (93.ln)
(loo) (86.3) (9.2) - 日.6) (2.9)
輿 219 193 22 1
‖OO) (88.I) (10.0) - 川5) (1.4)
女 226 191 19 - 6 10
(lop) (84.5) (&4) - (2,7) (4.4)
昭和48年 計 450 411 22 - 4 13 (lot.12)
(100) (91.3) (A.9) - (09) (2.9)
男 222 20 10 3 8
(loo) (90.5) (4.5) - 日 .4) (3.6)
女 228 210 12 - l 5
(100) (92.1) (5.3) - (0.4) (2.2)
昭和49年ri 計 443 401 18 3. ll 川 (9a44)
(100) (90.5) (4.1) (0.7) (2.5) (23)
男 214 196 8 2 3 5
‖OO) (91一6) (3.7) (0.9) (1.4) (2.3)
女 229 205 lO I 8 5
｢昭和49年 両津市の卒某動 向 1両津 市｣より作製
b 佐渡島内高等学校 (単位 :人 ) ( )内 ;構成比
卒頚年 草薮者総数 進 学 者 就 職 者 宏-W 蹄 者(皿選を含む ) 就戯 しなから遊学してい る 者 これらに分類 さ れ ない 者 卒業者総数対前年 比
昭和45年 計 481 106 270 9 6 90 (94.87)
(100) (22.∩) (56.6) (1.9) (I.3) (18.7)
男 23n 53 121 6 2 48
(10n) (23.0) (52.6) (a6) (0g) (20.9)
女 251 53 149 3 4 42
Uno) (2一.0) (59.4) 日.2) 日.6) (16.7)
汁 4ー6 96 233 5 5 77 (86.49)(lop) (23.1) (56.0) 日.2) 日.2) (18.5)
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忘＼卒選者総数 進 Jtf者 就 職 者 飼 -i従雪堵〔吐典を含む ) 就赦しながら遊学してい る 者 これらに分類 されない 者 卒業者総数対前年 比
昭和46年 罪 2n8 51 112 3 - 42
‖OO) (24.1) (53.8) 日.4) - (20.2)
衣 208 45 121 2 5 35
(川0) (21.6) (5&2) 日.0) (2.日 (16.8)
IlH.J綿]47年 計 383 84 197 12 6 84 (92.07)
(川り) (21.9) (51.日 (3.日 (1,6) (21,9)
鍋 194 47 2 5 - 50
(100) (24.2) (47.日 (2.6) - (25.8)
if 189 37 105 7 6 34
日0n) (19.6) (55.6) (3.7) (3.2) (18.∩)
昭和48年 計 368 94 188. 3 1 82 (96.08)
(100) (25.5) (51.日 (0.8) 川3) (22.3)
罪 180 4 3 - 51
‖OO) (24.日 (46.1) 日.7) - (28,3)
衣 188 50 105 - 1 31
‖OO) (26.6) (55.9) - (0.5) (16.5)
昭和49年 計 379 96 192 1 9 81 (102.99)
(loo) (25.3) (507) (0.3) (2.4) (21.日
盟 185 44 87 - 53
‖OO) (23.8) (47.0) (0.5) - (28.6)
女 194 52 川5 - 9 28
｢昭和49年 両建市の卒菜動向 雨粒市｣より作製
両韓市内の中学校とLL内の'ji等学校の卒管動向は,表3-5-1に示すとおりである｡友に見
るとおり,高校へ0)進学率は近年急速に高まり,大学への進学率も徐々に伸ひているo
このうち,高校進学者のほとんどが島内の高校へ進学するが,大学進学者はすべて島外へ
出て行くことになる｡
次に,就職者であるが,中卒の就扱者は.高校進学率の伸びに伴って減少してきているO
また,高卒の就職背の割合も徐々に減少 しているo
それでは,就鶴巻の動向について,もう少し詳しく見てみよう｡
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表 3-5-2 就鴨者のtb向
a 両津市内中学校 (単位 :人 ) ( )内 :構成比
･卒 業 年 就吸音総数 市 内 ① 島 内 ① 県 内 ① G}噴一十百) 県 外 県内+県外
昭和45年 計 68 9 ll 6ー 36 32 48
(100) (la2) (112) (23.5) (52.9) (47.1) (70.6)
男 25 6 2 5 13 1 17
‖OO) (24.0) (8.0) (20.0) (52.0) (48.0) (68.0)
女 43 3 9 ll 23 20 31
‖O∩) (7.0) (209) (25.6) (53.5) 日6,5) (72.1)
昭和46年 計 37 8 6 9 23 14 23
(100) (21.6) (162) (24.3) (62.2) (37.8) (62.1)
男 20 6 2 6 14 6 12
(100) (30.∩) ‖OO) (ョoo) (700) (300) (60n)
女 17 2 4 3 9 8 ll
‖OO) rl1.8) (23.5) 日7.6) (52.9) (47.1) (64.7)
昭和47年 計 41 1.4 3 6 23 18 24
(100) (34.2) (73) (14.6) (56.1) (43.9) (5巳.5)
男 22 9 2 14 lO
rl00) (40.9) (13.6) (9.日 (63.6) (36,日 (45.5)
女 19 5 - 4 9 10 14
(100) (26.3) - (21.日 (47.4) 5ー2.6) (73,7)
昭和48年 計 22 4 I I 6 16 17
‖OO) (la2) (4.5) (A.5) (27､3) (72.7) (77.2)
.男 lO 3 - 1 4
tl00) (300) - (10ー0) (400) (600) (700)
女 12 1 I - 2 lO 10
(100) (a3) (8.3) - (16.7) (83.3) (83.3)
昭和49年 計 18 6 i 2 9 9 ll
(loo) (33.3) (5.6) (ll.1) (50.0)l r500) (61.1)
男 1 1 - 2 6 6
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卒 菜 年 就敬老総数 市 内 ① 島 内 仔)県 内 ① G)1① 唾)県 外 県内十県外
女 lO 5 - 2 7 3 5
｢昭和49年 両津の草薮動向 両津市｣より作製
b 佐波島内高等学校 (単位 :人 ) ( )内 :構成比
L卒 黄 年 就職者総数 市 内 ① 島 内 ¢一)県 内 ① ①㊥ 句 県 外 県内+県外
昭和45年l 計 270 46 8 57 111 159 216
(IOの) (17.0) (3.0) (21.1) (41.1) (59.0) (801)
罪 121 16 5 24 45 76 100
(100) (13.2) (4.日 C19.8) (37.2) (62.8) (82.6)
女 日9 30 3 33 66 83 1
llOO) (201) (2.0) (2乙1) (44.3) (55.7) (77.8)
昭和46年 計 233 31 5 33 69 164 197
‖OO) (13.3) (2.1) (14.2) (29.6) (70.日 (84.6)
罪 112 9 4 17 30 82 9
(100) (aD) (a6) rl5.2) (26,8) 日3.2) (8乱日
女 121 22 i 16 39 82 98
(100) (18.2) (08) 日32) (3a2) (67.8) (81.0)
l昭 和47年 汁 197 36 3 32 71 126 158
(100) (18.2) 日.5) 日6.2) (35.9) (6m) (803)
盟 2 14 1 13 28 64 77
(loo) 日5.2) (I.日 (日.1) (SO‖ (69.6) (83.7)
女 105 22 2 19 43 62 81
‖OO) (21.0) rl.9) (18.1) (41.0) (59.0) (77,日
昭和48年 計 188 31 13 29 73 115 144
(上on) (16.5) (6.9) (15.4) (3&8) (61.2) (76.6)
男 3 13 12 28 5 67
日nl日 (15.7) (3.6) 日4.5) (33.7) (66.3) (80.8)
女 川5 18 lt】 17 45 60 77
日nO) (17.日 I (9.5) fl6.2) (42.9) (57,1) (73,3)
I 計 192 30 15 31 76 116 147
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卒 業 年 就件宥総数 市 内 の 島 内 圧)県 内 ① ①伽 )県 外 県内+県外
昭和49年 輿 87 ll 6 21 39 48 69
(loo) (12.7) (6.9) (24.2) (44,8) (55.2) (79.4)
女 lD5 19 9 川 37 68 78
｢昭和49年 両津の卒業動向 桐枠市｣より作製
表3-5-2に見るとおり,中卒の就職者では,両年半数近くが県外へ出ており,特に昭和48
年には,72.7%もの娘外就扱者が出ている.さらに,佐波を除く県内と県外の就職者を合わ
せた島外就敢者は,毎年中卒就職者の7.8割を占めている｡
商卒の就敬者では,毎年60-70/%が県外に出ている｡また,80%前後が島外へ就職してい
ることになり.島外への流出傾向は,中卒就倣者の場合よりも-屑斬著であるO
表 3-5-3 高卒島外流出者の内分け
(単位 :人 ) ( )内 :梢城比
卒築牢卒共著総数 (D 進学者(島 外 ) a)県 内就 職 者 守)県 外就 職 者 伝) + ① 管が警匙している者 占.lij外流出者?十度 瑠
昭和45年 481 106 57 159 216 6 328
(100) (22.0) 日1.9) (33.日 (44.9) (1､3) (6&2)
昭和46年 HG 96 33 164 197 5 298
‖OO) (23.日 (7.9) (39.4) (47.4) 日.2) (71.6)
昭和47年 383 84 32 126 158 6 248
昭和48年 368 94 29 115 144 1 239
(loo) (25.5) (7.9) (31.3) (39.日 (03) (64.9)
昭和49年 379 M 31 116 147 9 252
｢昭和49年 両津の卒然動向 両津市｣より作製
さらに,進学者と就職者を合わせた高卒の島外流出者は,衷3-5-3に見るように,隼繋者
総数の6.7割にものぼっている｡その他に,進学に備えて島外の予備校に通う者などの数を含
めると7割以上がEL外へ出ていることになると思われるO
これらの流出傾向には,瞭立った性差は見られない.
それでは次に,県外就職者の府県別の分Tl1-状膚を見てみようQ
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表 3-5-4 県外府県別就馳音数
(単位 :人 ) ( )内 :構成比
卒 単 年 県外計茨 城 埼玉 千 東京 神奈川 静岡 岐 阜 愛知 京都 大 阪 その他
｢行内中早校 昭和45年 32 1 _1 2 18 5 3 2
(100)(3.日 (3.日 (83)(56.21(15.6) (9.4) (6.3)
46 14日nO) L 1且(gag) ∫ 1(7.)
47 18(100) 3日6.7) ll(61一J 2日1.I) 1(5.6) 1(5.6)
48 16‖OO) I(6.2) gr50.OI 2日乙5J 2日2.5) 3日8.8)
49 9(100) 5(55.6) 1日Ll) l(ll.日 1日1.) 1(ll.日
島 昭和45咋 159 13 2 114 14 2 1 3 2 8
(100) (82)日.3)(71.日 (88) (1.3) (0,6)日.9)日.3) (5,0)
46 164 3 I 123 2ー 6 1 2 7
内高 (100) (1.8)(0.6)(75.∩)(la告) ( 3.7) (0.6) (1.2) (4.3)
47 127 8 3 loo 4 3 2 3 4
等学 ‖OO) (6.3)(2,4)(7&7) (ま1) (2.日 日.6) (2.4) (3.日
48 115 8 1 81 9 3 4 1 1 7
校 (ln0) (7.∩)(0.9)(7011 (7.8) (2.6) (375')(0.9)(09) (6.日
ー 49 116 1 14 4 旨0 6 I I 6 3
(100)(0,8)日2.日 (3i5)(69.0) (5_2) (0.8)(0.8) (5.2) (2,6)
｢昭和49年 軸作の卒漫助向 両津市｣より作製
表3-5-4に見るとおり,中卒 ･敬弔ともに.虫京都への就職者が圧倒的に多い｡次いで,
干* ･埼玉 ･神奈川の髄索地方へqL)就扱者が多くなっている｡その他,静岡県 ･愛知県が多
く,高卒者になると,京都 ･大阪など京阪神地方へ就砲する者もいる｡
以上,見てきたように,両津及び佐波にあっても.他の離島に見る一般的傾向の例外では
なく,中卒 ･7苛準の若年労働力の浦山が曹しい｡
しかし,蚊近では,.不況の彩筆で,比内 ･軌内に就職する者が,やや増えてきたようであ
る｡
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(6)両津市における社会動態
表 3-6-1 昭和50年しの転出入の集計
(単位 :人 )
県内移動 県外移動 計
転 出 H7 489 936
転 入 503 322 825
転出入超過数 56 △167 △ 111
△は転出也過数を示す
｢市総合開発計画 :資料額 両津市役所｣より作製
表 3-6-1のように,やはり両津市においても転出超過傾向は絶対的なものである｡
O 地域 別に見る転出,転入の状況
それでは,どの地域への転出,どの地域か らの転入が多いのか,その分布状唐を見てみよ
う｡
表 3-6-2 昭和50年両津市における県内への転出及び県内からの転入
(卑_也 :人,形 )
転 出 構 成 比 転 入 構 成 比 転出入超過数
総 裁 447 100 503 川0 56
相 上 圏 12 乙7 5 I,0! △7
新 発 田 園 6 1.3 8 1.6 2
新 潟 圏 1 4 4 32.2 248 49.3 川4
(うち,新潟市 ) (114) 25,5 (204) 486 (90)
土 泉 圏 15 3.4 ll a2 △4
三 条 , 蒸 圏 58 13.0 18 3.6 △40
長 岡 , 小 出 圏 68 15.2 22 4.4 △46
柏 崎 ■ 鼎 3 0.7 2 04 △ 1
六 E) 町 圏 1 0.2 1 0.2 0
十 日 町 圏 8 1.8 1 0.2 △7
上 越 圏 3 07 】 31 6.2 28
(うち.上越市 ) - - (26) 5.2 (26)
糸 魚 川 圏 1 0.2 i 0,2 O
△は転出超過数を示す｡
｢市総合開発計画 :缶料綴 両建市役所｣よ り作製
- 1 2 6 -
a 県内移動
まず,娘内における移動か ら見てみると.大体において当てはまることは,転出者が多
い圏か らは転入者 も多いOということである｡表3-6-2において特徴的なのは,新潟市か
ら90人.上越市から28人の転入超過があることである.これは,両津市に学校や官公庁が
多いため,そこへ転勤.赴任する者の数が反映されているものと思われるO
<参 考>
両津市には,公立保育所が 川箇所 (保母80人 ).小学校 (本校 )が16校,中学佼 (本
校 )6校,分校は小学校.中学校合わせて7校.県立高校が6校ある｡
b 県外移動
表 3-6-3 昭和50年両津における県外への転出,県外からの転入
(単位 :人,,Q,)
転出 構成比 転入 構伝以七 転出入超過数 転出 構成比 転入 構成比 転出入超過数
総 数 489 100 322 lnO △ 167 岐 阜 3 α6 2 06 △ 1
北海道 6 1.2 14 t3 8 巾 岡 15 3.I 9 乙8 △6
青 森 4 u8 - △ 4 愛 知 10 aO 5 1.6 △5
岩 手 1 0.2 - △ 1 三 重 1 0,2 - △ 1
宮 城 6 1.2 6 1.9 0磁 缶 - - -
秋 田 9 1.8 - △ 9 笥 萄 5 1.0 3 0.9 △2
山 形 5 1.0 1 0.3 △ 4 大 阪 7 I.4 2 0.6 △5
宿 駅 3 0.6 6 I.9 3 兵 曜 - 4 1.2 4
茨 城 4 08 1 0.3 △ 3 轟 丘 2 0,4 1 0.3 △ 1
栃 木 4 0.8 3 u9 △ 1 和牧山 2 0.4 - △ 2
群 馬 6 I.2 7 ユ2 1 鬼 取 - - -
埼 玉 49 10.0 41 127 △8 由 樋 - - -
千 蛮 40 &2 23 7.1 △ 17 閉 山 - I 0.3 1
東 成 213 4a6 123 38.2 △ 90 !t 品 2 0.4 3 α9 1
柵套川 59 lal 34 10.6 △25 山 口 - - -
富 山 20.4 I 0_3 △ l 櫨 良 - - -
石 川 8 I.6 - △ 8 香 川 - - -
福 井 - 1 0.3 1 饗 盈 - - -
山 梨 2 0.4 - △2 rn 知 - - -
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転出 耶ー 比 転入 秘説比 転出入組過数 転出1榔 比 軒 ＼構成比 転出入超過数
托 賀 - - - 宮 崎 2 0.4 1 03 △ 1
長 崎 - - - 鹿児島 1 什2 - △ 1
熊 木 i - 4 1.2 4 沖 縄 1 02 2 け6 1
△は転出超過数を示す｡
｢Lh-総合開発計画 :資料擬 両津市役所｣より作製
次に,県外への転出傾向を衰3-6-3を参考にして考えてみると,巾卒 ･高卒の就職者の
場合と同様に,東京への転出者が圧倒的に多く,次いで,千繋 ･埼玉 .神奈川の東康l封辺
と,静岡,愛知への転出者が多い｡
職業のために転出する者について｢般的に雷える傾向は,東北地方への転出者は節三次
産菜に,幽東地方への転出者は製造業 .商集に,北陸 ･中経地方への転出者は商菓 ･サ-
ビス業に従事する者が多い｡ということである｡
また,県外からの転入の傾向を見ていくと.転出者が多い県からは転入者も多いことが
わかる｡これは,東京周辺などに高校卒菜と同時に振出した後継ぎの長男が戻って来るた
めと思われる｡そして,先に述べたように,両津市には官公庁や学校が多いので,新卒の
教員が赴任して来たり,公務員が転軌して来る数が,かなり入っているものと考えられる｡
また,Uターン現象についてであるが,磁近,東京周辺から棉郷して,農業や民宿を営
む者がぽつぽつ出て来ているらしい｡しかし.都会から尿 って来る若者は,大部分が後継
ぎの長男であって,二男,三男が戻って来る.いわゆるUターン現象は,まだ際立って取
り上げるほど現われてはいないO
① 年齢階層別に見る転出入の事情
a 転. 出
表3-6-4 年令階層別に見る転出の堺情
a 県内移動の場合
(単位 :人 ) ( )内 :構成比
年令階層移動理由汁 0-14 15-1g 20-ゼ4 25-2g30--3435-ノ39 40一4445-49 50才以上
計 482 93 43 97 98 43 26 23 25 35
(100)(】9.3) (8.9)(20.日 (20.3) (8.7) (5.4) (4.8) (5.2) (7.3)
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イーF-令階層捗亙rJP_虹t 計 0-′14 15-19 20-ー24 25-4g30-34 35-3940-4445-ー49 50才以｣二
政 輿 .196 2n 54 42 28 14 ll 14 13
(40.7) (46.5)(55.7)(42.9)(ti6.7)(53.8)(47.8)(56.0) (37.日
出 稼 ぎ - - - - - - - - -
草 薮 21( A.4) 3(3.2) 13(302) 3(3.1) ir川)l 1 -
東 成 lt6 63 5 7 16 6 9 6 2 2
(24.日 (67.7)(ll.6) (7.2)(1a3)(日,3) (26.日 (8.0) (5.7)
戸 潜 54 2 22 25 2 1 2
(ll.2) (4.7)(22.7)(25.5) (4.8) (4.3) (5.7)
そ の 他 95 27 3 ll 日 6 2 5 9 18
(注 ) 'it族-･･.轍某 (父親の転軌など )lこ家族がついて行くこと｡
｢TrT総合開発計画 資料城 府 宰市役所｣より作製
まず,表3-6-4によって県内への転出o:)状況を見てみよう.
年齢的に見ると,34歳以 Fの若い叫齢屑の転出が多い｡しか も,20-29歳という若年労働
力の流出が著 しい｡
年齢階桐別に群 しく見ていくと. 0-14歳個に引っ込 しのための家族潜動が多いのは当然
であろう015-19歳厨には,Elj牟 ･蒔準時の進学と就願による転出者が多い｡20歳以上にな
ると,職紫が1な桔山理由となっている020-29歳層で,戸籍が,その転出理由の2(%以_上
を占めているのは,姉別によるものである｡
次に,衷3-6-5によって,県外-の転出の状況を見ると,一層若年労働力の流出傾向が顕
著であることがわかるQまた,15-19歳層の苧策のための転出も目立 っているo
次に,県内か らの転入を見てい くのである札 束3-6-4と表3-6-6を比較 してみると,大
柿,数字の大きさと杜艦は似かよっている. しか し,各年齢層Iこ占める聴菜のための転入者
の割合は.転出者の場合よりも,中,高年齢同に描 くなっている.そして,特徴的なことは,
15-.19歳層の転入者が少ないことである｡これは,学業のための転入者がほとんどいないこ
とが大きく影野していると思われるO .
Ii
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(単位 :人 ) ( )内 :椛成比
表 3-6-5 年令階層別に見る転出の事情
b 県外移動の巌合
計 489 41 207 113 54 14 16 8 7 29
(100) (a4)(42.3 ) (23､1)日1.0) (2.9) (3.3) 日.6.) 日.4) (5_9)
(100)‖OO)(100)(100)‖OO)(100)(100)(100)(loo) (100)
職 英 238 98 75 30 7 8 6 3 ll
(48.7) (47､3)(66.4.)(55.6)(50.∩)(50.0)(75.0)(42.9) (37.9)
出 稼 ぎ 4(0.8) 1rl.9) 2(25.0) 1(3.4)
# # 126(25-8) 1(乙4) 102日9.3) 23(20,4) 0 -
家 族 42 25 2 4 4 2 1 3 1
(86)(61.0) (I.0) (3.5) (7.4)(14.3) (6､3) (4乙9) (3.4)
戸 衛 22 1 9 8 3 1
(4.5) (0.5) (8.0)(14.8)(2】.4) (3.日
そ の 他 57 15 4 2 ll 2 7 1 15
｢市総合開発計画 資料榎 両津市役所｣より作製
義316-6 年令階層別に見る転入の事情
a 県内移動の場合
(単付 :人 ) ( )内 .･構成比
汁 343 65 18 65 74 29 20 16 22 34
(100)(19.∩) (5.2)日9.0)(21.6) ･(8.5) (5.8) (4.7) (6.4) (9.9)
(100).(川0)‖OO)(In°)日0.0)‖OO)(10n)‖OO)‖OO) ‖OO)
職 業 135 7 26 33 17 9 12 16 15
(39.4) (38.9)(40.0)(44.6)(58.6)(45.0)(75.0)(72.7) (44.日
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酔告僧侶移動理計OJ-14 15-.1920-242ト 2930-3435-し39 40-4445-49 50才以上
tLJJ.稼 ぎ 3(0.9) 2(3.1) 1(2Y9)
改 築 8(2.3) 1日.5) 2(ll.1) 4(6.2) 1日.41 -
女 族 88 42 2 7 18 4 5 2 3 5
(25,7)(64.6) (ll.1)(10.8)(24 .3 )(13.a)(25.0)(12,5)日3,6) (14.7)
戸 拝 34 1 15 lO 5 1 2 -
(9.9) (5.6)(23.日 (13.51fl7.2) (6.3) (9,日
そ q) 他 75 22 6 ll 12 3 6 1 1 13
｢市総合開発計画 :fi料縫 両津市役所｣より作製
表 3-6-7 年令階層別に見る転入の事情
b 県外移助の場合
年令碑同移動若鮎白計 0-､1415.-19 2(ト′2425-那 -SOへ.3435-39 4(ト.4445-一9 50才以上
計 322 53 21 川7 66 u 1.rj 9 6 21
(100)‖OO) ‖O∩)日nn)(10CI)(100)(100)(lop)(100) (100)
晩 発 112 6 48 30 12 7 2 2 5
(34.8) (28,6)(44.9)(45,5)(500)(46.7)(22.2)(33.3) (23.日)
lil稼 ぎ 6 1 2Ii 1 1 1(1,9) (4.8) 日.9) (ll.1)日6.7) (4.8)
学 業 6日.9) 1(1.9) 5日.7) -
家 族 52 29 1 .i 8 5 1 4 1
(16.1)(54.7) (4.8) (2.8)(12.ll(20.8) r6.7)(H.日 (4.8)
- 13]-
令階層移動理由計 (い-1J 15-1920-2425--29 3nr-34 35-3940-｣445r-49 50才以上
そ の 他 138 23 13 45 26 6 6 2 3 14
｢市総合開発計画 :缶料額 両津市役所｣より作製
また,県外からの転入について,蓑3-6-7を参考に見ていくと,蓑6-5の転出者と比較
して,15-19歳屈が非常に少ないことが,まず目につく｡ これは,撒B-のための振入着が少
ないのと,学井のための転入者が皆無であるためである｡その他,転軌lこ伴う引込Lなどの
理由で転入する家族が比較的多いのか目立つ程度で,それ以外の理由で転入する者は少ない｡
20-24歳臥 25-胡 歳屑の転入者が埠較的多いのは,新卒で学校に赴任する教良や,帰郷
する後継の長男 ･長女が多いためであろう.
以上見てきたように,両棒市では,絶体的な転出超過が続いており,過疎化が進む佐波に
あって,その例外ではない｡
次の表3-6-8と図316-1を見ると,そのことは一周明白であるO
表3-6-8年令階層別転出入音数
(単位 :人 )
一計 恒4115-19120-可 25-29L30-34L35-39L40-44L45-4g
転 出(県内へ) 482 93 43 97 98 42 26 23 25 35
(県外へ ) 489 u 207 113 54 14 16 8 7 29
計 ① 971 134 250 210 152 56 42 31 32 64
転入(県内から) 343 65 川 65 74 29 20 16 22 34
(県外から) 322 53 21 川7 66 24 15 9 6 21
計 q) 665 118 39 172 l川 53 35 25 28 55
転出超過蛇 ト① 306 16 211 38 】2 3 7 6 4 9
｢市総合開発計画 :資料綴 両津市役所｣より作製
いずれの年齢階層においても転tL_J.超過であるが,特に15､19歳厄の転出超過数が,全休の
7割を占めていることは,佐波に若者を引き留めておけるだけの有力な産道がないことを如
実にものがたるものであろうo佐渡に.今以上に有Jjな座業が興こらない限り,この若年労
働力の流'佃に特色づけられる過疎現象は,しばらくもLiくものと思われる｡
福本寿美f
木虚 秀子 訴醐 代)
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4. 佐 渡 の 和 牛 放 牧
(11概 況
① 牛頭数の変遜
離品u)座薬快適は,その島のおかれている条件から著しく個性的である｡貧しい山村や離
島において和牛は古 くから現金収入原として重要であったO特に離島というものは回りを海
という自然の柵で組まれているので,和牛放牧に適 しており,又,離島は農兼収入としてIB
電Ii稲作をおこなう平地が少Ij:いという面からも放牧に適している.現在.佐渡の水田率は
80,%と他のか こ比べて高いが, これは国中平野などの平地が一面に水El]化されているためで
ある.その他にも狭い海岸ぞいも梅の隙まで水凪になっている凪巌が見られる｡
しかし,大佐渡は中央に大きな大佐汝山地がそびえ,南東斜面では比較的急で北西斜面は
ややゆるやかであるが梅岸段丘_が発達しており.平地は少なく韻塔は狭い海岸ぞいに袋中し
ているO今日の山間放牧は,これらの壌落.相に相川町,両捷rFが中心となって大佐旺山脈
に和牛が放牧されているものである｡ ここで放牧されている和牛は佐渡牛と呼ばれ,山根地
放牧のためにその足腰の強さは有名であるQ佐渡牛は以前は役用牛として飼養されていたが,
明治以後は肉用牛としても飼益され始れ 今日ではほとんどが肉用牛として飼養されている｡
その他,乳製品加工⊥繋が建設されてか らは,小佐渡では乳用牛を飼准する良家も見られる｡
現在.佐渡では肉用牛 4055頑,両津市では279頭,乳用牛については全島で964頭が飼養
されている｡牛頭数の変遷を年をおって見ていくと図1-1のようになる｡明治以前は牛は
1'用として一軒に数頑の牛が飼育されていた｡この牛は佐渡鉱山に役牛として送られたり,
小木から信州などに送り出されていたoHJl治以後は.肉用牛としての記章も高まり.腿家の
忠 屯な現金収入澱として牛は飼われていた｡明治時代ははば7.000頑前鮫の和牛が佐渡全島で
飼育されていた｡
第一次世界大概(大正三年 )以後日本軽済は急速に発達をしたために.膿村人ロは都市に
流出を始めた.佐波でも例外ではない｡そのため牛を飼う但東も減少して来た｡それと同時
に都市人IJO)増Imは食擬危機を引き起こし1-_.そのため,佐渡でも急激に放牧地の耕地化が
なされたのであるO特に国中平野は一面に水口が広がっており,狭い海岸までが水田にと姿
を変えていったと思われるOそのため,大TE.3年には7.703頭いた牛が,翌 4年には5.543頑に
と急減 している｡
その乳 牛肉のぶ蜜の増大と伴に牛頭故も増加傾向をとり返 した｡又,水田化出来る土地
の少ない農家にとっては,稲作収入のbLY,t加は望めfi-いので,そういった農家は和牛放牧lこよ
って少しでも現金収入を増加させる方向iこ向いたことも,牛頭数の増加に影響を与えている.
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図1-1 年頭数の変遷
＼一 ､ / / -¶
170025 5075180025 5075190025 50 75 (午)
元禄元年 (1688)～明治45年 (1913)-･｢佐渡牛｣(富岡東朔)
大正元年 (1913)～大正13年 ｢佐渡の畜産｣(佐藤源五郎)
昭和13 - 昭和30 下越支庁佐渡分室
昭和35 - 昭和50 腿遵センサス
それは.特に恐慌時や戦争中にも言える｡
しかし,戦後冷凍技術の進捗によって輸入肉が大山に日本に流入を始めて来て, この安い
輸入牛肉は国卜Jの零細飼養牛越家を圧ぱくするに致った｡特に関山のような,種牛をつくる
Lni家や,佐渡のように小牛を送り出す鹿家の影廿は大きいO今日の肉用牛の減少は全国的な
傾向としてとらえなければならないであろうo Lかし,佐渡の肉用牛飼養が刑滅することは
ないであろうOというのは国産品の肉は風味の点で多くの人々の支持があるからである｡
これiこ対 して乳用牛は年々少しづつ増加 している｡日本人が牛乳を飲みだしたのは,そ う
古いことではないだろうが,今日では牛乳消㌍皿は娼大Iiものである｡佐渡でも両津市Iilど
を市場とした牛乳約位の増加のため乳用牛を飼うJEi家も杓えている｡又,近年国中平野に乳
製品加工工場が出来たのも,乳用牛頭数増加の大きな原因であろうO
乳用牛は毎日搾牛を しなければならないので,曲家の近くに牛を飼っておかなければなら
ない｡そのため比較的平地が多く,しかも人口非帝王I主地である小佐渡L】｣地に乳用牛飼怒良家
は娘しいしているoしかし.佐渡の乳用牛飼燕には限界があると思われるbというのは,そこ
には北海道のような広大な土地もないし,東京娼乳圏内のように,大F17場を侍っていないか
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らである｡そして.何よりも良家の後継者不足も兄のがせないO
佐波T]牛放牧の衰退を具休的に示しているのか壷1I1である.ここ15年間で,役用牛は
1両津市では1,000頑から198頑に.lmlじく佐渡郡では4.749頑からa410頑_にと減少している｡こ
表1-1
1960年 1965年 1970年 1975年
牧内 乳開 役肉用牛 役肉 乳用 役肉用′巨 役肉 乳用 役肉用牛 役肉 乳稲 役肉用牛
用牛 午 の牛lこ対 用牛 午 の牛に.対 用牛 牛 の牛に対 用牛 午 の牛に対
頭数 項数 する割合 頭数 頭数 する割合 頭数 頭数 する割合 頭数 頭数 する割合
荷津市 顔 頭 /%l A 頑 ～ 頭 頭 形 顔 頑 舞i.000 31 834 34 567 28 95.2 25n ll 94.7
佐波郎 4,749 647 3.640935 2.318 2,410
相 川 1.243 58 1.059 81 818 36 95.8 684 18 97.A
佐和田 Ann 34 304 75 196 66 74.8 268 86 75.7
金 井 574 98 337164 229 107 681 48l 63 8&4
新 地 478 141 249144 1一一'116 41.0 92 131 41.3
佃 野 631 96 137113 362 134 一9.7 232 151 6m6
iT 野 517 55 526 62 319 109 49.5 217119 64.6
小 木 135 14 85 28 31 43 3a3 7 44 la7
羽 茂 403 123 323157 251 148 62.9 213 90 70.3
赤 泊 368 28 320 111 287 178 61.7 216 198 52.3
ft 196n,1965,19L70,1975年農業 センサ女
の中で掛 こ目だつのは･両脚 と小柵 であろう｡小木町の肉用牛頭数が15年間でLo.pこなっ
ているのほ,頗家が乳用牛から肉用牛にy]Ll換えたからであろう｡
両津市の和牛放牧は佐波でもhiも後退して来ている地域として特色付けられる｡この後退
というのは閉経市への人口熊中と,放牧場の水田化に原因がある｡それをよく示す例が裁 1
-2である9
表1-2 両津市の肉用牛頭数変遷
1957 1975 1957 1975 1957 1975
lid-維市 2 250 阿 崎 192 22 内海府 20
両 緒 - - 水 杜 rT一 31 内海肺 52 86
加 茂 365 5】 岩 L:Tr l9_ 4 吉 井 166 36
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表を見ると,特に人口娼中地である加茂 ･河崎,吉井 (211)の肉用牛頭数の減少が激
しい｡水津,岩削 ま小佐波にあたる｡
それとは逆に,梅府地区では肉用牛頭数は増加までしているのはおもしろい｡こ0)地底に
ついては後で詳しく述べるが,市の援助と,虚業その他の産婆に適さないという為件がある
からだろうC
図 1-2 役肉用牛頭数 ･乳用牛頭数とその割合 (1975)
現在の佐波の放牧状況は図 1-2を見るとよくわかる｡相川町 両津市における松牛頭数
に対する肉用牛の割合は95,%前後であり,これは今日のIII問放牧の地域と一致している｡前
にも述べたが.現在和牛放牧は後退しつつあるが,この地域は行政の援助があり.そして地
理的に現金収入源となる定演が少ないということから,和牛放牧に期待する向きもある｡
EIA丈の和牛飼育は,一戸に l･2頑の牛を役用牛として飼う人が多かった｡だから,水田
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地帯でも.水田を耕すために役牛を飼っている家が多か ったと思われる｡佐渡のような搾地
でも･i;J前は牛は全島で飼われていたO しかし.今 日の佐渡の和牛放牧地帯を見ると.一定
地域に集中していることが分かるo今後ますます,この淘汰の傾向は続 くものと思うO とい
うのは･これ ら大佐渡における大規模な山間放牧場のある地域は,個人で牛の世話をするこ
とは少なく,冬の間の小屋や冬のエサの1世話だけをすればよいが,小規模な地域や一戸だけ
で牛を飼 っている家では史の作糞 も加わるので,労働力不足の今日では和牛放牧を続けるの
は難しいためであるC
① 飼各農家率
総I出家数に対する肉用牛飼恭鎧実数の割合も,15年間で大 きく減少 している｡たとえば,
両IJtrI7'では 1960年に29.9%だったものが. 1975年には4.7,%Cこなっているし,佐渡郡では 38.7
,obか ら&5%に減少 している.
以前は2-3戸に一戸は年を飼 っていたれ 今 日では牛を飼 っている人は-か所に集中し
ているらしいQ肉用牛飼養農家ヰ',は相川町が 14.4%と高い｡ これは相川町全体が大佐渡山地
の片斜面を占めているからであろうo
その他,国中平野の水田地溝 (佐和田町 ･金井町 ･新軌町 )にも牛を飼 う農家は少ないこ
表 1-3 役肉牛飼車農家率
1960年 1975年
役 肉 用 牛 松 良 家 敬 役 肉 用 牛 役 肉 用 牛 総 良 家 数 役 肉 用 牛
飼養虚変数 飼養畏ま畢 飼養良家数 飼巷農家率
両冊 lh- 885戸 2.961戸 29.9,% 125戸 乙649声 4.7,%
佐政岬 4.193 10.827 3&7 804 9.497 &5
相 川 ml 862 2.lらl 40.I 232 1.607 14.4
佐 ■和 脚 町 395 1.293 305` 88 1,086 &0
金 井 町 541 1.563 3一.6 77 I.418 5.0
新 鹿 町 464 1.246 372 49 1.057 4.6
佃 野 町 57畠 1,389 日.8 122 1.170 10.3
共 野 町 494 925 511 81 1.068 7.6
小 木 町 134 511 2&2 6 46ー) L.3
羽 戊 町 392 98i 3q.9 65 937 6.9
赤 泊 町 333 768 4aa 84 674 12.5
参考 :1975年 虚業セ ンサス
1960年 鼻糞 セ ンサス
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とがわかる｡
1960年の両柁市における肉用牛頭数はl.000頑,開発JEi家は885頑だから,ほとんどの飼衣
農家は1頭づつの牛を飼っていたものと思われる.そのよう1J.-母家の多くが和牛を範うのを
やめたものと思われる｡そのため,肉用牛頭敬の戚少以上に,飼養Jn家数が城少したものと
思われる｡
しかし,飼遜腿家嘩減少の内わけを見てみても.産地の淘汰が見られるO表 1-4はrJb津
市の肉用牛飼寒戯家率の度盛であるo この閑から,以前は加茂 ･吉井2-1(金北山のふも
と )が放牧の中心で,3戸に 1戸以 ヒの家が牛を飼っていた｡しかし,現在では牛を飼う家
は海府地区,特に内海I机こ集中している｡この内海府では肉用牛飼准良家率は196昨 の37.4
,%から1975年の23.5,%と減少率がきわめて低い.
表 1-4 両津市における肉用牛飼養農家率の変遷
1957年 1975年
役 肉 用 牛 総 虚 '変 数 役 肉 用 牛 役 肉用 牛 総 出 蒙 数 役 肉 用 牛
飼養出家数 飼薙良家率 飼養Ln家数 飼養出家率
両津市 942 2.857 ヨag 125 乙649 4.7
両 津 - 56 - - 33 -
加 茂 368 且45 43.2 34 787 4.3
河 崎 192 90一 21.2 14 801 17
水 津 74 221 33.5 17 195 &7
岩 首 89 236 37,1 4 211 I.9
内海府 52 3ー9 37.4 6 146 4.1
内海府2-1 32 58 55,2
参考 1957年 両津市市勢要蒐
1975年 凸 英 セ ンサス
この内海府でも,大佐波山地の東海岸は4､3,%であるが.北西部(内海府211)では55.2
,%と高い｡2戸に1戸の農家が肉牛を飼っていることになる｡この地域は交通の便が非常に
悪く,忠男をするにもそれだけの耕地がなく,又,良質な漁港をつくるにしても海岸は岩地
が多く難しい所である｡ ここでは肉用牛はnL重な現金収入打であるので,多くの人が牛を飼
うのであろう｡
又.ここはニッ払放牧場や山屠放牧場という山間放牧場があり.行政が放牧場に援助を与
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えているのも. この地域は和牛放牧の鴇んな兇rbであろうO
① 畜産収入
このように和/Fを現金収入軒としている地填め19度収入は,虚糞収入の中で.どのような
柏道を占めるのであろうかO家畜はB家の戊屯な現金収入婦であり.良家収入に対する畜産
収入の割合は,全凶的に高い.中でも乳用牛.現収人はかなりのウェー トを占めているもの
であるOそれに比べて,肉用牛は輪入牛肉の増加もからんで.年 々氏家の現金収入源から姿
を消している｡
新汗･W.<の皿家収入に対する家畜収入の割合は17.昌男で.全国平均2a2,%に比べて低い｡ こ
れは冬は'j5'が多く哀宵を飼 うよりも,水EIlにノJを入れる農家が多いためであろう｡
表 1-5を見ると肉用牛に力を入れている地域がわかる｡相川町や金井町では肉用牛にか
Iiりの比重がb'かれており.肉用牛収入の割合いが希いOこの地域では.町ぐるみで,和牛
U-i)LTJ闇放牧に力を入れているため,虚菜でも牛を現金収入澱として,か1り意熟 している｡
表 1-5 農家収入の内わけ
合 計 排 計 畜産 計 寄産合計 肉用午畜産 乳用畜産計 肉 用 牛 乳 用 牛 防 苅
全 国 9.275.8236.441,7712.SIS.931 285.33l649.590876.293762.268 2&2 10.9 24.7
新 剤 323,426 264.455 57.638 4.778 9,733 27,835 15.106 1'7.8 aZ 16.9
佐 波 17,125 14,787 2.206 682 476 661 384 12.8 30.9 21.6
両 雄 2.721 2.494 212 31 5 152 24 7.8 14.6 2.4
相 川 I,391 I.266 124 96 4 8 16 ag 77.4 3.2
佐和田 1.650 i.497 142 51 50 34 7 &6 35.9 35.2
金 井 2.318 1.946 365 130 49 158 28 157 35.6 13.4
新 触 2.063 1.858 198 1g 82 22 75 9.6 9.0 4u
畑 野 I.860 i.498 348 30 68 78 】70 lE.7 a9 19.5
井 野 1,654 I.507 128 46 46 29 7 7 35.9 35.9
小 木 759 704 51 3 22 20 6 6.7 5.8 43.1
羽 茂 I.862 1.402 439 242 41 143 13 23.6 55.I 9.3
両津市をみてみると,番唾収入に対する肉用牛収入の剖合いが 14.6,%'と,他の大佐渡山間
放牧を している地域 (相川,金井 )よりも低いととがわかる｡この 14.6%とは,市全体の割
合であるので.飼隼段象甲の高い所や,低い所の平均の値である｡ したがって,飼養農家串
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の特に高い内海府では,肉用牛収入はかなりの比･rTを占めているものと考えられる.
両津市の肉用牛飼養の地域的構成を見ていくと,15年はど前は市全域に分布していた肉用
牛が,牧地の耕作地化や農家数の減少によって,海府地域でも特に内海府2- 1の数個の雄
藩に集中的に分布するようになったことに斌づくo この内海府 2-1には,山居放牧場,ニ
ッ包放牧場の二つがあり, この二つが両津市における山間放牧場の中心である｡
(2)自然条件
(D 気象粂件
佐渡は面積857kJ,海岸線の延長 217A;hrで,新許ユ海岸の沖32knriこ横たわるf]本ではL&大の
鳥である｡
ここの月平均気温は般高24.5℃,最低OBCである｡又,年平均降水丑は 157l･.,最大日比
は 74.7qJrで.帝は10月下旬に降り始め,4月下旬から5月上旬まで降り続 く｡この降布のな
い期間は牛の放牧期間と一致 している｡風向きは題は南及び東風が多 く.冬は北及び伯から
の冷たい風が吹く｡ この北風によって冬は山の北斜面に多くの'Slを降らせる｡
牛舎を利用しての飼育に比べて牛の山間放牧は気象条件に左右されやすい｡特に雪の多い
この地方では,12月中旬から4月上旬までの根'i欄 間には牛をふもとの薙塔の牛舎で飼わな
ければいけない｡牛のエサとなる大切な牧草の出来具合も,気象条件と大きくかかわって来
る｡
① 地形条件
山間放牧の標高は,娘高の所ではタダラ峰地区の900けIから.蛙低201lnl付近の山腹で行
なわれている｡但し.佐波の北職のニッ他地区は梅岸根で放牧 している｡
佐渡の山は一般に急峻であり.大佐渡山地の最高棒金北山は標高 L.17Lmもあるoしかし一
頂上や中腹には平坦地が多く,丘陵上は割合と級傾斜になっている0人佐渡の山間放牧はこ
のような所に行なわれているのである.
このような山間に放牧するため,佐渡牛は足腰の強いとして知られている.たとえば,大
佐政山地のほほ中央にあるタダラ地区やジャバ ミ地区は佐波でも有数の放牧域である｡その
他,放牧地は渓流の流域の水源地稀を占め,中には山居放牧場のように山居他の回りにある
ものもある｡
L31縫生
草の密度は.木本科が7,%'.菊科が20軌 豆科が5%,その他の草地が5%であり.一町
当の生草色は 100メから6.000メである｡放牧は生草鉦の多い所を利用しているO
林について見ると,主要木類はマツ･スギ ･ヒバ等であり.雑木林類はナラ･クヌギ･ク
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リ･イタヤ等である｡主要木類 と雑木林の割合は 1:9である｡
放牧地は草地を中心に広が っており. 白地の野草地の他に.土地改良事業を行 なって人工
の牧草地を利用 している.牛のエサとなる野草や牧草は地区別に特徴があ り,衣2-1は,
地区別の牧群和樹である｡
衰2-1 牧草の種類
地 区 名 牧 草
乙 柑 地 区 シバ シバスゲ 白クロー/i- ミヤコブ サ ヤマヌカポ .ヘ ビイチゴ チ ド
メグサ
妙 見 〝 シバ 白クロ-パ- エゾオオバ コ スミレ ウシノケグサ ヤマヌカポ チ
ドメグサ
大 塚 lLJ u シバ 白クローバー ヤマヌカポ ミヤコグサ ウシノケグサ ウマ .ノアシガ
タ ヒメハギ
人-作.Llコノ后〟 シバ ミヤつグサ 白クローバー アオスゲ ウシノケグサ ウマノアシガタ
イモリガ平 ヒメ-ギ
ジャバ ミ 〝 シバ チ ドメグサ ゲンノショウコ スミレ ウマ ノアシガタ コナスビ
タダラ嘩 〃 シバ ヤマヌカポ エゾオオバコ ス ミレ スズメノヤ リ
間 峰 〝 シバ ノコンギク ヤマヌカポ スズメノヤ リ エゾオオバコ .ウ マノアカシ
ダ スミレ
史雪 山岳 〝 シバ 自クロー/I- チ ドメグサ チッポス ミレ ヤマヌカポ エゾオオバ
二】
金 剛 山 〝 シバ ミヤコグサ 白クロ-バ- チ ド}グサ ウシノケグサ スミレ エソ
オオバ コ
大 fr越 〝 シバ チ ドメグサ ノコンギク ウ7 ノアシガタ ヤマヌカポ ス ミレ
山 居 〝 チ ドメグサ オオイ トスゲ クチンポス ミレ カンスゲ シバ チゴユ リ ヨ
モギ
ニ ッ 他 〝 シバ ススキ クズ 白クロー /<- コメガヤ ウシノケ グサ ミヤコグサ
参考 ｢佐渡牛｣
(3)和牛放牧の歴史的変遷
① ノト佐渡の牧野
佐渡の放牧はriA,I.町,tlT_戸時代か ら行なわれてお り,その当時 6.000頑前後の和牛が飼養 され
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ていたというDこの和牛は佐渡牛の名で知られており16世紀の明には年間 1500東泉が島外出
荷されていた｡その発祥地は確定されていないが,｢河締付誌｣によると両他市FI久知 (旧
河山,5村 )那. ｢佐渡の放牧｣(大佐渡林間放牧組合刊行 )によると小佐波が発祥地とされて
いる｡また,口碑では片野尾や両尾が佐渡年発祥地とされている｡これらの地区,旧河軌札
片野尾,開展はいずれも小佐渡に属している｡地区にばらつきがあるとは言え,大体小佐渡
をほぼ横断 している久知川以東が佐波牛発祥の地としてさしつかえないであろう｡その中で
有力なのが什川l嶋村 (現両津市下久知 )なのである｡
佐渡牛の発祥年代は不祥であるが,その繁殖年代は平安時代とされている｡その後鎌倉時
代に生産され,室町,江戸時代には6.000頭余の牛が相川鉱山の鵬発とともに役用牛として生
産された.相川銀山の発見が慶長6年 (1601年 )のことである｡その後同9年 t1604年 )に
江戸幕府は大久保石見守を佐渡奉行に任 じ,本格的に相川鉱山の開発が始まった.佐疲牛の
役用牛としての使用はこの開発と共に増加していったのであろうO｢佐波風土.j･Te｣ (臨川ILt
店刊 )に次U)ように記されてある｡
｢慶安二己丑年 七月十七日
上原久jJ衛門様
･･牛馬出披今年により始る｡｣
慶安2年 (1649年 )は相川鉱LL偶 発から45年銀も後であるので,この年から役牛としての利
用が始ったとは考えられないが,ともかく佐渡牛は役牛として鉱山や耕作によく利用されて
いたことを示す一つの文博であるo
現在の佐波牛は大きく改良されているが,かつての特長は ｢佑波の放牧｣を見ると次のよ
うに記されているO｢体格煉小,前身の発育良好,後躯の発育不良,骨格細く体質嶺健,性
温順で活発,忍耐力に富み粗食に耐えて,肉質良好---｣まことに結構な牛である｡
しかし,現在はかつてのような役牛としての働きを失い,飼育目的も役札 厩肥生産から
育成,肥育生産へ変りつつある｡ この傾向が特に強くなったのは昭和30年代始からである.
これは盟作薬の労力が牛から耕作機械に変化 したことが大きな原胸であり,そのため役用と
しての牛の価格は減少 してしまった｡
佐渡中央部にある新鹿村から南東-進むと薪飽潮他があるが.その他のそばに_一般に ｢皿
生温の大口さん｣と呼ばれている神社があるoこの神社は正式には大口堂という名の神社で
あり牛の守り神である.この神社の堂内には多足の絵馬や寄進の木札,牛馬のわらじなどが
ある.問屋削まそれらに招かれている年号であるが.これには昭和3け年代始めまでのものしか
ない｡これに対 して寛文,享保年間以降のものはかなりあり. このことによっても現在と比
較 して認文 ･夢保年間には牛の価値が非常に芯かった時代であったことは想像に粗くないで
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あろう ｡
小佐渡の旧河嶋村が発祥とされている佐波牛はどこで飼育されていたのであろうか｡それ
を示す賢料はほとんど1よく,牧野に関する地名だけが手がかりであろうO牧野に舶するもと
としては, 7 車,-ラ,キド,カキ.クロなどが考えられる｡元禄検地帳の排地名には水津
の半島部だけでも次のような地名が記されている9新左衝門牧 ･木戸本･馬こめ ･大木声 ･
木戸沢 ･木戸のわき･垣外 ･｡陶土庁地理院発刊の50.000分の lの地図 ｢両津｣を見ても干
原,野崎 ･連声 ･原鮭 ･内窪的坂 ･羽兄の地名が見られる｡
互‡木村は旧名では牧村であった｡ここは海捧段丘ではあるが山坂と座って平換地の牧野で
あった｡しかし,牧村は段丘5年の検地帳ではすでに水田化されている｡同じ平甥地の牧野
としては宮内の藤塔が知られているが,ここは昭和の初めまで畑ばかりが広がっていた｡
又,加茂湖に突出している樹崎のある姑落名のfL米は子ウマ･コウシであったとも思われる｡
小木の三岬では,中世の地頭によって広面欄の牧野が形成され, これは近tLf初めまで続い
たと記されている｡三岬の内部には谷間にマヰモ トという地名の 5町ほどの古牧があること
から,以制 ま小さい牧がいくつかあったものと思われる｡ しかし,マキモ トの海岸寄りのE
井という所に,羽茂地層の出屋敷などが出現 し,′トさい牧は統合されて羽茂,吉岡の地頭の
所有する大牧野へと発達していくが,天正以降の地頭消減以来は牧の所有権が木野浦村へと
移転した｡その後席末には奉行所の管轄下へと移ったりしたが,現在ではl全く外休 してしま
っているOこの三岬は保水の慾い所で水胴はおろか･EB作にもあまり盾きない所であったoそ
して,江戸軌跡こ羽戊川の水を引水して三岬野の開豊を試みたが失敗し.そののもの金田天
/芸術門のハゼ栽培をねらった新田開発を過加して,昭和の初めごろになってやっと水田化 し
たのであるo
小佐波牧野の発達の要E削ま,先の三岬の例にもあるように,水田や畑などの耕地化しにく
いJITTが多かったことが上げられるoその他,掛 目の鉱山に近いため役牛として運びやすかっ
たことや.江戸時代の主要港の小木が近いこともあげられる｡
しかし,時代ととも牧野は耕地化され 作良を食いあらされるajを防ぐため牧野は人里か
ら遠い所に退われだした｡当時の冊では焼畑か多かったと思う9そのため,燐畑として使用
した後は牧即也として利用されていたらしい. しかし,焼畑は定畑となりだし,相川鉱山の
薪確保のためにも焼Atr0)増大は制限を受けて行く中で,牧博地の減少をきたしたものと思わ
れる0時代と伴にEl濃技術の進捗や新旧絹発の進行や作物品種の改良が,牧野の耕地化に拍
車をかけていく中で,小佐波の牧野は消滅していったと思われるO
このような番兼的条件とともに,中佐竜削ま人佐血 と適い平地も多く交通の要所でもあり,
古くから文化人が流人として住んでいたことか知られているoそのため小佐渡の開発は大佐
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渡のそれよりも早 くから進み,人口湘度も高 くtiLって行くことが,牧野消滅とも関係あると
思われる｡
① 大佐渡山間放牧
大垣とは放牧場から牛馬が逸走してLE!作物を食い荒 らすのを防 ぐために設け られたもので
あり,相川より外海腫 ･内梅村をかこむ転である｡つまり,ほぼ人佐渡山脈が,匙.l･く30.ETlも
経木や丸太の垣によって囲まれたものであるOそして. この大垣で閉まれた放牧地には相川,
外海府,内海府,金井などにある数多くの放牧部落が和牛を放牧 している｡その他にも, こ
の大垣とは別系統に佐渡北部の部落の持つ山居池近 くの大垣や,臓部落の持つニッ他の大垣
がある｡
大垣によって囲まれた山閥放牧は,いつごろから始まったのであろうか｡大垣の成立の時
代については不明である. しかし,大垣の歴史について語るf^i料がないわけでもない｡
｢宝暦年間,越後.E川の名主某が地を海府に求めたことがある｡紋は大垣修理の戎務を逸
れようとして村民に対して自分の領土に牛の入ることを妨げないという灸件を出したが圧
野は村の制裁として大垣の賦役を課 したので,遂に共は敗北 したと伝えられる｡｣(｢佐
渡牛｣大佐渡林間放牧組合刊行 )
従 って,大垣の成立をそれ以前 とす ることはそ う難 しい ことではない｡ 大 垣 成
立以前にも大佐渡では和牛が放牧されていたことを示す地名がある.大旧蒔,牛タバカチ,
牛掲揚,風蒔,ビヤの沢 (以上柴崎 )･シロマキ･牛落 (見立 )･ドテマキ (願 )･ゲ ンマ
ンマキ･大垣内 ･シンダ牧 ･カクシャ牧 (虫崎 )･牛壌 (黒姫 )･当才牧 ･牛込沢 ･京ガマ
キ (宕谷口 )･ジョウタイ巻 ･牛込 (五十浦 )･栖大マキ (炎便川 )などがそれであるO
大垣の修理軽班の分担は人々が共同で受け負っていたので.それ程経済的には吉浦になら
なかった｡ しかし.近年この修理をおこたりがちになり大垣の多くは廃絶して しまった｡
そこで昭和26年に県の助成で,一部の垣が新設され,有刺鉄線で凹まれた大垣が成立したO
今日でも外海府あたりに行くと,､畑 と山の境に有刺鉄線で作られた柵が各所に見られる｡
この放牧場は.現在国有林を借 り受けている所が多く,牛が革や木の芽を食べるために自
然かそこなわれて裸にされた山は災啓をまねくとして,その使用を制限 されている｡
衷3-1は昭和30年頃の放牧場である.これを見ると大佐渡のほとんどの地域が和牛放牧
に参加 していることがわかるO しか し,今Elでは労働力の不足から放牧をやめてしまった集
落も多くなった｡
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表 3-1
地 区 名 面 積 頭 数 放 牧 部 落
I.乙 和 地 地怯= 600町 150頑 相川,沢根,山田,宵野,巽北寺,大柿,高瀬.小川 達者 北秋
2.妙 見 二 ノ 柑 〝 80n 150 吉井,金沢,北秋,戸地,戸中.北片辺.南片辺
I3､大 塚 山 〝 800 200 戸地,戸中,北片辺!南片辺
4.大谷,中ノ岳イモ リカ平 400 7n 長江,河内,飲代.,石花
5.ジ ャ バ ÷ 〝 I,20n 230 石花,後尾.北河内.歌代.北江島
6,タ タ ラ 蜂 〝 800 150 八川,千本,羽5.梅*,椿,駒坂
7.RiJ 瞭 〝 400 100 千本,高下 ,北田ノ浦
I8.星 F17 山 岳 山 〝 500 90 小野見,石名.小田
9.金 剛 山 〝 600 60 白軌 北五十里,玉崎
川.大 倉 越 〝 I.000 230I 和木,馬首,北松ケ崎,平松,浦川,歌 R.黒姫 小田 大分,矢柄軌 五十浦.岩谷[コ
ll.山 屠 〝 800 15D 北小浦,免立,虫崎,疏,.其便川,北鶴島
参考 ｢佐渡牛｣ 大佐密林闇放牧組合発行
(4) 山間放牧の実状 (両津市 山居放牧場)
(D 山Jb'･放牧場の実状
両津市には 2つの放牧協がある.山屠放牧脇と.ニッ他放牧場がそれである｡その他にも
相川町と共同で,タダラ山放牧場.を利用 しているが, こ この中心は相川町であり両蹄市側の
利用者は小数である｡我 々は今l司の鍋底では.佐渡の山間放牧の実状の具休例として山居放
牧場を収り上げた｡その理由は帝一に2つの放牧場の規模の点で山居放牧場の方が大きいこ
とO第二に,これが大きな理由であるが,山官放牧場が山間放牧であるのに対 して,ニッtL
放牧場は平地放牧場であり,この点で今回の我 々の飼養 目的にかなっていること｡以上の二
点から.山屠放牧場の実状を調べることにした｡
山居放牧場の位問は,両津市大字北孤島宇山居にあり,両雑巾内から鷲崎経由で約45キロ
メー トル.外h'Ti府の共更川か ら北小浦へ感 じる山腎道のジ ャ)ー道を自助恵で約15分登 った所
- 1 45 -
にある｡山居は英吏川と北小浦のほぼ中間には任 しており, こ こにある山厚地 ヒ坪の山尿道
からの象徴は,なかなか美 しく,日本海をも見わたせる｡この山居旭事前の 100血の七地が
山居放牧場 となっている｡
図3-1 山居放牧場
山屠放牧場の自然条件は,節二奇の自然条件とはば一女 しているが,標店は370'叫こ位Wul
L.地質は腐櫓壌土 ･確質壌土であり,気温は24.5℃～08℃,降雨丘年平均 1,591K･,降霜期
間 10月下旬から4月下旬あるし､は5月上旬であり, この間の根雪期間が 12月中旬から4月上
旬までである｡後で述べるが,この降滞 ･根雪期間が放牧用牧草に影坪を与え, しいては放
牧漸揃に大きな制約を与えているのであるO風向きは夏季には柴及び南凪が多いC逆に冬は
西及び北の季節風が吹き,山の斜面がEl本海に面 している山骨放牧場には. この季節風のた
めに多 くの'='が吹きつける｡山居のふもとの海岸にある放牧部落は逆に降雪良は少なく,冬
の間,牛は部溶媒蕗の叔Ll｣のふもとの牛小屋にいる｡
穐生については第二輩に述べてあるので.ここでは省略するが,火佐渡林間放牧組合の調
査によると,山居放牧場の上婆な牧･割ま,次の盛りである｡
チ ドメグサ ･オオイ トスゲ ･タチッポスミレ･カンスゲ ･チ3'ユリ･シバ ･ヨモギ
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次に放牧場の現状について述べるO
山)L珪放牧場は,昭和45年-46年にかけて日本食5,830万円をかけて造営されたO牧場縫両班
又,土地所有状況は,11川Jaのうち40LOが個人所有で,薮り60L¢を;,ri;有地として利用 してい
る｡
牧場施設としては別に何もないが,団休常7T地開発車輩として,現在約 4月OOT〝の放牧遇が
作 られている｡開発車糞については後で述べることにするO
放牧頭数は,役肉用牛のみで 川0頑あまり.放牧戸数は24戸である｡ こ こで飼われている
牛は和牛であり,子とり用雌牛を半休として.I,売る予定の子牛を掬 っている｡衰3-1は両
津市の役肉用牛の内わけである｡ これからも分かるよ うに,山居の放牧は,雌牛に子牛を生
ませ,子't=を少 し大書くL,て売るというパターンが王統IであるO このパターンは,山屠のみ
ならず,両津全体にも当てはまるものである｡
蓑3-1 肉用年の内わけ頭数
飼亜頭数 (1)子取 り用 (2他作rFl ほI売る予定 (4)役用 .種牛
めす牛頭数 の牛頭敷 の子牛頭数 頭 数
rJi津市計 105 5g 21 3
両 - - - -
加 茂 30 a 2 1
河 崎 10 5 3 -
水 粗 15 7 1 l
岩 首 1 a - 1
内軸FI;1 1 3 3 -
内海府2-1 32 17 10 -
-ftf 井 2-I ll 17 2 -
(日 +牛をとるEI的で飼 っている和牛などの内用稚めす牛
(2) 自家で肥育 し,肉用として販売することを目的として飼っている牛
(3) 自家で生産 した子'T-および他家から打席入した子牛で,子牛のままあるいは数ヶ月間育成
して販売す る予定で飼 っている隼
沌 :｢1975年 腿其セ ンサス｣より
放牧潮間は定まっていないが,4月下旬から10月上旬までの約 160日ぐらいである.
山屑放牧助の管理-E体は,再那や_rfTであるが,如実には,この団体官尊地開発車菜の管理選
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官主休は,両津市北部畜産組合となっている｡山居放牧場を実際に使用しているのは,市役
所腿林課の話しによると北鵜島.輔,ij;吏川の三部蕗ということになっているが,現在は廟
部落は放牧を一切していないo
放牧頭数を部落別に見ると,其史川では3戸で20頭を放牧,北輪島では221-23戸で8D頭を
放牧 している｡
しかし,昭和32年頃の虚林疎の閑丑によると北鵜侶･英更川 .臓 ･北小畑 ･見立 ･虫崎の
計6部落が150il-Bの牛を放牧 していたと記録されている｡それが何故現在のような状況にな
ったのであろうか｡それについては後で述べることにするC以上が現在の山屠放牧場の状況
である｡
① 放牧部落 (両津市北鍋島の壕合 )
山屠放牧場で放牧を行なっている尭落として,北鵜島について述べる｡この熊蕗を対象と
した理由は,山居放牧場に放牧している牛頭数が良も多いこと｡そして痛のある人から放牧
農家の中心人物である北組島の北村氏を紹介されたからである｡
北鵜島の位恩は.市津市外海府地区に属し,燭と貞更川のほぼ中央に位艦する｡山屠放牧
場からは北西のカ向で,直線距離にすると,約5加Rである｡
人Uは約 100人で,大佐滋山地が急傾斜 して海に切り入んでいる所の,海F=;!ぞいのわずか
の平地に,民家がある｡ほとんどの家が半出単独で,E3英について見てみると,単一経営の
良家はほとんどなく.畑作,稲作あるいは牧畜などによって生計をたてているo
また.この地域は,ニッ亀や大野島亀をは じめとする佐渡でも風光明美な所で,民宿を営
め良家が多い｡前述の北村氏方も民宿を営まれており,観光産菜の占めるウェー トが大きい｡
この築港で現在放牧している良家は22-甥3戸放牧頭数は80頑余であり,1戸当平均3-4
頃の牛を放牧 している｡この数字は両津市の飼牛良家一戸当平均頭数の乙0頑を大きく上回っ
ているCまた肉用牛飼雀良家率は90%を上回っており,両建市の4.7,%や,内海肘2-1地区
の55.2%と比べてみても,かなり高いo
このように,北蛸島は産菜基腰には観光以外に特にすぐれたものは1よく,ほとんどの'家:が
複合種宮を営んでいるo
同時に,肉用牛飼寒鹿家率が高いからと貰っても,人々が放牧瞳某に注目をしているとい
う理由ではない｡
G) 両津市北部畜産組合
a 畜産組合の戯況
山居地区の畜産組合である両津市北部畜産組合は,昭和45年7月10日に設立_されている｡
現在組合日数24人.組合戸数24戸の小現株の組合である｡組合申移所は北地鳥に逝かれて
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おり.組合組織は組合長 l名･副組合長 1名 ･庶務 l名･合計 1名の計4名が組合役員と
なり,他の組合員との合諒の上で放牧場の鍵持,運営にあたっているO
この畜産組合の設立目的は次のように定められているQ
① 肉用発番の筆箱育成並びに飼育効率を.汚め虚実経営の安定により,社会的地位の向上
をはかる｡
a)放牧のための･'rT地造瓜 繁借越振放ひ作成T段の碑入斡旋,組合員の作発の協同化
労力の効率の増進に関する施設整肺
この目的達成のため組合が行なっている.あるいは行なった串菜として大きなものに,
肉用牛振興計画の一環としてのB]休営草地鵬発耶雀がある｡ これは昭fn5-47年.同49年
-50年にわたって実施された｡その他に.牛のrl･理を行なったり.有刺鉄線を頗るなどの
牧場丑駒を行なっている｡
しかし,現実に一般組合Elから見るとその存在感はfl.5いらしく,我々が聞いた北村氏の
話では組合は形式だけ存在 しているというようは ことであった｡これは組合員の数が24人
と少ないことが大きな矧虫であるように思われる｡つまり小規模な経営体であるために,
大規模な盤櫛IJ‡某を行なう場合において,名目上の事菜主体は北部番産組合であっても,
実際1は巾あるいは県国がその事濃を行Idlうことになるからである｡そのため北部育産組
合の独馴こ行Ij:う職 はごく小規模なものとなるため,その存在の希薄感が生まれて来て
いるO
ともあれ,山居放牧掛 こおいては組合組礎があまり霞祝されていないということが言え
るであろう｡
b 山居地区用休営野地鯛発事英
次に北部畜嬉組合が符理経宮主体とな1て行IEL-った事米について述べるO
この中共は,両*･FfT北軍畜産絶命 (以 卜紅缶とする )が中共主体,背理軽宮主休となっ
て行なったもので,肉用牛振興計画の一府として昭和45年-47年,49年-50年の2度にわ
たって林道改選,野草地改良などの野菜が行な.われたO
この計画について ｢山居牧場概塵｣の中の計画概要には次のように記してある.
｢当地は従来か らの肉用牛の繁殖地･Xrとして離島による位故的悪条件の中で副菓的に
肉用牛の飼育が進められてきたが,総合農政の推進により畜産部門に大きな期待がかけ
られ,未利用缶軒の淵発′女感背理の'/i力北.牛個体の能力の向 ヒ等の目的で放牧利用
により現在6557fを100頭目折 に増頗する｡特に畜産部門の中でとり上げられる蓄唾につ
いては.肉用牛以外は位位的な藩灸件から飼育が崩鵬であり,現在の生産基盤,生産性
は低 く怨外所手引こ依存するlJ'ib'Rが多 く.肉用牛の多頚飽雀によるE3家所得の向上をはか
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Lr
りたい｡｣
この計画概要に基づいて決められた計画構想は,野菜実施当節において,放牧者数24人
を42人に,頭数を肉用牛89頑から肉用牛 150頑に.野仏地を牧草地に改良するというもの
であったOこの計癖にそって実施された郡題は,衰3-2の通りである｡
表312 日‖本営草地開発事業全体貸金計画
年度 Zji 英 名 郡 発砲 総弔葵や 補助対象事 典 や 左 の n 迫 区 分 公駈資金幽 戯 市 町 村 そ の 他
45 牧 通 I.2907W ll.76伊f5 ll.76即日 5.883咽(50,%) 1.17伊円‖o諮) 470明日3,%) i,23冊qr37%) 3.M帆∃
46 坂 道 1.2301,1 】3.On√) 13.000 6.500 1.30n 2.120 780 2.300
隔 障 物 10.∩00けI (50) 日0) (16) (24)
47 坂 道 21.147 20.000 20.000 10.000 乙000 4.000 800 ま200
隔 陪 物 ll.000 (50) tl0) (20) (20)
49 野 草 地 20.7一.a 5,670 5,670 2.835 1.701 283 851
改 良 (50) (30) (4) 日6)
50 野 卑 地 29.3Fa 9.780 9.780 A,890 乙934 489 297 1.170
改 良 (50 ) (30) (5) 日5)
注 ｢山居牧場概要｣
啓発軌 ま全て補助でまかなわれ,その内国がか英世の50%をn担 している｡これは佐渡
離島頼興法によって,この地区が振興地に指定されていることもあり,国も佐波の牧番振
興を糊待しているためであろう｡県の負担も罪一次-lif茨 目5年-47年)の問は10,%であ-I,
たが,第二次7F薬では30J%に研しているoこれも目的は屈の場合と同じであろうO
さて, このような野菜を行なってのその後の効果のほどは,どうであろうか｡
当初の計画概要では放牧頭数を100頑に,計l刷弟憩では 150頭にすることであったが.53
年現在では正確な数は不明であるが,100頑余りであるo計両構想の 150頭には及ばない
としても.まずまずの成果であろう｡次に氏家敬であるれ 現在でも24戸であり,計画の
42戸には連 していないo又.草地については,牧場 100taのうち50Laが改良されているこ
とになる0
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今後に残された課鶴としては,弘り50J&の野地の改良が大きく掲げられるOこれが行な
われない根り,これ以上牛をJ!TYt加させることは不可能となって来るO何故なら普通牛を一
頭飼うのに牧草地は lLaが必聖だと言われているD現在山居放牧場には 100東食の牛が放
牧されているが.)ik牧場の総画砧は野J勘軌 改題地を合わせても100Faしかない｡もう限
界に来ているのであり.現在の牛の食料も卜分にまかなえIdlいような状暦であるO
今後放牧を拡大して行くには,放牧場を増やすことも大切だが,それ以上に草地を良質
なものに変えて行く必要があるO残り50J,Oの野市地を良質の牧草地に改良すれば当初の日
田である15口頭の牛放牧も可能であろうと才われている｡
野中地改良については.両沖巾市役所比林湖も牧番農家も共に懸案の計画である｡
(5)牧畜と生活のかかわり合い
0) 牧畜と農家の生活
私達は,山居放牧場に牛を放牧 しているという部落の放牧農家のお宅を訪れ,牧畜の実際
について調香したO私達は,初め踊郡前に行ったが,市役所農林課の話と異なり現在放牧は
行なっていないとのことであった｡そこで.托切な人に北鵜島で放牧をなさっている北村氏
を栢介 していただいた｡i:iF北村氏の鋲を参引こして山居放牧と生活について述べてみたい｡
前にも述べたが,願,北粗臥 1-'i蛭川は単段や鰍の部落であり,近年鶴丸逢瀬も加わって,
民宿などを営む宏も多い｡これらの部落では和牛放牧のために時間を多く使うことは少ない｡
北村氏も,民宿.雑lf屋.腿炎を富なんでおられ そのあい間に牧畜をなさっているとの
ことである｡｣ヒ村民が牧畜を始められたのは2･-3iF前のことで,それまでは東京で働いて
おられたという｡牧畜をやられる動機は,ただ父の代から牛を飼養 していたからというのが
理由であり,現在北蛸島で放牧しているC他の人連も放牧を始めた理由もだいたい同じよう
Idtもの らしいo
昨年 (52年 )のJFの放牧期間は,4月29日か ら10月9日までの 163日間であったO この放
牧期間は降滞期間によって大きく制約されている｡というのは.この)別間は牧草が著しく悪
くなるからである｡この放牧期間中牛は全(野放 しの状態である0年は各個人ごとに自分の
家の牛を追って山に放牧し,後は週に-珂提誰かが牛の様子を見に行くほどである｡その他
に,組合で有刺鉄線を張ったり,牧.耳をまいたりしている｡
この放牧欄間は例年は4月下tlから10月上tqまでであるが,10月上旬になると牛は牧場の
ふもと荘くまでおりてくるO飼Iはその隼を納尾 (ナガヤ )という所に連れて行き.降雪期
間は納蛙飼いにする.納屋飼いの時o)飼料はLflのあぜ草などを足の闇に乾燥させておき,そ
れを与える｡その他牛の世帯というのは.納招¢)∫.序除ぐらいである｡
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こうして飼養した肉牛は6月にIl.b千 (相川町 )で開かれる牛市にかけて･,rL:却されるか,博
労を通じて売却する｡牛肉の値段は1kク当 800円-1.000円であり, 1威当にすると大きい
もので 100万円,普通は50万円である｡子牛だと20万円-30万円である. しか し,最近は
輸入肉の圧迫が著しくなり,しかも伸男人の肉ころがし等による牛肉の高騰がありますま
す国産牛肉が圧迫されてきている｡その為両津 市では子牛一頭当3万円の補助金を出し,
肉牛の振興に務めている｡
和牛飼養は,一軒に一 ･二頭の牛を役用J二として銅うのが･日本古来からの方法であった
が,現在,牛を役肉牛として使うJB家は佐波でも少なくIj:っている｡又,肉用牛飼丑もあ
まり振わず牧畜は完全に副文的立場にあるQこの北鵜島においても,これといった産米は
あまりないが良美においても田が主であり,牧畜は従なのである｡
しかし,それでも新しい牛の導入･は行なわれている｡昨年は広見か ら20頑の牛を持し､入
れており,現在牧畜は少しづつ盛り返えしている｡
a) 牛信仰
どんな所でもその場所.地域によっていろいろIj:民欄信仰がなされているものである｡漁
業の盛んな所では漁の神である恵比須とか大娘を祭り,良基の盛んな所では水の神とか地神,
その他荒神など大なり小なりの適いはあっても何かの信仰は存在しており.それらのLiでは
家の入口,台所などに神寺あるいは寺の札をはっているO佐渡でもその例外ではない｡
佐渡の牛信仰は現在では, かってほど盛んでないけれど.それでも生きている｡北村氏は
現在氏自身も他の人も牛信仰などは していないと言われる｡若い人の間では牛信仰はさほど
落款されているものはlj:いのであろう｡作をとった人の話しによると,年に -回は神社から
お札をもらってきてそれを納屋 (ナガヤ )にはっていると言う｡この神社は ｢佐政牛｣のと
ころで述べた新穂村の大日堂のことである｡昨年は部落でバス一台を借りてお札をもらいに
行ったとのことである｡ともかく串でも往復 5時間余をかけて牛の札をもらいに行くことは,
人々が牛信仰を意鼓するしないにかかわらず,またそれが甘からの増慣とは言 っても牛を祭
る心は生きているといえないであろうか｡
新穂の大日笠とはどんな一所であろうか0人白菜の比定は地腎にも硯光パンフレットにもの
っていない｡地温な民間信仰神社なのであろうOこの人目盛は一般に ｢瓜生垣の大日さん｣
と呼ばれている｡｢瓜生屋｣と言われるのは大日堂が新税村血生畠から32細上った所の祈願
商他にある新船ダムの近くにあるからである｡大日堂の創建年代は不許であるO祭神は大日
如束であり,本堂に高さ8尺6寸の大日如来座像があるoこの座像は万冶3年 (1660年 )に
相川弼督寺の三代橋眼(常岸とも言う)が再興をはかり,雅文6年 (1666年 )に完成したも
のであるが,uJ-]冶以峰この祭神は秘仏化されている.大日'iaの境内泉社には白山杜がある｡
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現在の大日堂は享保3年 日 718年 )に再iAされたもので.皆川村 (新鹿村より西へ25は )の
椿兵衛が迎投の梯柴となって同越され現在に及んでいるO
寺の行事としては何も行なっていないoまた昨渡牛信仰のお札はここで発行しているOま
たお札には ｢神宜大喪牛鳳息災延命lh｣と舟掛 こ木版で印刷されている｡ これは牛馬の細
野と長寿を祈るお札である.農家ではこのお札を年に一回いつでもよいらしいが骨掛 ま秋に
大El豊に赴き1.000円で員い,それを各々の納鹿の入口にはっているo
また.大日堂から東北-3細の所にLF馬神経といういかにも牛信仰I,t開床ありそうfj:名の
神杜があるが,これは牛とは一g順1係ないo牛膳神社神主の佐LLl大典氏の話によると,この
神社は延暦11年 (793年 )の創建であり,顔仲は遜卦伯命 大国主命 少彦名命の三神があ
るが,この中の素養鳴命は別名牛頭命と呼ばれ 牛が手に頭が尾にというわけが次第に変化
し,明治元年に現在の牛尾神社になったとのことである｡また.北村氏の言削こよると年書削ま
現在.信仰のもの経済的なものその他のものも全く存在しないとのことである.｢過去にお
いては｣の質問に対しても氏は,｢私が記倍している限りありませんO｣とのことであったo
JIl上のことから牛信仰は現在ではかってはど盛んではないo単に年に1-回お札をもらいに
ゆくという形式化したものである｡しかし,お札をもらいには何故いくのかということを考
える時,そこには牛への愛惜が見られるO形式化された行為であるにしても札をはることで
牛の長寿と健康を祈るのである｡牛信仰は哨戒したとは決っして言えない.ヰ-の変I舶 iあ
る限りこの信仰は断へることなく続くであろう.,
(加藤裕子.藤原清志 )
l J ヽl■
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5. 佐渡 の林業
(1)あらまし
佐波ケ島の森林面軌 ま,グラフ1からわかるように60,478Laで,全面瑞相5.707/aの71%を占
めている｡このことから,観光,漁黄とともに林光の占めるウェ- トも高く,林業は重要な産
基のひとつで島民の山に依存するところは大きいものがあると思われる｡ しかし.林弟掻宮が
小規模であるため,また年 過々疎化の傾向が頗いため今後の林業経営については不安定なもの
がある｡
次に森林両横の内分けであるが,国有林が2B27山,私有林が47,475Aa,公有林が 10.176Aaと
なっており,それぞれ5%.78,%,17,%である｡また所有形態別にみてみると,私有林では個
人有林が7瞬;,雅落有林が2七%,公は造林が3,%,その他が6%で,個人有林が最も多くを占
めている｡一方公有林では県有林が33,%,巾町村有林が46%,財産区有林が21,%で.市町村有
林がほぼ半分を占めている｡
次に保有山林面杭規模別杯家数であるが,
lLa未満が67.6,形,1-5Aaが2&7%,5
-10Faが23/%.lOJa以上が1,%で,いわゆ
る小規模経営の柄が圧倒的に多いことがわ
かるだろう｡
(2)所有規模と経営状況
(D 国 有 林
国有林2B27血のうちのはば44,%の 124d
Laは薪依村にある｡これはその辺一帯が
天然記念物のトキの生息地であることと
関係･している｡
(む 民 有 林
a 私 有 林 グ ラ フ 1
⑦ 個人有林
一般の個人有林は零細で,所有者数8,785人のうち, lAa未踏が67.6%で,5La未掛 ま
96,3/形にもなっているoまた50Aa以上所有しているのはわずか4人にすぎない｡そのた
め,大部分は盟閑期等を待 って自家労働で施EB'ということになっている｡つまり,木材
を商品化する余裕はあまりないということで.これは若い働き手が年々減少の傾向にあ
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るため既存の避林地に対する保市手入れが槽一杯で造林の拡大までには手が回らないこ
とに大きな原因があるのであろう.〕なお,人1林率は 16.8%にとどまっている｡
任) 部落有休
市町村名義以外のもので実質的に部落が施薬 しているD総面積は9月04山でそれを約20u
部落が所有 しているので,平均49血となる｡そのうち両津市の内海府地区,河崎地区,
および相川町の南片辺.石花部落TJ:どは造林を;E体とした施薬の実施にiir-極的であるo
Lかし,大半o)ものは比煩的充溢の造成には消極的で,低位な薪炭休施薬が,ごく最近
まで繰返されていたため,人工造林は苦労にすぎないoところが,近年になって粒崇の
家庭燃料が薪炭から他の燃料に大きく変わったため,分収造林や割当閲体仏体等の楠助
造林を中心とした拡大造林がすすみつつあるOその利用であるが50年,一代限りの輿約
で個人にJl割する分割利用,却港で管理する共同利用,分判利用.共同利用をあわせた
校合利用に分けられる｡
b 公 有 林 r ､
㊦ 県 石 林
大佐渡山脈の北西面上掛 こある｡ここは佐波奉行により幕府直轄領として治められて
いたものである｡明治23年に帝室林野局の所轄としての御料林となり,大正14年には不
要在地として民間に払い下げられ県有模範林として哲理経営されはじめたDそして,昭
和 4年に-JjG糞藁ができてから現在に至っている｡人工林率は9月/q6で王に能驚方面の有用
樹種(ヒバ )の植栽が試みられている｡というojは.地形が急峻で.造林適地が少ない
という地理的不便さのため在来樹超の形質が良好でないからであろうD
伝)市町村有林
10億市町村の全市町村が所有しているので,1市町村当りの平均保有面功は46,6由と
なるo lOO血以上の所有は掛 目町.lD野札 所軽村,赤泊村,両津-LFの8薗市町村とな
っている｡粗面培4β57Jaのうち,値宮地がEBJ7La,使用地が lBIO血で直宮地としては相
川町の10箇年の造林,使用地としては新風村の大野地区の組分け造林が有名であるo相
川町では針蛮樹の助命林内に和牛を放牧 し下刈り労力の省略,肥料効報という長所と和
牛による立木の被啓という短所を比較する実故的な飼育を試みている｡また,研櫛村で
は昭和29年.大野,武井両部落が1剛まかりは林温約をつくり, これに基づいて関係部落
民209戸を9組に分け,放思されていた肢串地48.3Laを各組の安任において造林を進め
ている.これは.当初は5簡年計画であったが,それを3箇年で完了し,現在でもその
規約に基づいて迦官計画を艇ごとに行い.見事壮美林を作りあげている｡
このように造林の盛んな地域もあるものの,人工林率は 14.0%で日原串 16.4%を大きく
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下まわっている｡これは個人有林と比較 して奥地に位旺するため地形的,自然的条件に
左右されやすいこと,薪炭林施兼を主体とした採収林業が線返されたことなどによるも
のと思われる｡
⑳ 財産区有林
総面Hiは2,194山で,それを6財産区が所有しているOだからl財産[更の平瑚宋有面机
は366Laとなり.t比較的保有面掛 ま大きいといえるO このうち.五 ｢里,畑野財産区は
明治時代に設怒され 他のものは戟後の町村合併の際に旧市町村有林が財産区有林とな
ったものである｡
このような財産区有林の経営であるが,二宮,五十里,井野の3財産区は積極的に経営
計画を樹立,実施 しているが,他の財産区は無計画に等しい状態である｡尚,人工林率
は Ia2,%である｡
(3)林産物生産状況
G) 木材の諾給
某材の生産丘は24.good(昭和49年度 )で.建築用材などに使われる針蛮樹72%.パルプ
材.チップ材,薪炭材などに使われる広重樹28,%となっている｡
針柴樹の主なものとしては大佐波山脈の｣ヒ西面上掛こ散在しているスギ,高級建築用材でア
テビとも呼ばれ風衝を避けた山陰の沢沿岸に散在しているヒバ.山麓地帯の丘陵地や海岸に
面 した造林地帯のようにスギの植栽には無理と思われる山稜上方から峰筋にかけて分布して
いるアカマツ,海岸線に分布しているクロマツ.スギとの混楢が多いカラマツなどがある｡
また,広幸樹としては,キリやクヌギやクリなどの特殊樹林や広築樹の大半を占める薪炭林,
大佐渡山脈に広く分布しているブナなどがある｡
このような紫材の消世故であるが,昭和4き年度は45.215Td,昭和46年度は44.575nlで1.5,%減
となっている.これは主に広葉樹の消出城によるものであるOこのことから広重樹の大半を
占めている薪炭材の爾婆が年々減少していることがわかるであろう｡ しかし,虚近では薪炭
に代わるものとして,しいたけ栽培-の利用,パルプ原料,｣二光庚などの有効利用をはかっ
ている｡
次に木材の洞野状況をみてみよう.消放血は化600〝/であるがその推移をみてみると国産材
は年々少しずつ減少 しているものの,外材の方は年々大幅に杓加していることがわかる.
これは島内の木材の需給は外材なしではまかなえないという呪帆 つまり外材シェアの増大,
国産材の供給の停滞という林英の大きな問題点を示しているといえる｡臥 外材では距離的
にも近いという理由からソ適材が娘も多く.次いで米材 (アメリカ,カナダ ).南洋材 (イ
-15(～-
ンドネシ丁,ニュージーランド)となっているO尚,製材されたものは佐渡内の工務店,大
工さんに販売される｡
(む 特殊林産物
特殊林産物としては.しいたけ,竹材,なめこ. 桐などがある｡その生産軌 ま35.837万円
で,乾ししいたけは50JfY.生しいたけは28ガ.竹材は11,%,なめこは4勉.桐は4,%となっ
ている｡しいたけ.なめこの栽培は牧後急汝に普及したもので,現在ではなめこは加工工場
の施設がないため生産は減少気味である｡一万.しいたけは新規栽培者の増加や既栽培者の
大型化により生産は増加している｡しいたけは生しいたけと乾ししいたけがあるか,生しい
たけはE3脇,森林組合を通じて島内の市境や新潟の市場に,乾ししいたけは主として日本し
いたけ連合会 (静間 )に出荷されている｡その推移は表-1のようになっている｡
次に竹材についていうと.表-2からもわかるように,その生産血は異常開花のため減少し
ているOしかし括体性に富み加工もしやすいというので,しないや竹細=,ざるなどに使わ
れており.島の大切な家内工簸となっている｡竹林の90/%は小佐渡山脈にある｡
. ⊂:コ 生しいたけ √
EZZa 乾 しいたけ
(4)森林組合
森林組合としては地殻森林組合が16組合,生産森林組合が15組合ある｡その活動状況には大
きな相超が見られるoつまり,前者は土地.野本,労働力を皆で出し合い山を全部共同利用し
ており,造林から伐採まで行っている｡特に近年では造林軍菜を主体に組合負の委託串集が年
増々大しているため労働力の不足が深刻となり, これに対地するために16施設組合のうち半数
が労務鼓を設けて故梅的に革兼に取り組もうとしているe
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後者は森林所有者の集まりで塩脇と同じ仕組であるoつまり,山はあくまで自分のものとして
各個人で値林を行うのである｡この組合のうち9組合は昭和41'rF以降の入金林野世肺耶並によ
って設立されたものである｡
租合員数.出ff総朝,組合員所有両社Ijtに前者の方がはるかに大規倍なものとなっている｡
このような奄林組合の活動をみてみるとたとえは加茂の森林組合では植林やしいたけの生産.
販売の取り扱いなどに,また内海府の森林組合では魁材やしいたけの版元.植林などに,河崎
の森林組合では製材や植林などにたすさわっているOまた,城腰,下久知,北小浦の3組合は
森林施薬引頗jにもとづいた情動を畝極的に行なっているo
(5)造 林
(D 造林状況
過去5ヶ年の､['T･均造林実蛎は今まであったスギ, マツの伐採後に新たにス半, マツを植え
る同造林が25.8Jpa,雑木林を切って樹種のちがうものを植える拡大造林が4536山でほとんど
横ばいの状態である｡その移り変わりであるが.背は個人有休中心であったが労働力の不足
や賃金の高騰のため共有林的なもの-と変わっていった｡つまり,自力による補助造林より
公団造林,児TT造林,町行造林などの分収造林の希望が多くIよりつつあ,乙ということであるO
公田造林とは全国森林開発公団の事典で保安林の造林を主としており,伐採時には土地所有
者と公団で利益を分収することになっている｡県行造林とは,県が行なう造林のことで第一
次県行造林では針斐樹58BBJA,広重樹 5.56Jpa,その他 033Jpaの造林が,また明治百年記念造
林ではスギが175.75血,アカ Fーツ77,90aの造林が行なわれたO町行造林とは町が行なう造林
のことで.たとえば羽茂町では昭和47年度より個人有林を対象に町行造林が行なわれている｡
これは,昭和62年度までに270Jkの人工林の造成をめざす計画で分収率はちなみに町が60%,
土地所有者が40%となっているoこれによって町全体の付産造成をはかり.若い働き手の流
出防止,緑化思想を身をもって高めるという姿勢を育てようというのであろう0
こう-した造林状況を樹種別にみてみるとスギが61/軌 マツ類が38%,ヒバ,その他が 1/%と
なっており,造林の穀大目C.-5が用材林を増やしていくことであることがわかるだろう｡
尚,いまだに9390JPの拡大造林可能地.束立木地が広く分布 している｡
(む 保育基準
⑦ 'ar'おこし(倒木おこし )
植え付け後1-2年間は根の発達が不十分であるので根踏みを行ない,2-3年生の特
に風状Oj著 しいものに対 しては谷仇uに添え木をした雌おこしを実施するD
なわ虚 しは植栽後卜-5年生か ら林木の高さが防空5'決の2.-3倍になるまで行なう0-
-- 15 汚 - -
穀には8-12年生まで実施する｡
実施期間‡加､ずれも鰍lt後可能な限り.すみやかに行なうものとする｡
伝) 下 刈 り
一般には造林木の市さが雑fTl-･木のたけより15倍以上,あるいは維草木より60-80enlくら
い抜きでるまで行なう｡ このため実施回数は幼稚により若干の相連はあるが,通常6-8
年生まで実施する｡実施肋は雑串柿の繁茂の状況をみて, 6月上旬から8月上旬まで行な
う｡尚,雑草林の艶文の著しいところでは凪就後2･-3年間は･2回刈りとし.節 1回は6
月中旬,第2回は8月中旬に_行なうO
壁) つる切り
つる切りは下刈り終了後.つるの繁茂の度しいところは必ず実施するO回数は下刈り終
了後.除伐までの期間に通常2回fJIF]:皮,実施肋間はつる類の貯蔵准分を使いはたした7月
ごろとするQ Ll
伝) 除 伐
ド刈り終了後.造林木の枝車に天然性の親木がふれあい生育の阻害になるとき.第一回
の除伐を行ない,滞二回はその後1-5年後に行なうO
讃施軌間は造林木および経木の樹高生長の瓜盛期である6-8月ごろがよいOしかし,
労務関係から'tb勅に実施できない場合でも早秋までに終えるようにする.
㊥ 枝打ち
一般に林分が閉鎖し,下枝の同化作用がにぶった頃(下枝が地上 I,"内外まで枯れあが
ったころ)通常では帝2回の除伐.あるいは好1回の間伐ごろにはじめ,その後主伐まで
に2､3回くらい行なうn
枝打ちの高さは一般に力枝から下の枝をu7りあとすようにする｡実施時掛 ま生長休止期
がよく,早盾の樹液流動のrll:前が放題である｡
カネマツは枝が自然に枯死するので.ほとんど枝打ちの必要はない｡
⑧ うさぎ等予防
ノウサギの林木の敏番は主として推草野が少なくなる晩秋から早春にかけ,しかも組 栽
後J～5年生までの伎輩の歓娼な助命木で樹応が地上 (硫雷の多いところは坊哲より上甑 )
より30-10C井ぐらいまでが温も故習が多い｡このため予防は林木の生見 造林地の状況,
地形,樹棲等によって相違するが,一般的には旭裁後い-5年生まで林木のワラ巻き,嫌
忌剤の塗布等を変施する｡冥施肋間は降-B前の11月中6]とろとするo
尚,造林地の周知がノウサギの捷息地となりやすい広菜樹におおわれている小団地は全林
木を対象とする机 般馨の少11い大団地については,周囲の林木のみを実施する｡
(荒木紫子,片岡恵美 )
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6. 漁 村
(1)はじめに
佐渡は.比較的に広い面故をもつ離島であり.周朗を海でかこまれているoにもかかわらず,
もっぱら晦に互宿の を求めてきた村落は少ないO夷 ･湊 ･平沢 ･姫維 ･稲鯨 ･豊田･大浦な
どが漁村として江戸時代から知られていた｡佐渡の漁村は江戸時代初期に石見,越前から漁民
がうつり住み.姫津に漁村をつくったoしかし,藻類や貝類を自給的に採娃することは古くか
ら行なわれていたものと考えられる｡すでに江戸中新には,いりこ.干しアワビIj:どが貿易品
として長崎に送られた｡
明治以#,従来の佐渡漁典に大きな変化をもたらす漁法が1.7人されたoぶり定恐網漁薬がこ
れであり,競度かの失敗をかさねながらも,両雄湾にぶりの大型定恩納が定着したo漁港別に
みると,内海府漁協の直営する党略,加茂水産が経営する白瀬などがあげられる.他にも両津,
二見半島にも漁協がみられ,企共体位宮を行う地域も多いo しかし,佐渡の漁場開発は地理的
には好位置を占めながら,漁業貴本の劣勢や漁兼への依存度の低さから自給性の強い零細Ij:漁
村が多く.現在でも古い時代の漁法のなごりをとどめる地域が多いo今回の巡検では,全島に
おいて広くおこなわれている定監網漁薬に若目し,両津市内海府を中心に調査を行なった｡
(日本地誌第9巻中部地方総論 ･新潟県参個 )
(2)漁村の分布
佐渡の漁村の形態は,単段半漁の形態をとるものが多いD漁糞噂姫Rt蕗は少ないが,周囲を
海でかこまれているために,数多くの漁村が存在するo村落名としては.小木半島には沢碕 ･
白木 ･江敢 ･琴浦 ･深浦 ･羽茂などがあり,訪野噂には.沢根,大佐波沿岸では,姫津,確執
米郷,二見,藻浦.達者,高裁,商千など,両津碑沿岸には,柴崎 ･北小浦 ･親姫 ･浦川 ･和
木 ･自瀬 ･羽吉 ･ 泊 ･大川 ･･水砕 ･両津.小佐渡沿岸では,豊岡 ･多田･赤泊などの漁村が
存在する｡
(3)地域的特色
(D 小木半島の漁村
小木半島は,海食崖の前面に拓さ17刀前後の小起伏や凹凸に富む平坦地があり.この面を
刻んで海水が浸入 し,のりや海苔の産地となっているo小木の集落は古くから立村してきた
ものと思われるが,漁英のみにたよってきた村落はすくなく,台地1のEl佃の耕作がふるく
からおこなわれてきた｡他の半農半漁村と同じく.女が盛薮を行い,男が梅に出ることが多
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かった｡とれる魚はコウナゴ･イワシ･イカなどであり,船は個人持ちであって,個人の共
有と漁家掻宮の独英が多く.｢椴的に等細ではある｡小木の漁業を特色づけるものに ｢イソ
ネギ｣があるo｢イソネギ｣は,気象や輯祝に恵まれた日であれば,年中出漁することがで
き,海岸が段丘をなし岩礁海岸である小木半島では,さかんに行なわれてきた｡｢イソネギ｣
は,ガラス相を海面につけ.海中を遷祝し.故庫の漁具により.海底の漁獲物を礎得するも
のである｡小木半島において,｢イソネギ｣は ｢ハンギリ｣という惰円形の大型の桶を用い
て行なわれる｡蚊近では,｢タライ舟｣と呼ばれ,観光にも一役かっている｡｢-ンギ リ｣
の使用は.位渡では,小木半島にかぎられるが,それは,第1に夏のワカメやテングサ,冬
の岩ノリの採集など,海蔀の採集がさかんなこと｡市2に小木半島は.岩船が多く,舟をつ
なぐ場所もなく,小型の舟でも勘陸には多大の労力を必要とするためである｡いづれにして
ち,｢イソネギ｣｢-ンギI)｣による漁業は.古くからの零細な漁法であり,収且は限られ
ている｡近年,定置網の導入,梅軒類の荒壁並大により,漁並収益は高まっているが,他地
域と比較して,小規模であり,曲集経営の大型化一企業化が待たれる｡
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図 2 小木の漁村 (｢佐渡｣より)
① 大佐渡沿岸
佐渡において,島外から移住 してきた漁民で形成される村蕗は.大佐渡沿岸に位置する姫
津だけであり,1603年 (座長8年 )能登の漁民が移り住んだのをはじめとする.延縄,一本
釣り.定投網を中心とする独英であり.イh,スケソウタラ.ワカメなどが主な漁獲物であ
るo漁村としては,米郷 ･稲鯨 ･高瀬 ･相川 ･達者 ･姫津 ･北秋 ･片辺 ･福千･馳 ･共更川
･などがある｡これらの部落からは向瀬やひょうたん瀬などの好漁場が近取離にあるにもかか
わらず,大利漁船は少なく.いか釣り,建楓を中心とした小規模沖合漁共が中心である｡
近年,漁港施設の整備も進んでいるが,冬季のしけのため稼動日数も短 く大型船の封入をさ
またげている｡経営形態としては.企薬体経営を行っており,定慣細の導入なども行なわれ
ているが,半農半漁,もしくはそれに林紫を加えた村落が多く,漁業専並攻落は稲軌 姫臥
芯千であ~るOふるくか らの漁法としては ｢バンジョウ｣がみられるoこれは.さんまの手づ
かみ頼法であり,サンマが佐渡に近づく6月ごろにおこなわれる｡まず魚群をみつけるとム
シロかコモを網をつけて流すOそのコ壬にホンダワラなどの梅坪をつけておき.それに産卵
活動をするサンマをつかみ取るという漁法である｡多いときだと10分個に50-100尾もとれ
るという｡ しかし,産卵期であるだけに秋の太平洋のサンマに比べると魚形は小さく,あぶ
らのU)りも少ない｡漁接したサンマは弧理 して食用に供するか,貯蔵するか.シメカスにし
て肥料にするかなどの自家消野にあてるにすぎない｡この漁法は.佐波全島を通して行なわ
れるが.特に大佐渡沿岸において行なわれるOこのことは,大佐渡沿岸の漁炎依存度が旧来
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図3 大佐洩沿岸の漁村
rrI
図4 小佐渡沿岸の漁村
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より.それほど高くなかった
ことを示す一例ともいえよう｡
近年.定荘細,いか釣船を
導入する所も多く,稲鯨,姫
津,商千などの漁港では,大
型船の導入も多く,触発収益
を高めている｡
'o･ ① ′ト佐渡沿岸
′ト佐渡沿岸は,他地域に比
較して海岸線が単純であり.
地先水面も狭いため.漁村は.
-､･ 三~÷1-_三 二 三:_::_I:
れるO特に赤泊では,大型船
の導入がすすみ,地先水面の
狭さを克服するため,沖合の
漁場への進出がみられるO経
営形態も企黄休経営である｡
しかし,前にも述べたように
水産潜源の乏しさから,海に
生活を求めてきた村落は少な
い｡
① 両建埼沿岸
両津帝の漁村には3つのタ
イプがみられる｡第1には,
古くから漁業を行ってきた
湊,第2には白瀬,水砕など
の半農半漁村.そして内海府
から外海府に分布する虚林独
英を行う村々である｡
大佐政治岸の漁村を特色づ
けるものに大型定故細 (大琵
網 )がある｡これは.明治後期になってはじめて導入されたものであるO この大型定政柄の
定薪によって,佐渡湾の漁炎は一変 したO以前は,わかめ深紫,さざえ取り,小紙などを行
ないつつも,陸に生活の鮎を求めてきた集落も. この大謀網の導入により,海に目を向ける
ようになった｡魚種別にみると.ぶり,まぐろ,いか,かつおなどが多く,多大な収益をあ
げているOまた.この庫の漁業臥 近代化され,ff本化されており.佐渡においては.殻も
規模の大きな地域である.しかしながら.その漁場は,佐渡島沿岸に限 られ,沖合のひょう
たん軌 向廟など-の出漁はおこなわれていない0両挫港には.多くのいか的船.大型漁船
が輿まり,水場げ丑も多い机 その多 くは他府県のものであるO近年,水津に,いかかど,
えびかど船が帝人され,独英の近代化を行なう範落もみられる.また,古くから,この地域
も.梅津類の採集がおこなわれ
図5 両津湾沿岸の漁村 てきたが.稲妻の拡大にともな
い,わかめ雀鵜を行なう集落も
多い｡
加茂湖では,かきの養殖がおこ
なわれているが, これは,仙台
から移入されたものであり,現
在いかだ約 3.000台である｡
① 内海府の漁村 (両津市内海府
黒姫部落をとりあげて )
内海府地区は.両津市の東北
臥 大佐掛 こ位思し,tはぼ南北
に伸びる海岸線沿いに,前面の
海と背後の山のあいだに狭く細
長く続く地勢条件に点在する部
落から構成されている｡
各市港は藩政時代はそれぞれ
独立 した行政村であった｡現在は,両津市に合併されている｡両津市街まで約15khrの距離が
あるが,両津より新鞄交通の路線バスが通っており,両津市街より約 1時間で黒姫部落に到
督する｡しかし,道路の改良は十分ではなく,途中の大山 トンネルは内海軌 外海府へ向か
う交通の樫所となっている｡
黒姫は20戸余りの熊落であり,県道に沿って家々はならんでいる｡部落の中央を流れる巣
姫川の両岸には,水田もみられる｡近年黒姫川上流に水田を開墾し,耕地面位の拡大がはか
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内海府小学校巣姫分校
県道
図6 轟姫部落の位置
図7 黒姫帝薄
られた.前面には俊秀な地先漁場を有し･ふるくは･明治以前より･.自給程度の礎採収のほ
か,延純,刺胸などの漁薮がおこなわれてきた｡また, この内海府地区は,薪炭の生産地で
あり,磯後,石油,プロパンの普及に伴い,薪炭の帯要がおとろえるまで, この地域の重要
な産薬であったo監姫は.30-40年嗣までは.梅よりも山にその生活の粒を求めてきたO
人々は,自給程度の米作を行ないつつ.食料.肥料.自給軽度の漁業を行ない.山では,蘇
炭を焼き生宿してきたのであるo
Lかし.現在,部落の家々の多くは,大里定m柄によって生活をささえている｡以下,大
型定置掬について考察を加えてみたいO
定圧網漁基が,佐波へ入って来たのは.明治四十年代になってからであり,白軌 和木な
どの漁村において,プリ大証概 (定性網 )が拭みられたoしかしながら.その開発の主体で
ある,澄本家 ･経営者や哉術 ･労力にいたるまで外来のものであり,地元では,わずかなが
らの漁英権fi-標札 蘇荒し料を得るのみであったDしかし地元漁業の リー ダーたちは,ただ
外来丹木の漁唖を傍観していたのではなかった｡彼 らは.資本,労力,漁場等の条件の整備
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をはかり.また技術の習得をおこない,昭細5年頃.羽吉沖に越中式プリ大謀柵をおろした
のである｡
内海府地区においても,加戊地産におくれはしたものの.すでに戦前において,大型定置
網の導入がなされていた.
思姫雅港において行なわれている大謀細は越中式であり,規模は長さ約3007･,暗約 100
･Tl程度で,設恩の際には200俵あまりの土のうを沈め.それにより.網を順定しているo漁
礎に用いられる船舶は.20t未満であり,現在23隻が操薬を行なっているo
網は秋に入れ,立陸上げされる｡梱入れに20El,禍上げに10日を要するが.機械化がなさ
れ,労働力節減に大きく役立っている｡
操典時間は2時間軽度であり,日の出をめどとして出漁する｡これは,日の出頃,魚群の
動きが大きいためであるo漁狸地域は.併壊部落との境界までであり, これは.ふるくから
u)地先水面の占有権によっている｡漁姓は,全て両津湾に水場げされるo戦前においては,
個人の株式で行なわれていたが,昭和27年に内海府独英協同組合が結成され,組合員がそれ
ぞれ同じ株を持ち,その経営にあたるという協同出資のJBをとっているO しかし,正組合員
となるには,規定があり,年間90･日か ら100日以上漁場に出漁するものとなっており.正組
合員は誠決板を持つが,準組合員は議決榛を持たない｡このように組合Ljを規定 しているの
は,軸濃者の純化をはかるためである.定置網漁業従事者は,以上のように漁業労働者であ
ると同時に,他面では株主 (組合員 )であるという二重性格的立場にあるのである｡ (参照
近代曲共村落の研究 )
(4)黒姫部落の現状 (アンケート諏盃より)
今回の調査において,全戸20戸余のうち,14戸についてアンケ- 卜調査を行なった.ここで
は, これをもとに考察を加えたいと考える｡14戸のうち.全戸が.独英にたずさわっているが.
漁業のみで収入を得ている虚家は少ないo漁茶の外 林光,虚兼などを行なうc
A家では,祖父 (67才 )が漁業協同組合役員であり,出漁する｡祖母 (62才 )は.漁には出ず.
出井と家堺を行なう｡父 (37才 )は.両津rFの観光物産会社に勤務 し,母は.保母であり,漁
英はおこなわない.定慣網に従串するはか,さし網,梅環恭瓶などを行なっており,水田は3
反程度,野菜は自給程度であるO将来においても,父は,漁業に従串する意志をもっていないo
B家では.父 (55才 )は,漁,磨,林英に従萌 し,母 日5才 )は象Zriを行ない‥良子 (26才 )
は,漁滋を行なう.息子は,高校卒築後すぐに,曲射 こ従事 している｡この家では,定忍網の
外,わかめ養殖,小網,制約を行ない,また山林において,しいたけの鵜培も行なっているO
また母は,家壬Bの外,山林へ協同の苑林作弟に出かける0
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C家では.父 (GO者 )描.漁業に従!JiL,母 (58才 )は,農薬に従事するが,子供は,全て京
浜方面へ,進学,就職をしており.漁3%-のあとつぎほい/LいD
界姫の漁娘は.大製定置網を中心とするが, これは,9月の大安の日に禍入れを行ない,8
月に網上げをし,柵の修理を行なうo朝5時出曲し,1時間ないし.1時間30分の授炎をする｡
定置網の外,刺し網,わかめ薙蘇.さぎえ妹姫も行なわれているが,これについては,各戸o)
漁業依存度,労働力の有無などにより,規模.収益はまちまちである｡
水田は,各戸とも3-4反 (30-40a)の規蚊であり,自給粒度の生産にすぎIi'い｡山林に
おいては,近年棺林が急がれているが,これは.新棟用の准木杯を折り,すぎ,ひのきを藤林
するものであるO
佐渡島全島でみると.過疎は大きな問題であるが,崇姫坪蕗においても,若者の島外流出は
大きな問題である｡アンケート調査を行なった11戸のうち,漁業のあとつぎをもつ家は約半数
の7戸であり,独英を行なわないが,あとつぎのある家は4戸,あとつぎのない家が3戸ある｡
長男の多くは,一皮京浜方面で就職した後,帰島する者が多く,次男,三男は,島外にて生活
するケースが多いoまた,島に帰ってさても,A繁のように漁集に従事せず,両津に通勤する
者も多い｡また,女性の進学もさかんであり.良には.男の若者は比較的多いが.女性は,そ
の多くが京浜方面で就敬するため島には女性が少ない｡
反面.?.;:]'佼卒業後,漁選に従事 してきた若者もIl戸中3戸にみられるO
家々は,近年の定位柵の豊漁により豊かであり.我々が,漁村という言丑から感じる寂しさ,
貧しさはみじんも感じられないo真R姫部落で胎齢亡はいっている者は,21人であり,部落のほ
とんどであるO部落州 こは,かつての有力者,侮力者はみられず.漁協の述宮も民主化されて
いる｡収益は,出漁日数に応じて分配される｡
人々は.漁業の外,腰林菜を行なってはいるれ 触発による収益が,-象の収入に占める割
合は大きく,人々が,海に依存する度合は大きい｡ しかしながら,漁協組合員の多くが.50才
を越えており,若者の参加も思うにまかせないことから,島内他域において活発におこなわれ
ているいか的船の導入,かにかど船の額入,民宿の軽宮などに参加しょうとする空気はみられ
ない.人々は,安定してきた大型定置網の収入にたよっている｡しかし,近if:-,漁獲瓜は横ば
い状態であり,定圧鰍,まその消極的漁法のために収益は,減少傾向にある｡
(5)将来への展望
刺 臣部落は,現在においても将来においても漁糞なしには考えられない村落である.人々の
多くは海にその生宿を求めており.新穀の群壁の消失した現在,漁薬収益の増強が.瓜も望ま
れる点である｡こうしたなか,雄鳥振興計画により,黒姫漁港の盤僻が急がれており,大型船
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の導入がはかられている.沿岸漁獲皿が限界に達しつつある現在.沖合の漁場への進出は必須
のものであり,大型漁船,いか釣船.かにかど船などの導入もまたれる｡
(冨永明子,平松典子.中井智子,登地久世,横山文朗 )
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7. 佐 渡 の 漁 業
(1)海面漁業基本諏査
G) 漁菜経営体
a 経営組織別経営休数
総数は･ほぼ新潟頻の十 日昨 度は約91fr.51年度は2a2% )を占めており, 1つの
市の割合としては,非常に大きいと言える｡
個人独英経営体とは.過去 1年間に30日以上海面漁業を自家単独で営んだ世帯のことで,
数は総数とほぼ一致 していることより.小規模 !,it撫養が営まれていると言 える｡
会社経営とは,会社組織をとり従弟者を雇 って漁業を営むもので,わずか 1杜,5,%を
占めているだけであり, この経営体は新潟北部海区に集中している｡
漁業協同組合 (自営 )とは.組合 自体か漁船を所有するか,または借入れた漁船を使用
し従車者を届 って触発を営むもので,46年度には 1団休20,%を占めていたのが,51年度に
は 0となっている｡
共同経営とは,2人以上のものが.漁船または漁網を共有 し漁美経営を共同で管理 ･連
営するもので,46年度は57で41,%が,51年度は38で29.9/劣と大幅に減少 しており,両津地
区の16から5の減少が著しい｡ これは.行政方針の軽常体統一化が反映されたためだと思
われる｡
漁業生産組合とは,水協法に基づ く漁先生蕗組合をいい,現在は l組合,内海府漁薬生l
産組合が存在 している｡ (節1衷参周 〉
L L
第 1泰 経営恥織別慮営体故
市 町 村 計 個 人 会 社 漁業協同組合 漁米生産組合 共同経営 拭壌所
I,I 外 海 府 70 62 - - ー∫ 8 -
内 海 府 129 122 l 1 5
加 茂 242 221 - - 21
両 ` 津 131 115 - - 16
何 崎 124 120 - - 4 -
両 津 (萌 ) 88 85 一一千 十 - 3 -
青 井 92 92 - - - -
両 津 市 計 876 817 1 I 57 -
新 潟 計 3.672
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市 町 村 計 個 人 会 社 曲集協同組合 漁典生産組合 l共同経営 試験所
51～2午皮 外 海 府 66 62 - - - 4 -
内 海 府 99 91 1 - 1 6 -
内 浦 211 203 - - - 8 -
羽 吉 浜 50 43 - - - 7 -
第 - 羽 吉 浜 23 22 - - - 1 -
両 建 118 113 - - - 5 -
河 崎 112 110 - - - 2 -
両 津 (南 ) 10】 96 - - - 5 -
吉 井 89 89 - - - - -
両 津 市 計 869 829 I - I 38 -
新 潟 計 3.752 3.600 18 3 2 127 2
b 経営階層別経営体数
無動力船は,46年度は 19.4fb.51年度は 19.7,%と.比率はほぼ同 じであるが.実数は77
から1㌢＼と大幅に減少 している.県全休も実数が大幅に減少しているため.両津市の新潟
県に占める比率はほとんど変 らないけれども,実数の減少は,漁業における近代化導入の
兆候とも見れる｡
これに対 して,動力船は.大部分の規模別休数は増加 している｡特に中堅クラスの増加
が大きく,巨大規模の500t以上が一袋もないのも興味深い.加えて,1-3tクラスの
小型船だけが減少しているのも奇異であるが. これは動力船の Il未満か.または 1クラ
スか2クラスも上位に移行したものと思われ る.プラスチック船による簡単な造船の発達
も移行に姻連 していると思われる｡
定艦桐は,近年盛んとなっており.大型定逆相は46年度 la7/形,51年度29.4知.小型定
覆網は46年度3u1,%,51年度 34.7,%と増加 している｡
浅海養殖は,全体的に大きな割合を占め,両津漁業の特徴と言える.かきは,46年度51
年度とも85%前後を占め.新潟県のかきの生産高を牛耳っているとも言えよう｡のり,わ
かめも5割をこしている｡以上より,｢採る漁業から作る漁業｣への移行でなされている
養殖であるが,かなり良い成顔を市全休では納めている｡ (第2表参照 )
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C 油菜種類別経営休数
底びき網は,小型店びき桐は46年皮05%,51年度0.6,%と変化があまりないが.その他の
底びき細は.4.6年度100/%が51年度2B,劣と大幅減少しているOこれは.51年度では県の他
の海区の底びき網が0から173と急増したためである.東リ融 ま.46年度 17.2/%,51年度16.4
%とかわらない.両津では,刺網や底びき網の漁菜種から効率のよいイカ釣 りへ転非する
人が少なくないと聞いたO
しかし,実際イカ釣りも,46年度44.2,qb,51年度33.7%と10,%も落ちているO これは,
イカの数且減少,許可制が影轡していると思われる｡
はえなわは.増加しており,特にさけ.ますの46年度64.1,%から51年度 89.8%は著しい｡
定置網は,bで述べたように,大型定借網の導入がはっきり現われている｡
採貝は,大部分がさざえであるが,10,%弱の減少となっている｡観光客の幼且乱粒の問
題も将来,減少につながる間接的原因とも言えるO
養殖は.bで述べた通りであるO (第3表参照 )
d 出漁日数別経営休数
出漁日が29日以下が,46年度は4&5/劣を占めていたのに対し.51年度は31.6%であるO
また,出漁日250日以上は.J6年度は34.OJ%であったのが51年度は5.8%である｡つまり,
戯近は雅楽が増加 したため出漁日数が多いクラス,250日以上は滅/少していると言えるO
-方.以前から29日以下が48.5,%と多く占めているのは,半虚半漁でしかやっていけなか
った瀬瀬の漁家が多かったことを示すと言えようO (第 4表参照 )
e 専業別経営休数
46年度,51年度ともに.独英専巣が約20%.漁業を主とするもの約15%,漁薬を従とす
るもの約20/%とほとんど変りがなく.すでに専業 ･兼業どちらかに落背いていると見れるO
また,最盛期の従事者数でも.46年度と51年度の家族と壌用者の%がはとんと変 らない
ことは,寄集 ･兼兼の両で定石していることを示すと言えるo (表 5･6参騰 )
① 漁 船
紙動力船は,259袋から104隻と実数では46年度から51年度までの5年間に155度減少し
ているのに対 し,比率は28.1,%から33.5%と増加している.つまり,県全体は46年度全姿故
の与まで51年皮袋数が落込んでいるのに･両津市は･46年度全隻数の恒 i51年度全隻数とな
っているからである｡
また,船外像付船は,491袋から600壁と比率の減少にもかかわ らず,実数は増加してい
るOこれは●撫動力船から手軽で収りはすしの簡単な船外織付船に変 ったものと考えられるO
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第 4表 出漁日数別経営体散
計 29日以下 30i､一89 90-149150-､199200,-249250日以上
外 海 府 70 - 67 3 - - 1内 129 74 42 12
加 茂 242 - 川3 80 43 9 7
両 津 131 16 8 34 59 12 2
河 崎 124 - 29 56 29 9 1
両 津 南 88 - 45 33 2 7 1
吉 井 92 - 7 24 50 7 4
両 津 市 計 ■876 16 333 272 195 44 16
新 和 計 3.672 ･33 1.499 i.042 738 313 47
23.9 48.5 22.2 26,1 26.4 14.1 34.0
51～2午皮 外 海 府 66 1 62 3 - - -
内 海 府 99 - 37. 48 10 3 1
内 浦 211 - 95 85 23 7 1
羽 吉 浜 50 - 27 4 4 15
罪 - 羽 吉 浜 23 - 5 9 7 2
両 津 118 5 15 53 32 13
河 崎 112 - 28 40 31 12 1
両 津 (南 ) lOl - 13 62 24 2
吉 井 89 - 10 50 27 2
両 津 市 計 869 6 292 354 158 56 3
新 潟 計 3.752 19 1.256 1,301 789 335 52
第 5表 事業別 (個人)経営体敢
市 町 村 総 数 漁 兼 の み 漁 業 が 主 漁 業 が 従
16 外 海 .p府 62 - - 62
内 海 府 12? 1 5 116
加 茂 221 ll 29 181
年 両 津 115 33 67 15
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市 町 村 総 数 曲 集 の み 漁 業 が 主 漁 薬 が 従
両 津 (南 ) 85 - 7 78
吉 井 92 - 10 82
両 津 市 計 817 一6 146 625
新 潟 計 3.5n4 235 978 2.291
両津市の新劇県に占める割㈱ 23.3 19.6 14.9 27.3
51～2年度 外 海 府 62 - - 62
内 海 府 91 - 5 86
内 浦 2n3 3 29 171
羽 吉 浜 43 3 13 l 27
節 - 羽 吉 浜 22 7 8 7
両 津 113 39 59 15
河 崎 Ilo 2 26 82
両 津 (南 ) 96 .I 13 82
吉 井 89 1 16 73
両 津 市 計 829 55 169 605
新 潟 計 3.600 2m 1.015 2.315
両津市の新潟県に占める別納 23.∩ 20.4 16.7 26.1
欝6表 最盛期の従事音数
市 町 村 総 数 家 族 雇 用 者
46午皮 外 海 府 92 92 -
内 海 府 376 263 113
加 茂 623 341 282
両 津 393 179 214
両 津 (南 ) 165 . 115 50
吉 井 108 105 3
両 津 市 計 I.975 I.278 697
新 潟 計 9.125 5.801 3.324
両津市の新潟に占める割合 (形 ) 21.6 22.0 2l.0
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市 町 村 総 _数 家 族 雇 用 者
51～2午皮 内 海 府 323 241 82
内 浦 450 407 43
羽 吉 蔽 112 63 49
節 - 羽 吉 浜 87 26 61
両 津 342 146 196
河 崎 209 159 50
両 津 (南 ) 199 .149 50
吉 井 95 95 -
両 津 市 計 1,925 1.394 531
新 潟 計 8,700 5.915 2.785
動力船は.46年度342貸19.7,%から,51年度313壁17.3/%と減少しており, トン数計も同
様,･B,R少している｡1坐当りの トン数は,逆に46年度 839t,51年度 a94tとなり,大型化
が進んでいることがわずかではあるが見られる｡ (第7表参胎 )
a 規模別漁船
規模別にみると,船外機付船が600坐で虫も多く,次いで助力船の313隻,無動力船の
104堂の順に51年度はなっている｡これを46年皮に比べると,動力船の順序がいれかわっ
ている｡動力船の内訳では,減少しているにもかかわらず, 1-3tクラスが98壁で トッ
プである.比率をみると.逆に無動力船が 1位.船外横付船が2位,動力船が3位で. し
かも実数とは正反対の助向を無敵トカ船,船外傷付船は示している｡
構成面ではまだまだ零細で,無動力船と船外機付船で7割を占めている｡ (第 7表参照 )
(21漁獲数量 3
総数は.46年度から51年度の5年間に新劇県全休としては79,577tから81.149tと,2,%増
加しているが,両津市では16.577tか らlu15tと.13,%も減少している｡そのため,両雄巾
の漁連丑が県のそれに占める割合は,46年度20.8勉,51年度 17.8/%と減少しているが,依然,
市としては新耗苗の46年度58%,51年度57,%に次いで大きいO
① 漁共棲類別漁位皿(鼓 8参臓 )
両津市の主要な漁業庵類は.大型定JE解.小鞘定性網,いか釣り.刺し網で,特に大型定
旺網は近年伸びが著しく,46年皮から51年度の問に3倍近く増加しており,51年度には,良
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